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宮城工業高等専門学校 

Ⅰ 対象高等専門学校の現況及び特徴 

 

１ 現況 

（１）高等専門学校名 

宮城工業高等専門学校 

（２）所在地 

宮城県名取市愛島塩手字野田山４８ 

（３）学科等構成 

学 科：機械工学科、電気工学科、建築学科、

材料工学科、情報デザイン学科 

専攻科：生産システム工学専攻、建築・情報デ

ザイン学専攻 

（４）学生数及び教員数 

（平成17年５月１日現在） 

学生数：学 科１，０１３名 

    専攻科   ５５名 

教員数：７６名 

 

２ 特徴  

（１）沿革 

 宮城工業高等専門学校（以下「本校」という。）は、

昭和38年度に3学科(機械工学科、電気工学科、建築学

科)で創設され、昭和43年度に金属工学科を増設した。

その後、校舎・実習工場・体育館・図書館などの各種

施設・設備の整備を進め、昭和58年度には外国人留学

生の受け入れを始めた。 

昭和61年度には金属工学科を材料工学科に改組し、

工業高校からの編入学制度を導入した。平成3年度に

は複合的な能力を持つ技術者を育成するために二専門

履修コース（本科卒業後、他の学科の４年に編入する

教育課程、本校に独自のものとして認可された。）を

設置した。平成5年度に情報デザイン学科を新設し5学

科体制となった。建築学科は東北地方で、材料工学科

は東日本で、情報デザイン学科は日本でそれぞれ唯一

のものであり、ユニークな学科構成となっている。 

平成10年度には、準学士課程の上に高度で複合･融

合的な工学専門領域の教育を目指して学ぶ、2年間の

専攻科(生産システム工学専攻、建築･情報デザイン学

専攻)が開設された。 

平成12年度に地域共同テクノセンターを創設し、地

元企業との連携による研究･教育活動を活性化してい

る。 

（２）理念そして目的の背景 

本校の教育体系は、体験重視型の教育理念に基づい

て技術者教育ができる特徴を持っている。 

その結果、本校から多くの卒業生が社会に出て、産

業界においては企業の経営者、大企業や地元企業の役

員や部長などとして、教育･研究界では大学･高専の教

授など、広く各界で活躍している。また、準学士課程

では50～60％が進学しており、準学士課程と専攻科の

就職希望者の就職率は100％である。 

創設以来40年の伝統を持つ「校訓」は、友愛

(Friendship)、協調(Cooperation)、自治(Autonomy)

であり、教育目的・理念は、(1)創造力のある技術者、

(2)技術をもって人類社会に貢献できる技術者、(3)技

術を職とすることに誇りを持てる技術者、(4)真摯で

公正な技術者、(5)自らに厳しく、しかも人間性豊か

な技術者の育成からなる５ヶ条である。 

これらの教育目的・理念は、高度化・複雑化する科

学・技術の進展と、情報化・国際化が進む社会からの

要求へ対応しながら、国立高専機構法3条が掲げる目

的である「職業に必要な実践的かつ専門的な知識及び

技術を有する創造的な人材を育成するとともに、我が

国の高等教育の水準の向上と均衡ある発展を図るこ

と」を達成するために大きく資するものである。すな

わち、技術者の創造力、倫理と人間性の重要性を創設

当初から認識して、教職員・学生ならびに社会に周知

していたことは注目に値する。本校は、この教育目的

・理念に基づいて、技術者の養成のための教育研究活

動を行っている。 

より優れた人材を積極的に集めるための中学校訪問

などを行い、急激に減少しつつある15歳人口の動態に

もかかわらず、ここ数年本校への応募者数は、増加傾

向にあり、合格者の辞退者がこの2年間いない。 

また、一般的な普通高校から大学へという課程では

実施が困難な低学年からの体験型の早期創造教育を実

施しており、その後の多様な進路に対応できる技術者

として社会に巣立たせている。準学士の50％以上が進

学している。地域の大学等（在仙大学単位互換協定へ

の加盟、東北大学工学部との交流協定）や自治体（宮

城県と「基盤技術高度化支援にかかる相互協力協定」

の締結など）と連携して、より高度の教育を志向する

という社会的潮流にも応えている。 

平成14年度には、「生産システムデザイン工学」教

育プログラムが工学(融合複合･新領域)関連分野で、

高専として日本で最初にJABEE認定（５年間）を受け、

国際的な学士教育課程の水準を持つものとして認めら

れた。 

これらの学業の外に、技術者を目指す者の人間教育

の一環として課外活動を重視し、クラブ活動への登録

者の割合は80%を超えており、大きな成果を挙げてい

る（体育系では、ラグビー(8)、水泳(2)、野球(1)､テ

ニス(1)、柔道(1)､文化系ではロボコン(1)、プロコン

(1)の全国優勝の実績がある。（ ）内は回数）。 
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Ⅱ 目的

宮城工業高等専門学校の使命
本校は、深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を育成するために、高等教育機関として、国際的に通用する１

高度の専門的知識と技術に関する能力を持つ、実践的かつ創造的な技術者の養成を使命とする。

教育活動等の基本的な方針，教育目的等
高等教育機関としての基本的な方針１
本校の使命を達成するために、本校は、学生が生涯にわたって自ら学び、工学に関する知識をもって社会貢献する

能力、情報処理機器を使いこなす能力、世界的な視野、技術者倫理の素養、国際的に通用するプレゼンテーションと
コミュニケーションの基礎能力、工業技術システムを企画･設計する能力、自ら工夫して工業技術の開発や工業シス
テムを再構築できる能力を身に付けるための教育を行う。

そのために以下の項目に取り組む。創造力のある技術者の育成を目指して、広範な分野にわたる教育内容と方法を
用意し、幅広い選択肢の提供を行う。学校の活性化を目指して、効率的な教育･研究活動のための運営、執行の組織

。 、 、 、 、をそれぞれ立ち上げる また 中期目標の達成状況を踏まえ 理念・目的を適宜見直し さらなる高度化を目指して
質の高い教育（大学などと連携した大学院レベルの教育課程の創設の検討）ならびにその実現に必要な外部との連携
と共同研究を行う。

より具体的には、人口減少の著しい中学卒業生から優秀な人材を集めるために、魅力ある教員を揃えた教育環境
を整備し、併せて、本校の魅力を周知させるための多様なリクルート活動を展開する。その上で、感受性の高い
１５歳からの若い頭脳に対して、モノづくりを基盤とする体験重視型の早期創造性教育を通じて学業を修める。地域
から海外の協定校までを含めた幅広い社会との関係と、課外活動や学寮生活をも含めた全人格的教育のもとに実践力
と創造性を涵養する。

このような技術者を育成する教育課程は、準学士課程１、2年時期の全学科にわたる混合学級、3,4及び5年次での
専門教育、学士を目指す専攻科課程での複合専攻（機械工学、電気工学及び材料工学からなる「生産システム工学」
など）からなる。

本校の教育目的２
教育目的は、(1) 創造力のある (2) 技術をもって人類社会に貢献できる (3) 技術を職とすることに誇りを持てる

(4) 真摯で公正な (5) 自らに厳しく、しかも人間性豊かな 技術者の養成である。

本校の教育目的を達成するための具体的目標３
本節の記述における「目標」は、中期目標として本校の教育目的を達成するための取り組み方針を示したものであ

る。これを評価基準のいう目的として位置づける。
(1) 教育に関する目標
目的を達成するための具体的な目標のうち主要なものを以下に挙げる。
1) 教育の成果に関する目標

①準学士課程卒業時・専攻科課程修了時に到達すべき目標と内容の明確化（各学科・各専攻の目標は後述）
②1,2年生への早期創造性教育導入による創造性の基盤形成
③教育プログラム認定制度による技術教育水準の保証。なお、本校は平成１４年度にJABEE認定（5年間）を取得

済みである。
④社会(就職企業・進学大学等）の要請を満たす卒業生・修了生の輩出

2) 目標を達成するための教育指導、教育課程の明確化等
3) 学科配置、教育環境整備などの教育の実施体制の整備
4) その他の特記事項 国内外の教育研究機関などとの連携・交流を、これまでの海外4カ国を含めて拡充する。

(2) 学生の支援に関する目標
1) 学習相談・支援や健康相談の充実 2) 進路指導(就職支援、進学指導)の充実 3) 生活指導の充実 4) 学生寮
運営の方針の明確化と寮生の生活指導の充実 5) 経済的支援の充実 6) 学生の学習・研究への支援 7) 留学生
受入れシステムの充実 8) 各種ハラスメントに関する相談と支援
9) その他の特記事項

① 学生食堂、売店、学生交流スペースなどの充実のための具体案作成と実施
② 「社会と共に次世代の技術者を育てる」という視点からの地域の協力を得たクラブ活動への取り組み
③ 高等教育機関としてふさわしいキャンパス環境の提供

(3) 研究に関する目標
1) 研究を行う際の目標・計画の明確化

学内外での研究を促進するために、科研費など各種の助成への申請による外部資金の導入、学内の研究費助成
制度などの充実を図る。

2) 研究の実施体制の構築と運営の明確化
地域共同テクノセンターを中心とする地域等の産業界との連携を強化してきており、一層の充実を図る。

(4) その他の教育･研究活動に関する目標
1) 地域共同テクノセンターを通じた地域社会等との連携･協力、社会サービス等の充実

① 教育面での社会貢献の促進 ② 研究成果の産業界・地域企業などへの還元 ③「社会とともに次世代の技術
者を育てる」ための地域の人材などの活用

2) 長期インターンシップ・共同教育（COOP）の推進など教育に関する産学連携の推進
3) 高専間交流、大学･高専間交流の推進 4) 広報の充実 5) 留学生交流、その他の国際交流の充実
6) その他の特記事項 ①図書館とその利用の充実 ②生涯教育の充実

業務運営の改善及び効率化に関する目標４
(1) 業務の運営体制の改善

1) 学校全体としての運営改善目標の明確化 2) 学外有識者の意見の聴取と反映 3) 企画・評価・改善機能の充実

宮城工業高等専門学校
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(2) 教育研究組織の見直し
1) 教育研究の進展や社会的要請への対応 2) 教育組織と研究組織の見直し

(3) 教職員の人事の適正化に関する目標
1) 教育効果・運営効率のあがる教職員配置 2) 人事評価システムの整備･活用 3) 柔軟で多様な人事制度の構築
4) 公募制の積極的運用による教員の質の改善と流動性の向上 5) 教職員の人事交流の促進

(4) 事務等の効率化・合理化に関する目標
1) 企画調整会議における事務等の在り方の検討

(5) 業務運営の改善及び効率化に関するその他の目標
1) ＩＴ利用による業務の効率化

財務内容の改善に関する目標５
(1) 外部研究資金その他の自己収入の増加 (2) 管理的経費の抑制及び資産の適正管理

社会への説明責任に関する目標６
(1) 社会からの評価の充実

1) 自己点検･評価や第三者評価の方法･内容の改善 2) 評価結果を高専運営の改善に活用
(2) 情報公開等の推進

その他業務運営に関する重要目標７
(1) 施設設備の整備
(2) 安全管理の充実
(3) その他の特記事項 1) 基本的人権等の擁護に関する目標 2) 環境保全に関する目標

（準学士課程・専攻科課程、学科・専攻ごとの目 標 ）

１ 準学士課程
(1) 準学士課程の教育目標は以下のとおりである。
1) 科学と工学の基礎を身につけさせる。
2) 豊かな教養と総合的な判断力をもたせる。
3) 自主的に考え行動する力を育てる。
4) 自らの考えを正しくまとめ、表現する力をもたせる。
5) 豊かな発想を尊重し、創造性を育む。

(2) 各学科の目標は以下のとおりである。
1) 機械工学科

広範な工学分野にも適応できる基礎力と創造力を持ち、将来、新製品や新技術の開発・研究等に関して新しい
問題が生じたときに、速やかに対応し、独創的な考察を行い、決断力を持って積極的に実行できる技術者を育成
する。

2) 電気工学科
学生自身が自ら「電気の現象を含む自然界や社会の事象」について科学的かつ徹底的に勉強することを通して、
彼らが自分自身の良さを見出し、それを発展させ、そして自身の意見を述べることができるようになるように指
導する。

3) 建築学科
各科目を有機的に関連させて、建築に関する知識と技術を身につけさせるとともに、人間性豊かな教養と芸術

的感性を養い、真理を認識する能力や創造的知性を磨き、人間環境のよりよい発展に寄与し得る建築技術者を養
成する

4) 材料工学科
多様化する新時代の材料工学に対処して、基礎となる材料科学を理解し、付加価値の高い材料を設計･開発。応

用･保全及び製造できる材料技術者を育成する。
5) 情報デザイン学科

個人の感性を磨くと共に科学的知識や思考方法を学び、的確な情報処理の知識と技術を身に付け、それを総合
的に用いて、多くの産業分野において企画･開発･生産の場で貢献できる技術者を養成するための思考能力、開発
能力を養う。

２ 専攻科課程
(1) 専攻科の教育目標は以下のとおりである。

1) 専門工学領域を深め、複合領域に対する旺盛な好奇心と興味を呼び起こすとともに、研究活動によって技術開
発力の基礎を習得させる。

2) 世界の歴史・文化・環境を理解し、国際社会の一員として健全な判断と良識ある行動を身につけさせる。
3) 自主的、継続的に、勉学し研究する姿勢を身につけさせる。

、 、 、 、 。4) 研究成果について 記述 発表 討論できる能力 および国際的なコミュニケーション能力を身につけさせる
5) しなやかな発想力、企画力を養い、独創的なデザイン能力を身につけさせる。

(2) 各専攻の目標は以下のとおりである。
1) 生産システム工学専攻

新技術をリードする機能材料を開発できる能力を有する技術者を育成する。新材料の機能を理解して高度な生
産システムを構築することができる能力を有する技術者を育成する。

2) 建築･情報デザイン学専攻
「 」 「 」 、 。人に優しい もの や 空間 を 情報処理の手法を駆使して設計表現できる能力を有する技術者を育成する

産業の様々な要求に応える情報処理システムを計画・構築できる能力を有する技術者を育成する。
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（選択的評価基準「研究活動の状況」に係る目的）

１ 産官学連携を中心とした研究の継続と改善
本校では、地域共同テクノセンター（平成12年度設置）を中心として、産官学との共同研究、受託研究等を推

進し、研究活動の活性化を図り、それらの継続と改善を行う。学生が共同研究に参加して研究業務の実際を知る
ことは大きな教育効果を生み出す。なお、地元の要請に基づいて宮城工業高等専門学校産業技術振興会（平成12年
度設置）を発足させている。
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（選択的評価基準「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的）

１ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの継続と改善
本校では、地域の職業人や一般市民・小中学生を対象として、各種の公開講座の開催や図書館の一般開放など

を行っており、これらの継続と改善を行う。

宮城工業高等専門学校



宮城工業高等専門学校 基準１ 

Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 高等専門学校の目的 

（１）観点ごとの分析 

観点１－１－①： 目的として，高等専門学校の使命，教育研究活動を実施する上での基本方針，

及び，養成しようとする人材像を含めた，達成しようとしている基本的な成果等

が，明確に定められているか。 

（観点に係る状況） 本校の「校訓」は、友愛(Friendship)、協調(Cooperation)、自治

(Autonomy)であり、創設以来40年余の伝統を持つ。また、これを踏まえた教育目的は、(1)創

造力のある技術者の養成、(2)技術をもって人類社会に貢献できる技術者の養成、(3)技術を職と

することに誇りを持てる技術者の養成、(4)真摯で公正な技術者の養成、(5)自らに厳しく、しか

も人間性豊かな技術者の養成、からなる５ヶ条である（資料１－１－①―１）。 

 

資料１－１－①―１   

  

  出典：平成17年度学生便覧  

 

 

   本校の理念、校訓、目的などの関連、及びそれに基づく養成すべき人物像「複眼的視野

と複合的領域へのデザイン対応能力を持ちながらも、もっとも自信のある専門工学領域の

基礎的素養をもつ創造力ある技術者」が、これまでの活動を踏まえた中期計画に明示され

ている（資料１－１－①－２）。 
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宮城工業高等専門学校 基準１ 

 

資料１－１－①－２ 

  

                     出典：宮城高専第１期５カ年中期計画 

 

（分析結果とその根拠理由） 本校では、創設以来の校訓に基づいて教育目的を明確に定めている。

また、養成すべき人材像を定めている。 

   以上のことから、本校は高等専門学校として目的を明確に定めている。 
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宮城工業高等専門学校 基準１ 

 

観点１－１－②： 目的が，学校教育法第７０条の２に規定された，高等専門学校一般に求められ

る目的から，はずれるものでないか。 

（観点に係る状況） 本校の教育目的は、(1)創造力のある技術者の養成、(2)技術をもって人類社

会に貢献できる技術者の養成、(3)技術を職とすることに誇りを持てる技術者の養成、(4)真摯で

公正な技術者の養成、(5)自らに厳しく、しかも人間性豊かな技術者の養成、からなる５ヶ条で

ある。 

これらの教育目的は、学校教育法第７０条の２に掲げる「深く専門の学芸を教授し、職業に必

要な能力を育成する」という目的、及び国立高専機構法３条が掲げる「職業に必要な実践的かつ

専門的な知識及び技術を有する創造的な人材を育成するとともに、我が国の高等教育の水準の向

上と均衡ある発展を図ること」に大きく資するものである。 

 

（分析結果とその根拠理由） 本校では、創設以来の校訓に基づいて教育目的を明確に定めており、

学校教育法第７０条の２に掲げる「深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を育成する」と

いう目的にはずれるものではない。 

  以上のことから、本校の教育目的は学校教育法の定めにはずれるものでない。 

 

 

観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

（観点に係る状況） 本校では、校訓、それに基づく教育目的を、学生便覧、シラバス、学校概要

などに明記しており、教職員及び学生に配布している。また、校訓及び教育目的は、各教室・ゼ

ミ室などに掲示し、周知を図っている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 校訓・教育目的を、学生便覧などの冊子を教職員及び学生に配布し、

また、校訓及び教育目的は、各教室・ゼミ室などに掲示し、周知を図っている。 

  以上のことから、本校では、教育目的が、学校の構成員に周知されている。 

 

 

観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 

（観点に係る状況） 本校では、校訓、それに基づく教育目的を、学校概要及びホームページに明

記している。また、中学校訪問（平成17年度237校）、企業訪問、オープンキャンパス（平成16

年度参加者数633名）などで学校概要を配布・説明している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 校訓・教育目的を、ホームページにより社会に公表している。また、

中学校訪問、オープンキャンパスなどで学校概要を配布・説明することにより、校訓・教育目的

の周知を図っている。 

  以上のことから、本校では、教育目的が、社会に広く公表されている。 
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宮城工業高等専門学校 基準１ 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

校訓及び教育目的を、各教室・ゼミ室などに掲示し、学生及び教職員に周知を図っている。 

    

（改善を要する点） 

  該当なし 

 

 

（３）基準１の自己評価の概要 

本校では、創設以来の校訓に基づいて教育目的を、(1)創造力のある技術者の養成、(2)技術をも

って人類社会に貢献できる技術者の養成、(3)技術を職とすることに誇りを持てる技術者の養成、

(4)真摯で公正な技術者の養成、(5)自らに厳しく、しかも人間性豊かな技術者の養成、と明確に定

められている。 

本校の教育目的は、学校教育法第７０条の２に掲げる「深く専門の学芸を教授し、職業に必要な

能力を育成する」という目的にはずれるものではない。 

校訓・教育目的が記載された学生便覧などの冊子を教職員及び学生に配布している。また、校訓

及び教育目的は、各教室・ゼミ室などに掲示しており、教育目的が、本校の構成員に周知されてい

る。 

ホームページにより、校訓・教育目的を社会に公表している。また、中学校訪問、オープンキャ

ンパスなどで学校概要を配布・説明することにより、それらの周知を図っており、本校の教育目的

が、社会に広く公表されている。 
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宮城工業高等専門学校 基準２ 

基準２ 教育組織（実施体制） 

（１）観点ごとの分析 

観点２－１－①： 学科の構成が，教育の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況） 準学士課程の教育組織は、学校教育法上の目的と社会のニーズを達成するた

め、機械工学科、電気工学科、材料工学科、建築学科及び情報デザイン学科の５学科並びに総合

科学系（文科・理数科）で構成されている(資料２－１－①－１、資料２－１－①－２)。学科の

構成は、設置基準に適合しており、本校の教育目的である創造力のある技術をもって人類社会に

貢献する人間性豊かな技術者の養成を達成する上で適切であり、情報デザイン学科を設置してい

るなど、技術の幅広い分野を網羅する全国的にも特色のある学科構成になっている。 

 

資料２－１－①－１ 

出典：国立宮城高専概要(2005年) p.37
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宮城工業高等専門学校 基準２ 

資料２－１－①－２  

  

出典：平成１７年度学生便覧 p.11 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

学科の構成と内容・目的が設置基準に適合している。また、技術に関連した幅広い分野にわた

る５学科と総合科学系（文科、理数科）から構成されており、創造力や工学の基礎力とともに

人間としての素養が涵養できるようになっている。 

 

 

観点２－１－②：専攻科が設置されている場合には専攻科の構成が，教育の目的を達成する上で

適切なものとなっているか。 

（観点にかかる状況） 準学士課程卒業者を受け入れる専攻科課程では、学則その他諸規則の

専攻科に関する第７章(資料２－１－②－１)に示すように、生産システム工学専攻と建築・情

報デザイン学専攻の２つの専攻で構成されている。 
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宮城工業高等専門学校 基準２ 

資料２－１－②－１ 学則（抜粋） 

  

出典：平成１７年度学生便覧 p.17 

 

本校の教育目的に照らし合わせて専攻科の教育目標を掲げ、それに基づき両専攻の教育

方針（資料２－１－②－２）を打ち出している。生産システム工学専攻では、その教育方針

に沿って、新機能材料を開発・理解し高度な生産システムを構築できる学生の養成ができ

るように機械工学科・電気工学科・材料工学科の３学科を基礎として実施体制を組織して

いる。一方、建築・情報デザイン学専攻では、感性を大切にし、人に優しい「もの」と

「空間」について情報処理手法を駆使して設計・表現ができ、産業のニーズに応える情報

処理システムの計画・構築ができる学生を養成できるように建築学科・情報デザイン学科

の２学科を基礎として実施体制を組織している。また、基礎・教養を担当する総合科学系

（文科、理数科）と応用・専門を担当する専門学科の双方が準学士課程、専攻科課程の両

方に関わっている（資料２－１－②－３）。 
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宮城工業高等専門学校 基準２ 

資料２－１－②－２ 

  

出典：学習の手引き(2005) p.AC3 
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宮城工業高等専門学校 基準２ 

資料２－１－②－３ 

  

出典：国立宮城高専概要(2005年) p.7 

 

   専攻科の教育目標の達成に向けて、本科の３年の一部を含み、４、５年と専攻科を包括

する「生産システムデザイン工学教育プログラム」(資料２－１－②－４)が組まれ、このこ

とによって両専攻の持つ教育資源がより有効に利用できるようになり、専攻科がより高度

の機能を発揮する仕組みになっている。 
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宮城工業高等専門学校 基準２ 

資料２－１－②－４ 

 

出典：平成17年度 学生便覧 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

本校専攻科は、学校教育法の規定に適合して設置されている。本校の教育目的に照らし合わせ、

教育目標が掲げられ、それに基づき教育方針が立てられている。その方針に沿って生産システム

工学専攻は機械・電気・材料工学科を基礎としており、また、建築・情報デザイン学専攻は建築

・情報デザイン学科を基礎としている。また、５つの専門学科と総合科学系（文科、理数科）

の教員が連携して教育に当たっており、教育目的に整合した構成・内容となっている。 

 

 

観点２－１－③： 全学的なセンター等を設置している場合には，それらが教育の目的を達成する

上で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況） 全学的なセンターとして、地域共同テクノセンター(資料２－１－③－１)、

電子計算機室(資料２－１－③－２)が設置されている。同センターは、本校と学外の企業・大学

等と共同研究等を通じて、「創造力と誇りをもって人類社会に貢献する技術者養成」の一翼を担

い、本校学生のインターンシップ、モノづくり教育などを行っており、本校の教育目的に沿って
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宮城工業高等専門学校 基準２ 

いる。 

  電子計算機室は、教育目標である「科学と工学の基礎と専門領域の技術開発力や国際的に通用

するコミュニケーション基礎能力」などを達成する上で不可欠である情報技術の育成を目指して

おり、教育目的、目標から鑑みて適切にセンターが設置されている。さらに、それらの利用は活

発に行われている。 

 

資料２－１－③－１    

   

宮城工業高等専門学校地域共同テクノセンター規則

平成１２年 ５月１０日規則第１６号
平成１６年 ４月 １日規則第９０号

（趣旨）
第１条 この規則は、宮城工業高等専門学校内部組織等規則第１２条の規則に基づき、地

域共同テクノセンター（以下「センター」という ）の組織及び運営に関し必要な事項。
を定めるものとする。
（目的）

第２条 センターは、産学官交流の拠点及び学内共同教育研究施設として、地域産業の振
興・活性化を助長し、地域の経済力向上に資することを目的とする。
（業務）

第３条 センターは、前条の目的を達成するため、次の業務を行う。
( ) 産官学交流に関すること。1
( ) 地域産業との技術相談に関すること。2
( ) 共同研究、受託研究及び受託試験の実施に関すること。3
( ) リフレッシュ教育及び公開講座の実施に関すること。4
( ) 講演会及び講習会の実施に関すること。5
( ) 学生の「ものづくり教育」の推進に関すること。6
( ) インターンシップの実施に伴う企業等の情報提供に関すること。7
( ) 広報の発行に関すること。8
( ) その他センターに関すること。9
（組織）

第４条 センターに、業務遂行のための組織として、次の部を置く。
( ) 企画広報部1
( ) 研究開発部2
（センター長）

、 （ 「 」 。） 、第５条 センターに 地域共同テクノセンター長 以下 センター長 という を置き
校長が任命する。

２ センター長は、センターの業務を掌理する。
３ センター長の任期は、２年とし、再任を妨げない。
４ センター長に欠員が生じたときは、これを補充し、その任期は前任者の残任期間とす

る。
（副センター長）

（ 「 」 。）第６条 センターに地域共同テクノセンター副センター長 以下 副センター長 という
を置き、センター長の推薦に基づき、校長が任命する。

２ 副センター長は、センター長を補佐し、センターの業務を整理する。
３ 副センター長の任期は、２年とし、再任を妨げない。
４ 副センター長に欠員が生じたときは、これを補充し、その任期は前任者の残任期間と

する。
（センター職員）

第７条 センターの業務を円滑に推進するため、次の職員をセンターに兼務（以下「セン
ター職員」という ）させる。。
( ) センターに研究員登録した教員1
( ) センターの業務を支援する技術職員及び事務職員2
( ) その他、センター長が必要と認めた者3

２ センター職員は、校長が任命する。
（運営委員会）

第８条 センターに、その組織及び運営に関する事項を審議するため、宮城工業高等専門
学校地域共同テクノセンター運営委員会（以下「委員会」という ）を置く。。

第９条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。
( ) センター長1
( ) 専攻科長2
( ) 各学科の主任3
( ) 総合科学系主任 １名4
( ) 教育研究技術支援室長5
( ) 副センター長6
( ) 庶務課長、会計課長及び学生課長7

２ 委員長は、センター長をもって充てる。
３ 委員長は、会務を掌理する。
４ 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員が、その職務を代行す

る。
５ 委員会は、必要に応じ、委員以外の者の出席を求め意見を聞くことができる。

   

（庶務）
第１０条 委員会に関する事務は、庶務課において処理する。

（その他）
、 、第１１条 この規則に定めるもののほか センターの組織及び運営に関する必要な事項は

別に定める。
附 則

１ この規則は、平成１２年５月１０日から施行する。
２ この規則の施行後最初に任命されるセンター長の任期は、第４条第３項の規定にかか

わらず、平成１４年３月３１日までとする。
附 則（平成１６年４月１日規則第９０号）

この規則は、平成１６年４月１日から施行する。

                     出典：宮城高専規則集 
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宮城工業高等専門学校 基準２ 

資料２－１－③－２ 

   

宮城工業高等専門学校電子計算機室規則○

昭和４７年 ４月 １日規則第 ５号
最終改正 平成１６年 ４月 １日規則第３１号

（総則）
第１条 この規則は、宮城工業高等専門学校内部組織等規則（昭和５５年規則第６

号）第１３条第６項の規定に基づき、宮城工業高等専門学校（以下「本校」とい
う ）の電子計算機室（以下「計算機室」という ）の運用等について定めるも。 。
のとする。
（業務）

第２条 計算機室においては、次の各号に掲げる業務を行う。
( ) 情報処理教育の実習1
( ) 情報処理教育に関する調査研究2
( ) 電子計算機の運転及び保守に関すること。3
( ) その他情報処理教育委員会（以下「委員会」という ）が必要と認めた事項4 。
（利用者の範囲）

第３条 計算機室を、利用することができる者は次の各号に掲げる者とする。
( ) 本校の教職員1
( ) 本校の学生で教科担当教員又は電子計算機室長（以下 室長 という ）が利2 「 」 。

用を承認した者
( ) その他室長が承認した者3
（利用の手続き）

第３条 計算機室の諸施設を利用又は計算を依頼しようとする者は、あらかじめ利
（ ） 、用申込書 別記様式 に所要事項を記入のうえ 室長に提出しなければならない

（機器の操作）
（ 。） 、第４条 機器 端末装置を除く を操作し得る者は 次の各号に掲げる者とする

( ) 本校の教職員で、委員会が電子計算機の使用について、十分な経験を有する1
と認めた者

( ) 本校の学生で前号に該当する教員の指導のもとで行うとき。2

。

。

                      出典：宮城高専規則集 

 

 

地域共同テクノセンター報１号（2002年）   地域共同テクノセンター報２号（2003年）      
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宮城工業高等専門学校 基準２ 

地域共同テクノセンター報３号（2004年）   地域共同テクノセンター報４号（2005年）      

    

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

全学的なセンターである地域共同テクノセンターと電子計算機室が、教育の目的を達成する上

で適切に設置されており、活発に利用されている。 

 

 

観点２－２－①： 教育課程全体を企画調整するための検討・運営体制及び教育課程を有効に展開

するための検討・運営体制が整備され，教育活動等に係る重要事項を審議するな

どの必要な活動を行っているか。 

（観点に係る状況） 本校の運営組織には、教員及び事務職員から構成される企画調整会議、運営

会議、教務委員会、専攻科委員会及び先進教育企画委員会などを設置している（資料２－２－

①－１）。各委員会は概略として以下のような役割を持っている。教務委員会及び専攻科委員会

は教育課程の編成及び実務等教務に関する事項を審議する（資料２－２－①－２）。学生委員

会は学生の厚生補導に、寮務委員会は寮生の厚生補導に関する事項をそれぞれ審議する。先進教

育企画委員会では教育に関する新しいシステム構築の企画に関する事項を審議する。このほか評

価・改善委員会では、自己点検評価、機関認証評価、授業評価アンケートを通して、教育課程の

実施上の課題や要望を整理・検討している。 
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宮城工業高等専門学校 基準２ 

 
資料２－２－①－１ 

 

出典：平成１７年４月一水会資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２－２－①－２ 

出典：宮城工業高等専門学校 規則集 p.232 
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宮城工業高等専門学校 基準２ 

  これらの委員会は、全学科の教員及び職員から構成され、校内の教職員に審議内容が周知され、

各学科会議等で検討される。その検討内容を受けて各委員会において審議された事項は、運営会

議で最終的に決定され、教員と係長相当以上の職員で構成される一水会で報告され、運営・調整

が行われている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

教育課程全体を企画調整運営・展開そして審議するための体制が整備されている。教務委員会、

先進教育企画委員会、評価・改善委員会などの組織や運営については学則に基づいて規則が定め

られており、必要な活動が行われている。 

 

 

観点２－２－②： 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，機能的に行われているか。 

（観点に係る状況） 本校の授業科目は各学科科目系統図にまとめられており、機械工学科と建築

学科の例を示す(資料２－２－②－１)。混合学級の科目や学年共通科目などにおいては、担当教

員による授業の打合せが行われている。各学科及び総合科学系の学科会議や科目担当者の打合せ

では、授業や試験の結果をもとに学生の理解度などを含めて内容や進度について調整を行ってい

る。例えば、数学担当教員団では定期的に会議を持ち、教員間の連携を図っている（資料２－２

－②－２）。また、全学年において実力テストを年2回、英語・数学・国語・物理・化学につい

て実施しており、全教員による採点、出題者による講評を一水会で行っている。非常勤講師との

意見交換会を毎年実施し、その内容を一水会で報告している。 
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宮城工業高等専門学校 基準２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２－２－②－１ 各学科科目系統図（抜粋） 

                                                      出典：学習の手引き (2005) 

 

 

 

 

 - 21 -



宮城工業高等専門学校 基準２ 

資料２－２－②－２ 平成17年度 第1回数学科会議メモ 

   

 

 

  また、一水会終了後に創造性教育検討会の主催で「授業実践・研修報告(FD報告会)」(資料２

－２－②－３)が実施されており、各教員の授業実践及び外部の事例（中学校の教育課程の現状、

高等学校の教育課程の現状及び企業における技術者のニーズ）を紹介することにより、教員の連

携のために役立てている。 
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宮城工業高等専門学校 基準２ 

資料２－２－②－３ 授業実践・研修報告 

 

 

                出典：平成１６年度創造性教育検討会報告書 p.1～2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、複数の学科の教員で担当する科目（「情報基礎」、「創造実習」）などは、授業内容

について詳細に検討がなされ、共同して実施されている(資料２－２－②－４～資料２－２－②

－５)。学生の海外研修においては、事前の語学及び研修の指導、現地への引率を総合科学系と

専門学科の教員が共同で行っている。 
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宮城工業高等専門学校 基準２ 

 
資料 ２－２－②－４ 

 

                   出典：学習の手引き(2005) p.G16 
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宮城工業高等専門学校 基準２ 

 
資料２－２－②－５ 

 

出典：創造実習 WG 打合せ会議議事録(平成 17 年度 第 2 回)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

各学科において、授業科目は系統図としてまとめられており、シラバスに則り授業が行われて

いる。各学科及び総合科学系の学科会議や科目担当者の打合せでは、授業や試験の結果をもとに

学生の理解度などを含めて内容や進度について検討・調整を行っている。また、「授業実践・研
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宮城工業高等専門学校 基準２ 

修報告(FD報告会)」は、教員の連携のために役立っている。 

このように学科会議や科目担当教員会議、FD報告会を通して、教員間の連携は機能的に行われ

ている。 

 

 

観点２－２－③： 教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能しているか。 

（観点に係る状況） 新任の教職員に対して本校の概要や職務上の留意点などを説明するオリエン

テーションを実施し、円滑な業務が行えるよう支援している。各学級に学級担任が配置されてお

り、成績状況や学生生活に関する学生からの相談への対処等を行っている。１年次、２年次にお

いては、混合学級制がとられ、創造実習などを通して、学科の枠を超えた学生の交流と共通的な

工学の基礎教育が行われており、学年副担任、学科顧問、学級担当主任が配置されている。また、

３年次以上においては、学科会議等を通して、教員が行う教育活動の支援を図る体制が整えられ

ており、機能している(資料２－２－③－１)。 

事務部では、学生課を主体として教員への教育活動支援が行われている。教務係は進学指導の

資料収集・教務手続きや単位取得の指導など、学生係は、進路指導の資料収集・課外活動など、

寮務係は寮生への支援活動を行っており、学校のホームページ上で求人票などの情報が公開され

ている(資料２－２－③－２、資料２－２－③－３)。 

また、実習・演習を支援する技術職員で組織する教育研究技術支援室を設置しており、教員

（教授）が室長を務めている。特に実験等が取り入れられている授業科目（化学、工作実習、電

気工学実験、測量、材料工学実験、プログラミング演習など）では、教員の授業の支援を活発に

行っている(資料２－２－③－４)。 

 
資料２－２－③－１ 

出典:平成１７年２月一資料 
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宮城工業高等専門学校 基準２ 

 資料２－２－③－２ 

出典:平成１７年度学生便覧 p.9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２－２－③－３ 宮城高専事務部学生課ホームページ 

求人票ホームページ 

キーワード検索のページへ  

 

[新着順] 549 件登録されています。1 件目から 10 件を表示しています。 

求人票を見るときは左端の番号をクリックしてください。 

各企業のホームページを見るときは企業名をクリックしてください。 

特定の情報が塗りつぶされているように見える求人票があります。これは、スキャナーで取り込んだ際に見えなくなって

しまった可能性があるので、担任、または学生係にある原本を確認してください。(2005.06.16) 

No. 企業名 所在地 募集学科 職種 

44

3
ダイキエンジニアリング 愛知県豊田市 - - 

36

3
SRA東北

宮城県仙台市

青葉区 
- システムエンジニア 

32

5
日本IBM 東京都港区 

機械 電気

情報 
カストマー・サービス・エンジニア 

55

0

横河フィールドエンジニ

アリングサービス

東京都武蔵野

市 
電気 情報 電気設計工事 カスタマーエンジニア 

51

8

沖電気カスタマアドテッ

ク
東京都江東区 - システムエンジニア カスタマエンジニア 

54

9
住友不動産 東京都新宿区 

電気 建築

情報 
- 

42

5
カヤバ工業 東京都港区 

機械 電気

情報 
生産技術 品質保証 実験 設計 

33

4
半導体エネルギー研究所

神奈川県厚木

市 
- 

技術開発 回路設計 信頼性評価 不良解析 装置制御

技術 システムエンジニア プログラマー 

10

0

日立エンジニアリングサ

ービス
茨城県日立市 機械 電気 - 

36 デンソーテクノ
愛媛県名古屋

市中村区 
- - 

 次の 10 件

 
出典：事務部学生課ホームページ
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http://poisson.miyagi-ct.ac.jp/kyujin/keyword.php
http://poisson.miyagi-ct.ac.jp/kyujin/pdf/443-1.pdf
http://poisson.miyagi-ct.ac.jp/kyujin/pdf/443-1.pdf
http://www1.ocn.ne.jp/%7Edaikieng/
http://poisson.miyagi-ct.ac.jp/kyujin/pdf/363-1.pdf
http://poisson.miyagi-ct.ac.jp/kyujin/pdf/363-1.pdf
http://www.sra-tohoku.co.jp/
http://poisson.miyagi-ct.ac.jp/kyujin/pdf/325-2.pdf
http://www.ibm.com/
http://poisson.miyagi-ct.ac.jp/kyujin/pdf/550.pdf
http://poisson.miyagi-ct.ac.jp/kyujin/pdf/550.pdf
http://www.yokogawa.com/
http://www.yokogawa.com/
http://poisson.miyagi-ct.ac.jp/kyujin/pdf/518.pdf
http://www.oca.co.jp/
http://www.oca.co.jp/
http://poisson.miyagi-ct.ac.jp/kyujin/pdf/549.pdf
http://poisson.miyagi-ct.ac.jp/kyujin/pdf/549.pdf
http://www.sumitomo-rd.co.jp/
http://poisson.miyagi-ct.ac.jp/kyujin/pdf/425-1.pdf
http://www.kyb.co.jp/
http://poisson.miyagi-ct.ac.jp/kyujin/pdf/334-2.pdf
http://poisson.miyagi-ct.ac.jp/kyujin/pdf/334-2.pdf
http://system.sel.co.jp/
http://poisson.miyagi-ct.ac.jp/kyujin/pdf/100-1.pdf
http://www.hesco.co.jp/
http://www.hesco.co.jp/
http://poisson.miyagi-ct.ac.jp/kyujin/pdf/036-1.pdf
http://www.densotechno.co.jp/
http://poisson.miyagi-ct.ac.jp/kyujin/index.php?sql=select+%2A+from+kyujin_table+&allrows=549&offset=10


宮城工業高等専門学校 基準２ 

 
資料２－２－③－４ 教育研究技術支援室 第一技術班資料 

 

 出典：平成１７年度 教育研究技術支援室第一技術班 資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

各学科が学科会議等を通じて、学級担任や学科顧問等との連携により教育活動が円滑に実施さ

れている。事務組織において、資料収集や学生への情報提供等、進路指導や進学指導に対する支

援体制が整えられており、校内LANを利用した情報提供も行われている。技術職員は、演習・実

習科目において大きな役割を持ち、教員の教育活動を効果的に支援している。 
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宮城工業高等専門学校 基準２ 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

準学士課程及び専攻科の構成は学校教育法の規定に適合しており、全学年を通じた５科目の実

力テストの実施や学生の海外研修などを通じて、５つの専門学科と総合科学系の教員が連携して

教育に当たっている。 

全学的なセンターである地域共同テクノセンターは、インターンシップ、モノづくり教育など

に活発に利用されている。 

   １年次、２年次においては混合学級制がとられており、学年副担任、学科顧問、学級担当主任

が配置され、創造実習などを通して、学科の枠を超えた学生の交流と共通的な工学の基礎教育が

行われている。また、３年次以上においては、学科会議等を通して、教員が行う教育活動の支援

を図る体制が整えられており、機能している。事務組織においては、資料収集や学生への情報提

供等、進路指導や進学指導に対する支援体制が整えられており、校内LANを利用した情報提供も

行われている。技術職員は、演習・実習科目において大きな役割を持ち、教員の教育活動を効果

的に支援している。 

 

（改善を要する点）  

   該当なし 

 

 

（３）基準２の自己評価の概要 

準学士課程の教育組織は、機械工学科、電気工学科、材料工学科、建築学科及び情報デザイン学

科の５学科並びに総合科学系（文科・理数科）で構成されており、その構成と内容・目的が設置基

準に適合している。また、技術に関連した幅広い分野にわたっており、創造力や工学の基礎力が養

成できるようになっている。 

専攻科は、生産システム工学専攻及び建築・情報デザイン学専攻の２専攻で構成されており、学

校教育法の規定に適合して設置されている。生産システム工学専攻は機械・電気・材料工学科を基

礎としており、また、建築・情報デザイン学専攻は建築・情報デザイン学科を基礎としている。ま

た、５つの専門学科と総合科学系の教員が連携して教育に当たっており、教育目的に整合した構成

・内容となっている。 

全学的なセンター等として地域共同テクノセンターと電子計算機室が設置され、活発に利用され

ている。地域共同センターは、本校と企業・大学等との共同研究等を通じて、「創造力と誇りをも

って人類社会に貢献する技術者養成」の一翼を担い、本校学生のインターンシップ、モノづくり教

育などを行っている。電子計算機室は、「科学と工学の基礎と専門領域の技術開発力や国際的に通

用するコミュニケーション基礎能力」などを達成する上で不可欠である情報技術の育成を目指して

いる。 

  本校の運営組織には、教員及び事務職員から構成される企画調整会議、運営会議、教務委員会、

専攻科委員会及び先進教育企画委員会などを設置しており、教育課程全体について企画調整・運営

・展開・審議するなど、必要な活動が行われている。 

教員間の連携については、授業科目は系統図としてまとめられており、総合科学系と各学科の教

員が共同で担当する科目も設定されている。各学科及び総合科学系の学科会議や科目担当者の打合
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せで、授業や試験の結果をもとに学生の理解度などを含めて内容や進度について検討・調整を行っ

ている。また、学生の海外研修においては事前指導・現地引率の際に教員間の協力がなされている。

これらは、一水会及び「授業実践・研修報告(FD報告会)」により報告されている。 

１年次、２年次においては、混合学級制がとられており、創造実習などを通して、学科の枠を超

えた学生の交流と共通的な工学の基礎教育が行われている。各学級に学級担任が配置されており、

成績状況や学生生活に関する学生からの相談への対処等を行っており、学年副担任、学科顧問、学

級担当主任を配置し、担任を支援している。３年次以上においては、学科会議等を通して、教員が

行う教育活動の支援を図る体制が整えられており、機能している。 

事務部では、学生課を主体として教員への教育活動支援が行われている。教務係は進学指導の資

料収集・教務手続きや単位取得の指導など、学生係は、進路指導の資料収集・課外活動など、寮務

係は寮生への支援活動を行っており、学校のＨＰ上で求人票などの情報が公開されている。 

また、本校は実習・演習を支援する技術職員で組織する教育研究技術支援室を設置しており、教

員（教授）が室長を務めている。特に実験・実習等の科目では、教員の授業の支援を活発に行って

いる。 
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基準３ 教員及び教育支援者 

（１）観点ごとの分析 

観点３－１－①： 教育の目的を達するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されているか。 

（観点にかかる状況） 教育の目的、特に「自らに厳しく、しかも人間性豊かな技術者の養成」を達成するた

めに一般科目（総合科学系文科・理数科）教員が、資料３－１－①－１、資料３－１－①－２のとおりに配

置されている。また、一般科目の非常勤講師は、資料３－１－①－３のとおりであり、教育課程を遂行する

ために必要かつ、適任の教員を配置し行われている。なお、各教員の授業科目の分担については授業時間割

表（資料３－１－①－４）に示すとおり限られた教員数で可能な限り担当し、本科低学年では、人間教育に

留意して教育を行っている。 

 

 

資料３－１－①－１ 

教　授 助教授 講　師 助　手 計

  国　　語 1 2 3
　倫理･社会 1 1

一 社 　歴　史 1 1
会 　地　理

　法学･経済 1 1
般 保芸 　保健体育 1 2 3

体術 　芸　　術

　英　　語 2 4 6
科 　第二外国語

　数　　学 2 3 5
　物　　理 1 1

目 　化　　学 1 1 2
1 1 2
1 1

1 1

11 16 0 0 27

　応 用 物 理

　応 用 数 学

科目別教員配置状況

区　　　　　　　分

合　　　　　　計

平成１７年５月１日現在　

　情 報 処 理

外
国
語

自
然
科
学

 

出典：庶務課資料 
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資料３－１－①－２ 

平成１７年５月１日現在　

所属学科 職　名 氏　　　名 専　　門　　分　　野

総合科学系理数科 教　授 石　山　純　一 有機化学

〃 〃 生　田　信　之 材料物性

〃 〃 佐　藤　建太郎 放射線物理学

〃 〃 鈴　木　勝　彦 固体物理、薄膜物性応用工学

〃 〃 高　村　　　潔 数学

〃 〃 松　浦　　　眞 材料工学

〃 助教授 遠　藤　智　明 コンピュータケミストリ、有機化学

〃 〃 今　野　一　弥 希土類-3d遷移金属間化合物の磁性

〃 〃 谷　垣　美　保 数学

〃 〃 徳　能　　　康 数学、代数学、整数論

総合科学系文科 教　授 平　間　哲　雄 保健体育

〃 〃 飯　田　清　志 アメリカ文学、アメリカ文化、比較文化

〃 〃 鯨　井　千佐登 日本史

〃 〃 千　葉　正　昭 日本近代文学

〃 〃 千　葉　元　信 英文学

〃 助教授 空　井　伸　一 日本近世文学

〃 〃 岡　崎　久美子 英語学

〃 〃 甲　斐　エイ子 経済学

〃 〃 菅　野　洋　行 英語学、英文学

〃 〃 佐　藤　和　彦 言語学

〃 〃 佐　藤　安　功 教育哲学

〃 〃 宍　戸　隆　之 体育教育、バイオメカニクス

〃 〃 柴　田　尚　都 体育方法学、スポーツ運動学

〃 〃 武　田　　　淳 英語教育

〃 〃 千　葉　幸一郎 国文学

教員の専門分野一覧

 

出典：庶務課資料 
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資料３－１－①－３ 

　　　　　　　　　　 平成１７年度　　非常勤講師・担当授業時間数等一覧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成17年 2月23日　教務委員会

新規･　
 必修  学科・学年  週当たり  年間 　　 本　　　　　務 世話役

継続の別 前･後期  担当
学科 　氏　　　　名  担当授業科目  選択  担当授業  授業 教  官

通年の別  時数
新規 継続  の別  学　科 学年  時間数  　　勤     務    先   職　　名 (本校)

○ 米　竹　克　郎 国語表現 必修 M,E,D 3 通年 3 90 尚絅女学院短期大学 非常勤講師 千葉正
○ 佐　藤　　　恵 英語表現 必修 1,2 2 通年 4 120 宮城県第三女子高等学校 非常勤講師 菅野

 総 ○ 　　　〃 英語講読 必修 1,2 1 通年 4 120 　　　　　〃 　　〃 菅野
 合 ○ 田　村　蒸　治 総合英語 必修 A,S 3 通年 4 120 東北文化学園専門学校 非常勤講師 飯田
 科 ○ 　　　〃 外国語Ⅰ 選択 全 4 通年 2 60 　　　　　〃 　　〃 飯田
 学 ○ 　　　〃 外国語Ⅰ 選択 全 5 通年 2 60 　　　　　〃 　　〃 飯田

 系 ○ 庄　司　雅　夫 保健体育 必修 通年 7 210 元 大河原商業高等学校 教諭 平間
 文 ○ 樋　口　晟　子 社会学A/B 選択 全 5 通年 2 60 元　東北福祉大学 教授 鯨井
 科 ○ 山　下　節　子 地理 必修 全 1 通年 10 300 元　尚志学園福島高等予備校 講師 鯨井

○ 安　住　健　治 国語表現 必修 A,S 3 通年 2 60 元 宮城県名取高等学校 校長 千葉正
○ 仙　石　　　桂 芸術論A/B 選択 全 4 通年 2 60 鯨井
○ ﾛﾊﾞｰﾄ・ﾚﾝﾃﾞｨﾁ 英語表現 必修 全 2 通年 5 150 千葉元
○ 伊　勢　英　明 日本文学Ａ 選択 全 4 前期 2 30 仙台電波工業高等専門学校 助教授 千葉正

　  小     計 1440

○ 白　畑　　　洋 応用数学 必修 Ａ 4 通年 2 60 東北大学工学部 助手 佐藤建

○       〃 応用数学Ⅰ 必修 Ｓ 4 通年 2 60 　　　〃 　〃 佐藤建
○ 大　泉　智　壽 代数幾何 必修 3 2 通年 2 60 元 宮城工業高等専門学校 教授 生田
○ 　　　〃 応用数学 必修 Ｅ 4 通年 2 60 　　　　　〃 　〃 生田

 総 ○ 安　藤　二　郎 応用数学Ⅱ 選択 Ｓ 4 通年 2 60 東北工業大学工学部 助教授 佐藤建
 合 ○ 千　葉　芳　明 応用物理 選択 Ｅ 4 通年 2 60 宮城教育大学 教授 松浦
 科 ○ 志　摩　茂　郎 物理 必修 5 1 通年 2 60 元 仙台第三高等学校 教頭 鈴木勝
 学 ○ 　　　〃 物理 必修 5 2 通年 3 90 　　　　〃 　〃 鈴木勝
 系 ○ 井　海　寿　俊 代数幾何 必修 4,5 2 通年 4 120 東北大学大学院研究生 徳能
 理 ○ 佐　藤　　　茂 生物学 選択 全 5 通年 2 60 東北大学大学院農学研究科 助教授 鈴木勝
 数 ○ 澁　谷　　　修 地球科学 選択 全 5 通年 2 60 元 宮城県立山元養護学校 校長 鈴木勝
 科 ○ 瀬　戸　正　弘 応用数学演習 選択 Ｍ 4 通年 2 60 東北工業大学工学部 教授 佐藤建

○ 山　田　哲　義 応用数学 選択 Ｍ 4 通年 2 60 元 宮城工業高等専門学校 教授 生田
　  小     計 870

 日 ○ 小　島　判　子 日本語 必修 留学生 3･4 通年 6 180 佐藤安
 本 ○ 島　田　幸　子 日本語 必修 留学生 3･4 通年 7 210 佐藤安
 語
 教
 育 　  小     計 390
　　（注）年間授業日数を、３０週として計算。

2年全,4年M

 

                                     出典：教務委員会資料 
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資料３－１－①－４ 

 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

一
組

菅
野

地理
・山下

英語講読
武田（淳）

国語
千葉（正）

基礎
数学Ａ
徳能

保健体育
平間

物理
鈴木（勝）

物理
鈴木（勝）

保健体育
柴田（尚）

英語表現
菅野

地理
・山下

国語
千葉（正）

英語講読
・佐藤
（恵）

基礎
数学Ａ
徳能

国語
千葉（正）

基礎
数学Ｂ

佐藤（次）

英語講読
・佐藤
（恵）

保健体育
宍戸

英語表現
菅野

特別活動
菅野

二
組

柴
田
尚

英語講読
武田（淳）

地理
・山下

物理
鈴木（勝）

基礎
数学Ａ

佐藤（建）

英語表現
菅野

国語
千葉（正）

地理
・山下

保健体育
平間

保健体育
柴田（尚）

物理
鈴木（勝）

基礎
数学Ａ

佐藤（建）

英語表現
菅野

英語講読
・佐藤
（恵）

国語
千葉（正）

国語
千葉（正）

保健体育
宍戸

英語講読
・佐藤
（恵）

基礎
数学Ｂ
谷垣

特別活動
柴田（尚）

三
組

今
野

国語
千葉（正）

物理
鈴木（勝）

基礎
数学Ａ
谷垣

地理
・山下

保健体育
平間

英語表現
菅野

地理
・山下

英語講読
岡・

基礎
数学Ａ
谷垣

保健体育
柴田（尚）

国語
千葉（正）

英語講読
パク

基礎
数学Ｂ
今野

物理
鈴木（勝）

英語講読
岡・

英語表現
菅野

国語
千葉（正）

保健体育
宍戸

特別活動
今野

四
組

岡
・

地理
・山下

基礎
数学Ａ
生田

国語
千葉（幸）

物理
野本

基礎
数学Ｂ
今野

保健体育
平間

英語講読
岡・

物理
野本

地理
・山下

国語
千葉（幸）

保健体育
柴田（尚）

英語講読
岡・

英語表現
千葉（元）

基礎
数学Ａ
生田

国語
千葉（幸）

英語講読
パク

保健体育
宍戸

英語表現
千葉（元）

特別活動
岡・

五
組

宍
戸

英語表現
千葉（元）

保健体育
平間

基礎
数学Ａ
生田

地理
・山下

英語表現
千葉（元）

地理
・山下

物理
・志摩

保健体育
柴田（尚）

国語
千葉（幸）

基礎
数学Ａ
生田

英語講読
岡・

基礎
数学Ｂ
谷垣

英語講読
パク

国語
千葉（幸）

物理
・志摩

国語
千葉（幸）

英語講読
岡・

保健体育
宍戸

特別活動
宍戸

一
組

佐
藤
次

保健体育
柴田（尚）

英語表現
・レン
ディチ

物理
鈴木（勝）

微積分
佐藤（次）

世界史
鯨井

・機械
工作法
大久

倫理
佐藤（安）

保健体育
・庄司
（雅）

英語講読
飯田

英語表現
・佐藤
（恵）

英語表現
・佐藤
（恵）

英語講読
飯田

世界史
鯨井

微積分
佐藤（次）

特別活動
佐藤（次）

二
組

千
葉
幸

微積分
高村

英語表現
・レン
ディチ

代数幾何
佐藤（次）

保健体育
柴田（尚）

世界史
鯨井

・数学演習
中村・佐々
木（典）・唐

澤

世界史
鯨井

微積分
高村

代数幾何
佐藤（次）

倫理
佐藤（安）

保健体育
・庄司
（雅）

物理
野本

英語表現
・佐藤
（恵）

英語講読
飯田

英語講読
飯田

英語表現
・佐藤
（恵）

特別活動
千葉（幸）

三
組

徳
能

微積分
徳能

保健体育
柴田（尚）

英語表現
・レン
ディチ

英語表現
佐藤（和）

世界史
鯨井

倫理
佐藤（安）

微積分
徳能

・
数学演習

周

英語講読
武田（淳）

微積分
徳能

英語表現
佐藤（和）

保健体育
・庄司
（雅）

世界史
鯨井

英語講読
武田（淳）

物理
松浦

微積分
徳能

特別活動
徳能

四
組

松
浦

英語表現
・レン
ディチ

保健体育
柴田（尚）

微積分
佐藤（建）

英語講読
武田（淳）

世界史
鯨井

微積分
佐藤（建）

英語表現
佐藤（和）

倫理
佐藤（安）

保健体育
・庄司
（雅）

英語表現
佐藤（和）

世界史
鯨井

基礎電気
Ⅱ

鈴木（吉）

・数学
演習

熊谷（晃）
・浅田

英語講読
武田（淳）

物理
松浦

特別活動
松浦

五
組

佐
藤
和

英語表現
佐藤（和）

倫理
佐藤（安）

保健体育
柴田（尚）

英語表現
・レン
ディチ

英語講読
武田（淳）

世界史
鯨井

英語講読
武田（淳）

コンピュ
ータ概論

北島

微積分
高村

物理
・志摩

保健体育
・庄司
（雅）

英語表現
佐藤（和）

微積分
高村

世界史
鯨井

特別活動
佐藤（和）

機
械

佐
藤
一

課題学習
（専門）／
特別学修

Ａ・Ｂ

設計製図
折田

・機械
工作法
大久

保健体育
宍戸

国語表現
・米竹

微積分
生田

保健体育
平間

微積分
生田

特別活動
佐藤（一）

電
気

古
瀬

課題学習
（専門）／
特別学修

Ａ・Ｂ

・電子
回路
唐澤

・電気工学演
習

佐藤（隆）・
佐々木（悊）・

野角

保健体育
宍戸

・電子
回路
唐澤

　
微積分
高村

国語表現
・米竹

微積分
高村

保健体育
平間

特別活動
古瀬

建
築

周
建築

構造学Ⅰ
澁谷

課題学習
（専門）／
特別学修

Ａ・Ｂ

建築学特
別研修Ⅰ

周

保健体育
宍戸

建築プレ
ゼンテー

ション
飯藤

建築構造
力学Ⅰ
笠松

　
微積分
徳能

国語表現
・安住

保健体育
平間

微積分
徳能

特別活動
周

材
料

佐
藤
友

課題学習
（専門）／
特別学修

Ａ・Ｂ

工業
化学Ⅰ
北川

・電気
回路

熊谷（晃）

・材料
組織学Ⅱ

田口

・材料工
学演習

佐藤（友）

微積分
今野

保健体育
宍戸

国語表現
・安住

微積分
今野

電子
物性Ⅰ
浅田

保健体育
平間

特別活動
佐藤（友）

情
報

片
山

微積分
佐藤（建）

保健体育
宍戸

国語表現
・米竹

課題学習
（専門）／
特別学修

Ａ・Ｂ

微積分
佐藤（建）

保健体育
平間

特別活動
片山

３年日本語
・小島

機
械

石
川

・総合
セミナー

全機械・野
本・生田

流体工学
松谷

・流体
工学演習

松谷

・総合
セミナー

全機械・野
本・生田

課題学習
（専門）／

特別学修Ⅱ

電
気

佐
々
木
悊

・電気電子
工学演習
豊岡・唐澤

卒業研究
全電気・鈴
木（勝）・佐

藤（次）

課題学習
（専門）／

特別学修Ⅱ

卒業研究
全電気・鈴
木（勝）・佐

藤（次）

建
築

本
間

建築
特別研修

本間

課題学習
（専門）／

特別学修Ⅱ

材
料

熊
谷
晃

・材料
工学演習Ⅱ
熊谷（晃）

・高分子
材料Ⅰ
北川

課題学習
（専門）／

特別学修Ⅱ

・電気・
電子回路Ⅱ
熊谷（晃）

・構成
材料Ⅱ
田口

情
報

花
熊

課題学習
（専門）／

特別学修Ⅱ

機
械

折
田

流体工学
松谷

・流体
工学演習

松谷

・工業
英語

松谷・佐藤
（一）・越智

電
気

佐
藤
隆

・電気法規
施設管理

佐々木（典）

卒業研究
全電気・鈴木
（勝）・佐藤

（次）

建
築

小
林

材
料

田
口

・材料
セミナー

田口

情
報

西
村

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

注：・は選択科目、無印はすべて必修科目である。・は非常勤講師である。・は放送大学の科目である。
５年生の「特別学修Ⅱ」は、夏期及び冬期に集中講義を行う。

３年日本語・小島 ３年日本語・島田

応用物理Ⅰ
松浦

プログラミング
演習Ⅰ
北島

人間工学
片山

特別研究特別研究 特別研究
・画像処理工学

本郷

・オペレーティング
システム
遠藤（昇）

・専攻実習
本間

特別研究
・環境システム
シミュレーション

内海

・固相加工学
池田

・専攻実習
吉田

・システム
ダイナミクス制御

伊藤（昌）
・英語Ⅱ

千葉（元）・
・プシュパラール・

パク

・システム要素学
庄司

特別研究

特別研究
・人工知能特論

花熊
・建築史特論

・飯淵

・数値処理
佐藤（次）

・データ解析学
西村

・材料システム学
丹野（顯）

・流れ学
松谷

・応用信号処理論
本郷

・バリアフリー
デザイン

本間

工学実験
全機械

卒業研究
全建築

・材料組織学Ⅲ
吉田

・機能材料Ⅱ
浅田

・設計製図
・山本

電気工学実験
佐藤（隆）・野角・豊岡・唐澤・

佐々木（悊）・中村・古瀬

・健康学Ａ
平間

／・哲学Ａ
佐藤（安）

／・日本史学Ａ
鯨井

／・経済学Ａ
甲斐

／・社会学Ａ
・樋口

卒業研究
全デザイン・
武田（淳）

卒業研究
全材料・松浦・石山・
生田・鈴木（勝）・今野

卒業研究
全電気・鈴木（勝）・

佐藤（次）

・材料化学Ⅱ
北川

卒業研究
全デザイン・
武田（淳）

４年日本語・島田４年日本語・小島

文献講読
全デザイン

人間工学
片山

・感性工学
・梨原

ディジタル信号処理
本郷・西村

・材料組織学Ⅱ
吉田

・応用数学Ⅱ
・安藤

化学
遠藤（智）

材料力学
丹野（顯）

・電子物性Ⅱ
鈴木（吉）

国語
千葉（幸）

政治経済
甲斐

日本建築史
熊谷（広）・[本間]

総合英語
・田村

・材料力学Ⅱ
池田

造形基礎
永山・畠山

総合英語
・田村

熱力学
折田

卒業研究
全建築

代数幾何
・井海

卒業研究
全機械・野本・生田

・電力工学
・株木

コンピュータ
アーキテクチャ

遠藤（昇）

政治経済
甲斐

微積分
生田

プログラミング
入門Ⅱ
片山

設計製図Ⅰ
熊谷（進）・[吉田]

物理
野本

電磁気学
佐々木（悊）

プロダクトデザイン
永山

情報処理Ⅰ
佐藤（次）・熊谷（進）

デザイン基礎
永山・畠山

建築環境工学Ⅰ
内海

建築設計製図Ⅱ
笠松・周

４年日本語・島田

保健体育
・庄司（雅）

・外国語Ⅰ
武田（淳）・岡崎・
千葉（元）・パク

・・田村
／・外国語Ⅱ

佐藤（安）
・材料強度学

吉田

応用数学
・大泉

・計算機演習
佐藤（一）

・メカトロニクス
伊藤（昌）

応用物理
櫻井

保健体育
柴田（尚）

建築構造学Ⅰ
澁谷

情報基礎
内海・伊藤（憲）

情報基礎
佐藤（次）・熊谷（晃）

・電気計測
古瀬

・粉体加工学
・陳

・シミュレーション
工学

北川・佐藤（一）

信号処理演習
本郷

総合英語
岡・

応用数学
西村

総合英語
パク

・電子工学
佐藤（隆）

特別研究

専攻実験
澁谷・伊藤（憲）・笠松・飯藤・周

・伝熱論
折田・石川

特別研究

特別研究

専攻演習
飯藤

特別研究
・システム
制御工学

中村

・材料工学演習Ⅲ
田口

卒業研究
全材料・松浦・石山・
生田・鈴木（勝）・今野

・材料加工学
・池田（圭）

火

・プログラミング
演習Ⅲ
北島

・環境工学
・長谷川（信）

・内海

水 木

・機械力学演習
庄司

卒業研究
全機械・野本・生田

卒業研究
全機械・野本・生田

建築設計製図
・御供・本間

・通信工学
豊岡・野角

・測量
・荒木（義）・飯藤

・線形代数学
高村・徳能

・芸術とデザイン
・野口

・・素材と機能
鈴木（勝）

ＣＧ演習
畠山・永山

電気工学実験
佐藤（隆）・野角・豊岡・唐澤・

佐々木（悊）・中村・古瀬

・建築施工
・庄司（亀）

・生物学
・佐藤（茂）

／・地球科学
・渋谷（修）

文献講読
全デザイン

・情報デザイン
セミナー

全デザイン

建築構造学Ⅰ
笠松

設計製図
折田

国語
空井

総合英語
岡・

建築設計製図Ⅲ
本間・伊藤（憲）・

・佐藤（忠）

総合英語
佐藤（和）

電気工学実験
野角・唐澤

・応用物理
今野

微積分
高村

・建築史
熊谷（広）・[本間]

建築設計製図Ⅰ
飯藤・笠松

微積分
佐藤（次）

工作実習
赤澤・大久

基礎数学Ｂ
今野

基礎数学Ｂ
谷垣

第
　
一
　
学
　
年

第
　
二
　
学
　
年

第
　
三
　
学
　
年

日本語

第
　
五
　
学
　
年

・計画科学演習
本間

・建築構造演習
飯藤

・セラミックス材料
佐藤（友）

建
築
情
報

デ
ザ
イ
ン

学
専
攻

月

・・素材と機能
鈴木（勝）

地球環境と都市
内海

卒業研究
全デザイン・武田（淳）

・光材料学
鈴木（吉）

特別研究

生
産
シ
ス

テ
ム
工
学

専
攻

専
攻
科
二
年

・応用数学演習
・瀬戸

工業力学
佐藤（友）

総合英語
千葉（元）

専
攻
科
一
年

第
　
四
　
学
　
年

建
築
情
報

デ
ザ
イ
ン

学
専
攻

生
産
シ
ス

テ
ム
工
学

専
攻

画像処理
本郷

一
　
　
斉
　
　
清
　
　
掃

国語
千葉（正）

・機構学
庄司

建築設計製図Ⅲ
本間・伊藤（憲）・

・佐藤（忠）

・情報処理
佐藤（喜）・佐藤（隆）

政治経済
甲斐

国語
空井

応用物理Ⅰ
櫻井

国語
空井

・情報処理Ⅱ
熊谷（晃）

微積分
高村

課
題
学
習

（
物
理
・
国
語

）
／
特
別
学
修
Ａ
・
Ｂ

造形表現演習
畠山・永山

・工業力学
石川

総合英語
菅野

課
題
学
習

（
数
学

）
／
特
別
学
修
Ａ
・
Ｂ

建築材料学Ⅰ
周

情報数学Ⅰ
西村

電気回路Ⅰ
佐藤（隆）

物理
・志摩

国語
空井

・応用物理
佐々木（典）・鈴木

（勝）・桜庭・中村・佐藤
（隆）

宮城工業高等専門学校
金

化学
遠藤（智）

基礎数学Ｂ
今野

基礎数学Ａ
佐藤（建）

基礎数学Ａ
谷垣

木

情報基礎
古瀬・佐藤（喜）

電気工学入門
桜庭・佐々木（典）

基礎材料科学
池田・熊谷（晃）・

佐藤（友）

一
　
　
斉
　
　
清
　
　
掃

・情報処理
古瀬・佐藤（喜）

国語
千葉（幸）

情報基礎
片山・遠藤（昇）

一
　
　
斉
　
　
清
　
　
掃

設計製図
大久

化学
遠藤（智）

建築構造概論
伊藤（憲）・笠松

平 成 １７ 年 度　   授 業 時 間 割 表 （前 期）

課
題
学
習

（
専
門

）
／
特
別
学
修
Ａ
・
Ｂ

設計製図
赤澤

化学
石山

情報デザイン概論
全デザイン

基礎数学Ａ
徳能

化学
石山

月 火 水

課
題
学
習

（
物
理

）
／
特
別
学
修
Ａ
・
Ｂ

情報基礎
石川・佐藤（一）

基礎数学Ｂ
谷垣

課
題
学
習

（
英
語

）
／
特
別
学
修
Ａ
・
Ｂ

課
題
学
習

（
数
学

）
／
特
別
学
修
Ａ
・
Ｂ

基礎数学Ｂ
佐藤（次）

工作実習
庄司・松谷・越智

微積分
徳能

機械工作実習
吉田・北川

・機械設計演習
丹野（顯）・越智

建築計画Ａ
本間

総合英語
菅野

政治経済
甲斐

国語
空井

化学
遠藤（智）

電気回路Ⅰ
桜庭

国語
空井

・ディジタル回路
野角

・電気計測
古瀬

情報処理
佐藤（一）・伊藤（昌）

材料力学
丹野（顯）

物理
松浦

化学
石山

・システム工学Ⅱ
花熊

建築特別研修
小林

情報数学
櫻井

設計製図
石川

微積分
佐藤（建）

視覚情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ
・荒木（逸）

微積分
今野

応用数学
・山田

・機械工学概論
赤澤

・化学工学概論
・青木（秀）

・計算機工学
佐藤（隆）

建築構造力学Ⅰ
澁谷

応用数学Ⅰ
・白畑

・生産・システム
工学
・元木

計算機工学
遠藤（昇）

卒業研究
全材料・松浦・石山・生田・

鈴木（勝）・今野

卒業研究
全建築

応用数学
中村

基礎製図
・山本

・自動制御演習
伊藤（昌）

卒業研究
全機械・野本・生田

プログラミング
演習Ⅱ
北島

保健体育
宍戸

・応用数学
・白畑

材料工学実験Ⅱ
吉田・北川・浅田・熊谷（進）

コンピュータ
グラフィクス

本郷

卒業研究
全電気・鈴木（勝）・佐藤（次）

卒業研究
全建築

情報デザイン実験
全デザイン

建築プレゼン
テーションⅠ
澁谷・小林

工学実験
全機械

・真空電子工学
佐々木（悊）

・プロダクトデザイン
・渡辺

／・特別講義
・木村

・建築プレゼン
テーションⅡ
・佐藤（忠）

・外国語Ⅰ
飯田・菅野
佐藤（和）・
・田村・パク

／・外国語Ⅱ
佐藤(安)

アルゴリズムと
データ構造

北島

応用物理
松浦

・電気電子工学
特別演習
全電気

人工知能
花熊

・熱工学
・中田

文献講読
全デザイン

材料工学実験
池田・田口・鈴木（吉）・佐藤（友）・

熊谷（進）・柴田（公）

電気工学実験
唐澤・豊岡・佐々木（典）・野角

政治経済
甲斐

電磁気学
豊岡

設計製図
丹野（顯）

・計画科学演習
本間

・建築構造演習
飯藤

・応用物理Ⅱ
野本

・機械材料
赤澤

設計製図
丹野（顯）

・トライボロジ
赤澤

建築設計製図
・御供・本間

・材料加工学
・熊谷（義）

・数値計算
櫻井

・歴史と文化
鯨井

専攻演習
松谷・鈴木（勝）

・環境システム
シミュレーション

小林

電気・電子工学実験
田口・吉田・鈴木（吉）・熊谷（晃）

・高分子材料Ⅱ
北川

専攻実験
庄司・越智・石川・

古瀬・鈴木（勝）・田口・
鈴木（吉）

・計算機アーキ
テクチャ

遠藤（昇）

ＣＧ演習
永山・畠山

金

特別研究

技術者倫理
四ッ柳・

・阿部（惇）・庄司

・英語・英米文学Ａ
佐藤（和）

／・日本文学Ａ
・伊勢

／・比較文化論Ａ
佐藤（安）

／・芸術論Ａ
・仙石

／・科学技術史Ａ
石山

・真空科学工学
佐々木（典）

卒業研究
全電気・鈴木（勝）・

佐藤（次）

卒業研究
全デザイン・
武田（淳）

・電気電子材料
桜庭

・建築構造力学Ⅱ
澁谷

・機械材料
・宮下・・滝澤

・建築構造学Ⅱ
笠松

・都市計画
・青木（恭）

・機器分析
田口・鈴木（吉）

・製図
・岩見谷

・半導体工学
唐澤

・電気回路Ⅱ
佐々木（悊）

建築設計製図
・渋谷（セ）・小林

保健体育
柴田（尚）

物理
松浦

電気工学実験
佐藤(隆)・佐々木
（典）・佐々木（悊）

建築プレゼン
テーションⅠ
澁谷・小林

材料工学実験Ⅰ
北川・佐藤（友）・浅田・

柴田（公）

総合英語
武田（淳）

課
題
学
習

（
英
語
・
数
学

）
／
特
別
学
修
Ａ
・
Ｂ

建築構造・材料実験
伊藤（憲）・澁谷・笠松・飯藤・周

建築材料
伊藤（憲）

応用物理Ⅰ
野本

工作実習
赤澤・大久

・応用物理学
松浦・野本

・構造数学
櫻井

・環境デザイン
特論
内海

専攻実験
澁谷・伊藤（憲）・
笠松・飯藤・周

専攻実験
庄司・越智・石川・古瀬・鈴木（勝）・

田口・鈴木（吉）

・制御工学
中村

・電気機器Ⅱ
桜庭

情報数学
櫻井

化学
遠藤（智）

・システム工学
伊藤（昌）

設計製図
石川

保健体育
宍戸

・物理化学Ⅱ
佐藤（友）

建築環境工学Ⅰ
内海

システム工学Ⅰ
花熊

化学
石山

基礎電気
佐藤（喜）・[佐々木

（典）]

建築概論Ａ
伊藤（憲）・熊谷（広）

・情報処理
中村

基礎数学Ａ
生田

課
題
学
習

（
物
理
・
化
学

）
／
特
別
学
修
Ａ
・
Ｂ

代数幾何
谷垣

・計測工学
庄司・越智

・応用物理
・千葉（芳）

微積分
佐藤（建）

基礎数学Ａ
生田

課
題
学
習

（
英
語

）
／
特
別
学
修
Ａ
・
Ｂ

物理
鈴木（勝）

創造実習

鈴木（勝）・遠藤
（智）・折田・越智・
桜庭・佐藤（喜）・

小林・周・柴田（公）・
熊谷（進）・
全デザイン

国語
千葉（幸）

化学
石山

微積分
高村

代数幾何
・井海

建築計画概論
熊谷（広）・〔本間〕

代数幾何
・大泉

１ 　８：４０～　９：３０ ２ 　９：４０～１０：３０ ３ １０：４０～１１：３０ ４ １１：４０～１２：３０

５ １３：１５～１４：０５ ６ １４：１０～１５：００ ７ １５：０５～１５：５５ ８ １６：００～１６：５０
授　業　時　間

 

 

出典：教務係資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

創造力や工学の基礎力とともに人間としての素養が涵養できるように、限られた教員数の中で必要な教員

を配置し、基礎学力の向上及び専門科目との連携を図っている。 

 

 

観点３－１－②： 教育の目的を達するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置されているか。 

（観点にかかる状況） 教育の目的、特に「創造力のある技術者の養成」、「技術をもって人類社会に貢献でき

る技術者の養成」を達成するために５つの専門学科に適切な専門科目の教員を、資料３－１－②－１、資料

３－１－②－２のとおりに配置している。また、非常勤講師（資料３－１－②－３）を含めて広い専門分野

を網羅し、複合化の傾向が著しい科学技術の世界にあって、境界領域のセンスを有する複合型技術者を育成

できる適任の教員を配置している。なお、各教員の授業科目の分担については授業時間割表（資料３－１－

①－４）に示すとおり限られた教員数で可能な限り担当している。  

 

 

 



宮城工業高等専門学校 基準３ 
 

 - 35 -

資料３－１－②－１ 

平成１７年５月１日現在　

所属学科 職　名 氏　　　名 専　　門　　分　　野

機械工学科 教　授 丹　野　　　顯 材料力学

〃 〃 赤　澤　　　真 機械工学

〃 〃 折　田　寛　彦 エネルギー工学、工業熱力学、燃焼工学、環境保全工学

〃 〃 庄　司　　　彰 機械要素学、レオロジー、マイクロマシン

〃 〃 松　谷　　　保 流体工学

〃 助教授 石　川　信　幸 熱工学

〃 〃 伊　藤　昌　彦 制御工学、メカトロニクス

〃 〃 大　久　忠　義 機械工学

〃 〃 佐　藤　一　志 破壊力学

〃 〃 野　本　俊　夫 金属物性

〃 助　手 越　智　真　治 複合材料、精密工学、計測工学

電気工学科 教　授 佐々木　典　彦 プラズマ理工学

〃 〃 唐　澤　信　司 半導体集積回路

〃 〃 佐々木　悊　彦 プラズマ理工学

〃 〃 豊　岡　忠　義 電磁波工学

助教授 櫻　庭　　　弘 集積回路

〃 〃 佐　藤　　　隆 画像情報工学

〃 〃 佐　藤　次　男 電子通信系統工学

〃 〃 中　村　富　雄 制御工学

〃 〃 野　角　光　治 半導体工学

〃 〃 古　瀨　則　夫 医用生体工学

〃 助　手 佐　藤　喜　一 デジタル信号処理

建築学科 教　授 伊　藤　憲　雄 建築材料

〃 〃 内　海　康　雄 建築環境工学

〃 〃 澁　谷　純　一 建築構造

〃 〃 本　間　敏　行 地域計画学、建築計画学

〃 助教授 笠　松　富二夫 建築構造

〃 〃 小　林　　　仁 建築環境工学

〃 〃 周　　　志　云 建築材料、建築構造

〃 〃 飯　藤　將　之 建築構造

〃 助　手 熊　谷　広　子 建築史、建築計画

材料工学科 教　授 吉　田　光　彦 材料強度物性

〃 〃 池　田　千　里 塑性加工、複合材料、接合

〃 〃 柴　田　公　博 構成材料、接合科学、レーザ加工

〃 〃 鈴　木　吉　朗 光物性、応用物性

〃 〃 田　口　　　收 材料工学

〃 助教授 浅　田　　　格 磁性材料

〃 〃 北　川　明　生 化学工学

〃 〃 熊　谷　晃　一 表面物性

〃 〃 佐　藤　友　章 反応・分離工学、粉体工学、複合材料・物性

〃 助　手 熊　谷　　　進 複合材料、材料加工設計学、低温工学

〃 〃 武　田　光　博 非平衡プロセスによる材料合成、粉体工学

情報デザイン学科 教　授 遠　藤　　　昇 情報工学、通信工学

〃 〃 櫻　井　　　宏 建築学

〃 〃 西　村　正　夫 地盤・岩盤力学、地下空間開発(工学)

〃 〃 花　熊　克　友 プロセス・システム工学

〃 助教授 片　山　一　郎 照明工学、色彩工学

〃 〃 北　島　宏　之 計算機アーキテクチャ、コンピュータグラフィックス、画像処理

〃 〃 永　山　広　樹 インダストリアル・デザイン、クラフト・デザイン

〃 〃 本　郷　　　哲 デジタル信号処理、音響工学

〃 助　手 畠　山　智　宏 コミュニケーション・デザイン

教員の専門分野一覧

 
                                     出典：庶務課資料 
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資料３－１－②－２ 

教　授 助教授 講　師 助　手 計

 機  械  工  学  科 5 4 1 10

 電  気  工  学  科 4 5 1 10

4 4 1 9

 材　料　工　学　科 5 4 2 11

 情報デザイン学科 4 4 1 9

22 21 0 6 49

科目別教員配置状況

区　　　　　　　分

合　　　　　　計

建 　築　 学　 科

専
　
門
　
科
　
目

平成１７年５月１日現在　

 

                                         出典：庶務課資料 

 

資料３－１－②－３ 

　　　　　　　　　　 平成１７年度　　非常勤講師・担当授業時間数等一覧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成17年 2月23日　教務委員会

新規･　
 必修  学科・学年  週当たり  年間 　　 本　　　　　務 世話役

継続の別 前･後期  担当
学科 　氏　　　　名  担当授業科目  選択  担当授業  授業 教  官

通年の別  時数
新規 継続  の別  学　科 学年  時間数  　　勤     務    先   職　　名 (本校)

○ 長谷川　史　彦 経営工学 選択 全 5 後期 2 10 東北大学未来科学技術共同研究ｾﾝﾀｰ 教授 池田
 専 ○ 谷　村　智　康 経営工学 選択 全 5 後期 2 10 財団法人仙台市産業振興事業団 プロジェクトマネージャー 池田
 門 ○ 吉　田　　　徹 経営工学 選択 全 5 後期 2 10 みやぎ産業振興機構 部長？ 池田
 共 ○ 長谷川　信　夫 環境工学 選択 全 5 前期 2 30 東北学院大学 教授 内海
 通 ○ 未定 環境工学 選択 全 5 前期 2 30 内海

○ 大　輪　武　司 工業倫理 選択 全 4 後期 2 12 日本機械学会工学教育センター センター長 池田
○ 未定 工業倫理 選択 全 4 後期 2 108 池田

　  小     計 210
○ 橋　田　俊　之 材料強度学 選択 Ｍ 5 後期 2 30 東北大学大学院工学研究科 教授 佐藤一
○ 宮　下　徳　治 機械材料（有機） 選択 Ｍ 5 前期 2 20 東北大学多元物質科学研究所 教授 庄司

 機 ○ 滝　澤　博　胤 機械材料（無機） 選択 Ｍ 5 前期 2 20 東北大学大学院工学研究科 教授 赤澤
 械 ○ 青　木　秀　之 化学工学概論 選択 Ｍ 5 前期 2 30 東北大学大学院工学研究科 助教授 庄司
 工 ○ 王　　　志　東 ロボット工学 選択 Ｍ 5 後期 2 30 東北大学大学院工学研究科 助教授 伊藤昌
 学 ○ 中　田　俊　彦 熱工学 選択 Ｍ 5 前期 2 30 東北大学大学院工学研究科 助教授 松谷
 科 ○ 山　岸　利　廣 生産工学 選択 Ｍ 5 後期 2 30 東北リコー㈱周辺機事業本部 本部長 松谷

　  小     計 190
○ 株　木　孝　尚 電力工学 選択 Ｅ 5 通年 2 60 宮城県第二工業高等学校 非常勤講師 佐々木典

 電 ○ 郭　　　海　蛟 システム工学 選択 Ｅ 5 後期 2 30 東北学院大学 教授 唐澤
 気 ○ 澤　谷　邦　男 特別講義 選択 Ｅ 5 後期 集中 10 東北大学大学院工学研究科 教授 佐々木典
 工 ○ 亀　山　充　隆 特別講義 選択 Ｅ 5 後期 集中 10 東北大学大学院情報科学研究科 教授 佐々木悊
 学 ○ 松　木　英　敏 特別講義 選択 Ｅ 5 後期 集中 10 東北大学大学院工学研究科 教授 佐々木悊
 科 ○ 岩見谷　建　志 製図 選択 Ｅ 4 通年 2 60 東北電機製造株式会社 代表取締役常務 野角

○ 〃 製図 選択 Ｅ 3 後期 1 30 〃 〃 野角
　  小     計 210

○ 三田村　輝　章 建築環境工学Ⅱ 選択 Ａ 4 後期 2 30 足利工業大学工学部 講師 内海
○ 阿　部　　　章 建築環境工学Ⅱ 選択 Ａ 5 後期 2 30 元 アルプス電気株式会社研究所 所長 内海

建 ○ 庄　司　亀　芳 建設施工 選択 Ａ 5 通年 2 60 元 竹中工務店東北支店 作業所長 澁谷
築 ○ 佐　藤　忠　幸 建築ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝⅡ 選択 Ａ 5 通年 2 60 (株)建築工房･ＤＡＤＡ 代表取締役 本間
学 ○ 　　　〃 建築設計製図Ⅲ 選択 Ａ 3 通年 4 120 　　　　　　〃 　　〃 本間
科 ○ 　　　〃 西洋建築史 選択 Ａ 3 後期 2 30 　　　　　　〃 　　〃 本間

○ 御　供　政　敏 建築設計製図 選択 Ａ 5 前期 6 90 (株)エムアイティ建築研究所 代表取締役所長 本間
○ 渋　谷　セツコ 建築設計製図 選択 Ａ 4 通年 4 120 (株)建築事務所アク・アク 代表取締役副所長 笠松
○ 鈴　木　弘　二 建築法規 選択 Ａ 4 後期 2 30 ㈱鈴木弘人設計事務所 取締役副所長 伊藤憲

○ 荒　木　義　雄 測量 選択 Ａ 5 通年 2 60 荒木建築設計事務所 代表 伊藤憲
○ 青　木　恭　介 都市計画 選択 Ａ 4 後期 2 30 大学評価・学位授与機構 教授 本間
○ 　　　〃 都市計画 選択 Ａ 5 前期 2 30 　　　　〃 　〃 本間

　  小     計 690
○ 森　田　博　昭 電子物性Ⅲ 選択 Ｓ 5 後期 2 30 山形大学工学部 教授 鈴木吉

 材 ○ 元　木　健　一 生産・システム工学 選択 Ｓ 5 前期 2 30 日鐵建材工業（株）仙台製造所 所長 池田
 料 ○ 熊　谷　義　昭 材料加工学 選択 Ｓ 5 前期 2 30 株式会社トーテック 取締役社長 池田
 工 ○ 未定 セラミックス材料 選択 Ｓ 5 後期 2 30 佐藤友
 学 ○ 星　宮　　　務 電子工学 選択 Ｓ 5 後期 2 30 東北学院大学工学部 教授 佐藤友
 科 ○ 池　田　圭　介 材料加工学 選択 Ｓ 5 前期 2 30 東北大学大学院工学研究科 教授 池田

○ 未定 計測・制御工学 選択 Ｓ 4 後期 2 30 東北大学大学院工学研究科 教授 鈴木吉
○ 山　本　誠　一 基礎製図 必修 Ｓ 4 通年 3 90 NS管理技術研究所東北支部 シニア・コンサルタント 吉田
○ 　　　〃 設計製図 選択 Ｓ 5 前期 4 60 　　　　　〃 　〃 吉田
○ 未定 計測・制御工学 選択 Ｓ 5 後期 2 30

　  小     計 390
 情 ○ 荒　木　逸　生 視覚情報デザイン 必修 Ｄ 3 通年 2 60 （株）デザイン工学研究所 代表取締役所長 永山
 報 ○ 梨　原　　　宏 感性工学 選択 Ｄ 4 通年 2 60 東北工業大学工学部 教授 永山
 デ ○ 渡　辺　寿　行 プロダクトデザイン 選択 Ｄ 5 通年 2 60 （株）ノースクラフト 代表取締役社長 永山
 ザ ○ 岩　崎　祥　一 特別講義 選択 Ｄ 5 後期 2 30 東北大学大学院情報科学研究科 教授 遠藤昇
 イ ○ 木　村　健　一 特別講義 選択 Ｄ 5 前期 2 30 はこだて未来大学 助教授 永山
 ン
 学
 科 　  小     計 240

 　 合     計 4630
　　（注）年間授業日数を、３０週として計算。

 

                                     出典：教務委員会資料 
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（分析結果とその根拠理由） 非常に優れている。 

教育の目的を達成すべく、教員個人の専門性に照らした適切な人選と配置を行い、明るく勉学意欲に富む

学風を維持し、優秀な卒業生を輩出している。 

 

 

観点３－１－③： 専攻科を設置している場合には、教育の目的を達するために必要な専攻科の授業科目担当

教員が適切に配置されているか。 

（観点にかかる状況） 専攻科教員については、資料３－１－③－１、資料３－１－③－２のとおりであり、

２つの専攻科に分けられ、非常勤講師（資料３－１－③－３）を含めて、深い専門工学領域及び複合領域の

素養と国際化に対応できる能力を有する質の高い実践的技術者を育成できる適任の教員を配置している。な

お、各教員の授業科目の分担については授業時間割表（資料３－１－①－４）に示すとおり限られた教員数

で可能な限り担当し、高いレベルと情熱によって維持している。 

 

資料３－１－③－１ 

 

出典：国立宮城高専概要(2005年) p.24  
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資料３－１－③－２ 

 

 
 

                         出典：国立宮城高専概要(2005年) p.26,28 
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資料３－１－③－３ 

　　　平成1７年度　　専攻科非常勤講師・担当授業時間数等一覧

必修 前･後期 週当たり 年間担 世話役

氏　　 名 担当授業科目 選択 専攻 学年 担当授業 当授業 勤     務    先 職　名

新規 継続 の別 通年の別 時間数 時数 （本務） 教  官

○ 飯　淵　康　一 建築史特論 選択 Ｃ 2 前期 2 30 東北大学大学院工学研究科 教授 澁谷

専 ○ 野　口　尚　孝 芸術とデザイン 選択 Ｃ 1 前期 2 30 北陸先端科学技術大学院大学 教授 櫻井

○ 阿　部  　　惇 技術者倫理 選択 Ｐ・Ｃ 1 前期 集中 15
松下電工（株）顧問
立命館大学大学院テクノロ
ジー・マネジメント研究科長

顧問 庄司

攻 ○ プシュパラール 英語Ⅰ 選択 Ｐ・Ｃ 1 後期 2 30 東北大学大学院 助教授 千葉(元)

○ 〃 英語Ⅱ 選択 Ｐ・Ｃ 2 前期 2 30 〃 〃 〃

科 ○ 佐　藤　慎　也 地域・都市計画 選択 Ｃ 1 後期 2 30 山形大学　地域教育文化学部 助教授 西村

○ 和　田　  　仁 生体工学 選択 Ｐ・Ｃ 1 後期 2 10 東北大学大学院工学研究科 教授 丹野顯

○ 山　口　隆　美 生体工学 選択 Ｐ・Ｃ 1 後期 2 10 東北大学大学院工学研究科 教授 丹野顯

○ 佐　藤　正　明 生体工学 選択 Ｐ・Ｃ 1 後期 2 10 東北大学大学院工学研究科 教授 丹野顯

○ 陳　　中　 春 粉体加工学 選択 Ｐ・Ｃ 2 前期 2 30 東北大学大学院工学研究科 助教授 佐藤友章

計 225

新 規・

継続の別

H17.2.14

 

                                      出典：専攻科委員会資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

専門工学領域の基礎的な知識を深め複合領域に対する追求心を養い技術開発力の基礎を取得できるように、

専門授業科目に対応した教員を適切に配置している（専攻科の教育目標(1)の達成に対応）。また、特別研究

や創造工学演習等にも十分に対応できる教員を配置し、人間性、コミュニケーション能力、発想力、デザイ

ン能力を高められるように適切に教員を配置している（専攻科の教育目標(2),(3),(4),(5)の達成に対応）。 

 

 

観点３－１－④： 学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置（例えば、均衡

ある年齢構成への配慮、教育経歴や実務経験への配慮等が考えられる。）が講じられている

か。 

（観点にかかる状況） 本校の教育目的と目標に応じた教員組織活動を活発化するために、様々な措置を

講じている。 

まず、科学と工学の基礎を身につけた誇りを持った創造力のある技術者を養成すべく（教育目的１、

２、３及び教育目標１、４、５に対応）、「教員の年齢の構成」、「学科等の構成員及び各個人の経歴」、

「教育経歴や各個人の専攻分野における実績などの経験」に配慮して、教員を配置している（資料３

－１－④－１、資料３－１－④－２）。採用の際には、年齢構成と専門分野を配慮して公募している

（資料３－１－④－３）。これらの措置により、各専門学科及び総合科学系の教員組織活動が適切に

維持されている。 

また、社会や地域の要望に応えるために、公開講座の開催、地域企業との共同研究などが活発に行

われており（資料３－１－④－４）、教員の国内外他機関との交流も積極的に推し進めている（資料

３－１－④－２）。 

さらに、「各種委員会やＷＧなどの各種教員組織」がきめ細かく開催されており、多様な教育に適

切な教員を配置できるようにしている。例えば、平成１６年度からは学内の若手教員を中心とした先
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進教育企画委員会を組織し、平成１８年度に予定されている高専単位見直し後の新しい時間割編成の

検討、文部科学省の現代教育ニーズ取組支援プログラム及び海外先進教育研究実践支援プログラムへ

の申請に当たってのプロジェクトの企画立案等、学校運営に若手が積極的に係わり、次世代の学校運

営における教員組織活動の活発化をねらっている。 

また、高専機構の中期目標・中期計画における「教員の学位取得者の割合」の目標は、専門学科及

び総合科学系理数科で70％以上が博士、総合科学系文科で80％以上が修士以上の取得者となっており、

本校ではこの目標を昨年度達成している（資料３－１－④－２）。 

外国人教員に関しては、学科定員内の常勤の外国人教員1名と任期制外国人教師1名を確保している。 

また、主事、学科主任等の推薦に基づく教育功労者表彰制度、教員の自己評価と学生・教員による投票に

基づくティーチャー・オブ・ザ・イヤーの表彰制度を独自に整備し、実施している（資料３－１－④－５、

資料３－１－④－６、資料３－１－④－７）。 

 

 

資料３－１－④－１ 

          教員年齢構成一覧表 

年齢 20～29 30～39 40～49 50～59 60～  

性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

校長   1 

総合科学系文科 0 0 2 1 5 0 6 0 0 1 

総合科学系理数科 0 0 0 1 3 0 4 0 2 0

総合科学系合計 0 0 2 2 8 0 10 0 2 1

機械工学科 1 0 0 0 3 0 5 0 2 0

電気工学科 0 0 2 0 4 0 1 0 4 0

建築学科 0 0 1 2 1 0 4 0 1 0

材料工学科 0 0 4 0 2 0 2 0 3 0

情報デザイン学科 0 0 3 0 3 0 3 0 0 0

専門学科合計 1 0 10 2 13 0 15 0 10 0

                                  

       出典：庶務課資料 



宮城工業高等専門学校 基準３ 
 

 - 41 -

資料３－１－④－２ 

教員の学位取得状況 

専門学科・総合科学系理数科

博士

77.0%

修士

14.8%

その他

8.2%

総合科学系文科

修士

80.0%

その他

20.0%

 
 

教員の採用前の経歴 

民間企業勤務
17.1%

他大学または研
究機関勤務

23.7%

他高専勤務
2.6%

高等学校等に勤
務

17.1%

学生、その他
39.5%

 

 

教員の留学経験 

文部科学省
在外研究員

派遣
9.2%

公費留学
5.3%

私費留学
2.6%

留学経験なし
82.9%

 

 

                                          出典：庶務課資料 
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資料３－１－④－３ 教員公募通知文 

平 成 １ ６ 年 １ ２ 月 ２ ２ 日

 
 関 係 大 学 学 部 長  
  関 係 大 学 院 研 究 科 長    殿  
  関 係 高 等 専 門 学 校 長  
 
                                          宮 城 工 業 高 等 専 門 学 校 長  
                                                四 ツ 柳  隆  夫〔 公 印 省 略 〕

 
教 員 （ 材 料 工 学 科 ） の 公 募 に つ い て （ 依 頼 ）  

 

 拝 啓  時 下 ま す ま す ご 清 祥 の こ と と お 慶 び 申 し 上 げ ま す 。  
 さ て 、 こ の た び 本 校 で は 、 下 記 に よ り 教 員 の 公 募 を 行 う こ と と な り ま し た 。  
 つ き ま し て は 、貴 学（ 校 ）関 係 者 へ ご 周 知 く だ さ い ま す と と も に 、適 任 者 の ご 推 薦

を い た だ き た く よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  
 

記  
 

１ ． 職 名 ・ 人 員   教 授 １ 名  
２ ． 所    属   材 料 工 学 科  
３ ． 専 門 分 野    材 料 加 工 プ ロ セ ス （ 無 機 材 料 ）  
４ ． 担 当 科 目    粉 体 加 工 学 、セ ラ ミ ッ ク ス 、材 料 加 工 学 及 び 複 合 材 料（ こ れ ら の

   う ち ３ 科 目 以 上 ） 及 び 、 材 料 工 学 実 験 、 材 料 工 学 演 習  
５ ． 応 募 資 格  

(ア )  高 等 専 門 学 校 の 教 育 、 学 生 指 導 お よ び 研 究 に 熱 意 の あ る 者  
(イ )  就 任 時 に お い て 博 士 の 学 位 を 有 し 、 年 齢 4 8 歳 か ら 5 8 歳 ま で の 者 で 教 育 経 験

を 有 す る こ と が 望 ま し い 。  
６ ． 募 集 期 間    平 成 1 6 年 1 2 月  2 2 日 （ 水 ） ～ 平 成 1 7 年 1 月 2 0 日 （ 木 ）  
７ ． 採 用 時 期    平 成 1 7 年 4 月 1 日  
８ ． 提 出 書 類  

(ア )  履 歴 書 （ 市 販 の も の に 本 人 直 筆 、 写 真 貼 付 ）  
(イ )  応 募 者 に つ い て 推 薦 書 を 書 い て 貰 え る 方 2 名 の 氏 名 と 所 属 お よ び 連 絡 先  
(ウ )  高 等 専 門 学 校 に お け る 教 育 、 学 生 指 導 に 対 す る 抱 負 （ A 4 用 紙 1 0 0 0 字 程 度 ）  
(エ )  研 究 業 績 一 覧 （ 学 会 等 に お け る 発 表 、 特 許 な ど を 含 む ）  
(オ )  主 要 論 文 の 別 刷 ３ 編 程 度 （ コ ピ ー 可 、 最 近 ５ 年 以 内 に 発 表 さ れ た も の を １ 編

以 上 含 め る こ と ）  
(カ )  研 究 過 程 の 概 要 と 今 後 の 研 究 計 画 （ A 4 用 紙 1 0 0 0 字 程 度 ）  

９ ． 応 募 締 切 日 ： 平 成 1 7 年 1 月 2 0 日 （ 木 ） 必 着  
1 0． 選 考 方 法  

(ア )  第 １ 次 選 考  書 類 審 査  
(イ )  第 ２ 次 選 考  第 １ 次 選 考 合 格 者 に 対 す る 面 接 （ 講 義 ・ 講 演 等 を 含 む ） 審 査  
        （ ２ 月 上 旬 を 予 定 ）  

11． 書 類 提 出 先  
〒 9 8 1 -1 2 3 9 宮 城 県 名 取 市 愛 島 塩 手 字 野 田 山 4 8  
宮 城 工 業 高 等 専 門 学 校 庶 務 課 人 事 係  
(封 筒 に 「 材 料 工 学 科 教 員 応 募 資 料 」 と 朱 書 し 書 留 で 郵 送 す る こ と )  

1 2． 問 い 合 わ せ 先  
  ※  本 校 に は 、教 員 選 考 規 則 等 が あ り ま す の で 、応 募 の 際 は 下 記 人 事 係 宛 必 ず ご 連 絡 く だ さ い。

宮 城 工 業 高 等 専 門 学 校 庶 務 課 人 事 係  
te l0 2 2 -3 8 1 -0 2 5 4 ,fax  .0 2 2 -3 8 1 -0 2 2 5 ,e -m a il :  jin ji@ o ffic e .m iya g i-c t.a c .jp  

（ 材 料 工 学 科 に 関 す る 問 い 合 わ せ ）  
宮 城 工 業 高 等 専 門 学 校 材 料 工 学 科  主 任  吉 田 光 彦  

te l0 2 2 -3 8 1 -0 3 3 4 ,fax  .0 2 2 -3 8 1 -0 3 3 4 ,e -m a il :  m yo sh id a@ m iya g i-c t.ac .jp  
1 3． そ の 他  

（ １ ） 面 接 時 の 交 通 費 等 は 応 募 者 の 負 担 と な り ま す 。  
（ ２ ） 応 募 書 類 は 返 却 い た し ま せ ん 。   

                                         出典：庶務課資料 
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資料３－１－④－４ 

   

 

 

 
 
 
 
 
 
 



宮城工業高等専門学校 基準３ 
 

 - 44 -

 

   

                出典：地域共同テクノセンター報 vol.4  P44-45 
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資料３－１－④－５ 

宮城工業高等専門学校教育功労者表彰規程 
 
（趣旨） 
第１条 この規程は、宮城工業高等専門学校（以下「本校」という。）の教育、学校運 

営及び社会貢献に関して、特に顕著な功績等を挙げた者を「教育功労者」として表彰 
するため定めるものである。 

 

（表彰を受ける者） 
第２条 教育功労者の表彰は、次に掲げる各号の一に該当する者について行う。 
  (1) 講義、演習、実験・実習及びクラス運営等において新たな方法を創案し、その実 
   践を行い、教育効果を高めた者   
  (2) クラブ運営を通して学生の徳育・体育教育に功績のあった者  
 (3) 高等専門学校生向けの教科書を編纂し、教育効果を上げた者 
 (4) 各種委員会等において、学校運営に功績のあった者 
 (5) 技術指導、公開講座及び共同研究等において、社会に貢献し、本校の名を高めた 
   者 
 

（教育功労者の選考） 
第３条 校長は、前条に掲げる教育功労者を選考するため、本校に教育功労者選考委員 

会（以下「委員会」という。）を置く。  
 

（組織） 
第４条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織し、教務主事を委員長とする。 
 一 教務主事 
 二 学生主事 
 三 寮務主事 
 四 図書館長 
 五 事務部長 
 六 その他校長が必要と認めた者 
 

（推薦の方法） 
第５条 推薦者（各学科等、各種委員会及び事務部の主任又は長）は、別紙様式により、 

候補者を委員会あて推薦するものとする。 
 

（表彰を受ける者の決定） 
第６条 表彰を受ける者は、委員会の推薦により、校長がこれを決定する。 
 

（表彰の方法） 
第７条 表彰は、校長が表彰状を授与して行う。なお、教育功労者の中から、１名を特 

別表彰することがある。 
 

（雑則） 
第８条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は、校長が別に定める。 
 

      附 則 
 この規程は、平成１３年２月１４日から施行する。  

 

出典：宮城高専規則 
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資料３－１－④－６ 

○ 平成１２年度

学　　　科 職　　　名 氏　　　　　名

総合科学系 助　教　授 飯　田　清　志

〃 〃 岡　崎　久美子

建 築 学 科 〃 笠　松　富士夫

〃 〃 飯　藤　将　之

技　術　室 技術協力室第一班長 菅　野　孝　志

○ 平成１３年度

学　　　科 職　　　名 氏　　　　　名

総合科学系 助　教　授 柴　田　尚　都

〃 〃 佐　藤　次　男

情報デザイン学科 〃 本　郷　　　哲

○ 平成１４年度

学　　　科 職　　　名 氏　　　　　名

電気工学科 助　教　授 豊　岡　忠　義

技　術　室 技術専門職員 佐　川　光　靖

○ 平成１５年度

学　　　科 職　　　名 氏　　　　　名

電気工学科 助　教　授 野　角　光　治

○ 平成１６年度

学　　　科 職　　　名 氏　　　　　名

総合科学系 助　教　授 徳　能　　　康

〃 〃 今　野　一　弥

機械工学科 助　教　授 佐　藤　一　志

宮城工業高等専門学校教育功労者表彰者一覧

 

出典：庶務課資料 
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資料３－１－④－７ 

宮城工業高等専門学校 ＴＥＡＣＨＥＲ ＯＦ ＴＨＥ ＹＥＡＲ表彰について 
 

（要 旨） 
 

 国立高等専門学校協会主催により、平成１４年度から教員顕彰制度が設置され、 

この規定にのっとって自己評価、同僚評価、学生評価により、最高の評価がなされ 

たものを本校の候補者として推薦しているが、学校内においても年度内にもっとも 

高い評価を与えられた教員として、「宮城工業高等専門学校ＴＥＡＣＨＥＲ ＯＦ 

ＴＨＥ ＹＥＡＲ」の表彰を行うこととした。 

 受賞者には、翌年度はじめの教員会議の席上で記念の表彰楯が贈られ、総合教育 

棟１階エントランスの記念プレートに、氏名・所属・職名・表彰年度を刻まれたプ 

レートが飾られることとなっている。 
 

 以下が現在までの受賞者である。 
 

平成１４年度  飯 藤 将 之  助教授 建築学科 
 

平成１５年度  武 田   淳  助教授 総合科学系文科 
 

平成１６年度  本 郷   哲  助教授 情報デザイン学科 
 

 

 

                                         出典：庶務課資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 非常に優れている。 

本校における教員の年齢構成は適切であり、採用前の経歴もバランスの取れたものになっている。

各種委員会を設置し、特に将来計画に係るワーキング・グループを若手の教員で構成し、教員組織が

活発化する措置を講じている。また、留学を推奨し、独自の表彰制度を実施している。教員の学位取

得については、支援を行い、すでに高専機構の中期目標を達成した。 

 

 

観点３－２－①： 教員の採用や昇格等に関する規定などが明確かつ適切に定められ，適切に運用がなされて

いるか。 

（観点にかかる状況） 本校では、教員の採用や昇格に関する規則が整備されている。採用・昇任は『宮城工

業高等専門学校教員選考規則』（資料３－２－①－１）による公募のシステムをとっている。採用・昇任の際

には、推薦委員会が書類選考を行い、その上で選考委員会が面接と審査を行い、さらに実際に学生を前にし

ての模擬授業を行い、総合的に評価、判断している（資料３－２－①－２ 、 資料３－１－④－３）。 
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資料３－２－①－１ 

宮城工業高等専門学校教員選考規則 

 

                        平成１６年 ４月 １規則第５２号

 

 （趣旨）  
第１条 この規則は、独立行政法人国立高等専門学校教職員就業規則（平成１６年機構規

則第６号）その他の法令の規定に基づき、宮城工業高等専門学校（以下「本校」という。）

の教授、助教授、講師、助手（以下「教員」という。）の選考について定めるものとす

る。  
 （教員の資格）  
第２条 本校の教員となる資格を有する者は、高等専門学校設置基準（昭和３６年文部省

令第２３号）の規定に該当する者とする。  
 （選考の発議）  
第３条 各学科及び総合科学系（以下「学科等」という。）において、教員の選考を必要と

認めたときは、当該学科等主任が校長に申し出るものとする。  
 （推薦委員会）  
第４条 校長は、前条の申し出がありこれを必要と認めたときは、当該学科に推薦委員会

を設置する。  
２ 推薦委員会は、当該学科等主任及び校長が指名した教員若干名をもって組織する。  
３ 推薦委員会は、選考の条件を明確にして次条に掲げる選考委員会の了承を得た後、そ

の条件にあった候補者を複数名選出し、校長に推薦する。  
４ 推薦委員会が推薦する候補者は、有能な人材を広く求めるため、原則として公募によ

るものとする。  
 （選考委員会）  
第５条 校長は、前条第１項による推薦委員会を設置したときは、選考委員会を設置する。

２ 選考委員会は、校長、教務主事、学生主事、当該学科等主任、事務部長及び校長が必

要と認める者をもって組織する。  
３ 選考委員会に委員長を置き、校長をもって充てる。  
４ 校長が必要と認めたときは、選考委員会に学外の学識経験者を加えることができる。

５ 教員の選考は、選考委員会の議に基づき、校長が決定する。  
 （庶務）  
第６条 委員会の庶務は、庶務課において処理する。  
 （雑則）  
第７条 本規則に定めるもののほか、教員の選考に関し必要な事項は、別に定める。  
   附 則  
１ この規則は、平成１６年４月１日から施行する。  
２ 宮城工業高等専門学校教員選考規則（平成１３年規則第２２号）は、廃止する。   

 

出典：宮城高専 規則集 
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資料３－２－①－２ 

教員の選考に関し必要な事項 
 

平成１３年１１月１４日

平成１７年５月２５日 一部改訂

校  長  裁  定

Ⅰ. 選考の透明性・公平性 
１．選考の透明性と応募機会の公平性を期するために、原則として「公募制」により候補 
者を募り、選考過程を説明できるものとすること。 
２．応募に当たっては、推薦書を書くことができる人物２～３名を示すこと。 
３．教員の資格として「高等専門学校設置基準（第三章）」を満たしていること。また 
、芸術、体育等の分野については、特殊な技能に秀でていると認められる者を含むもの 
とすること。 

 
Ⅱ. 能力の評価関数（各項について5段階評価することを明示） 
・運営能力 
１．工業高等専門学校の歴史的経緯や取り巻く環境を知り、新しい社会変化や教育行政に 
対応して、授業・研究以外の業務にも積極的に取り組む姿勢を有すること（任務遂行、 
協調と改善への努力）。 

２．地域社会あるいは学協会等の催事にも貢献できる教養、人格、品格、エネルギーを備 
えていること（役職および実施行事の企画・参加・運営等の明示）。 

・教育能力 
１．「担当教科科目」に関して、広く知識を有し、教育する能力を有すること。また，時 
に応じて変化するカリキュラムへの対応もできる柔軟な思考力に基づき企画・実行する 
能力を有すること（担当科目の専門性と応用への基本姿勢）。 

２．学生の学習への思いやり及び授業のスキル改善に熱意を有すること（授業評価、学生 
の学習目標達成度評価からの立証）。 

・徳育能力 
１．学級担任、クラブ活動及び寮生活指導などの学生指導に熱意があること。その際、 
熱心に取り組んだ経験があることが望ましい（他者・同僚評価）。（新任は、運動クラ 
ブ顧問必須、1年以内にクラス担任を必須、とする）。 

・研究能力 
１．教育内容を学術の進展に即応させるため、必要な研究を行っていること（授業科目お 
よび学術関連の研究実績の明示）。 

２．研究成果の社会への還元及び社会との共同研究の場への学生の参加を通して、研究 
指導を行っていること。 

 
Ⅲ. その他、望ましい条件 
１．学生時代に部活動や社会活動を経験していること（運動部、文化部など）。 
２．企業経験があること（あるいは友人、学協会を通して産業界に識見があること）。 
３．十分な国際経験をもっており、国際的に通用する技術者の育成ができること（国際会議

等の参加経験があれば望ましい）。 
４．「教授」昇任には、主事補や各種委員会、WG等を勤め上げた経験を持つこと（２ 

～３件もしくは同等の経験を必須とする。新任者には採用直後から必須とする。）。  

 
出典：庶務課資料 
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（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

採用基準を運営・教育・徳育・研究の４大能力項目と細目及び人間性やキャリアに区分し、それぞれの「意

義を明示」し、採用の目的に応じた「重み付け」を開示しており、それに基づいて評価を行っている。 

 

 

観点３－２－②： 教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備され，実際に評

価が行われているか。 

（観点に係る状況） 本校では、平成4年に自己評価委員会が発足し、その後、平成16年度から評価・改善委

員会に改組され、長年にわたって授業評価アンケートが行われてきている（資料３－２－②－１）。また、

高専機構主催の教員個人の自己評価を実施しており、これと平行して学生及び同僚教員による評価が行われ

ている。また、各教員の教育活動を含む教育・研究アクティビティレポートを定期的に発行している（資料

３－２－②－２）。 

授業評価アンケートに関しては、平成15年に授業アンケートの項目の変更を行っており、「学校の教育目

標とカリキュラムの内容」、「シラバスに記載された到達目標を達成したか」を問う質問項目を設けた。 平

成16年度、平成17年度も評価・改善委員会でアンケート内容についての検討を行っているが、当面は平成15

年度の改定を踏襲し、複数年にわたる評価をみることで改善に関する経年変化と学生の意識の変化を知るこ

とができることから、この方法が良いと判断している。授業評価アンケートは、毎年組織的に年2回（前期、

後期の終了時）実施しており、さらにこれに基づいて各教員から授業改善計画報告書を提出させており、教

育の質の向上及び改善のためのシステムが整備されている。 

さらに、教員の自己評価及び、学生・教員による表彰対象教員の投票も定期的に実施されており、これに

基づいて独自の表彰制度としての教育功労者表彰、ティーチャー・オブ・ザ・イヤー（資料３－１－④－５、

資料３－１－④－６、資料３－１－④－７）を整備するなどの取組を行っている。これは、学生自身の教育

評価に対する関心を向けることにも役立っている。 
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資料３－２－②－１ 

  

平成１６年度第２回評価・改善委員会議事要旨 

 

１．日 時：平成１６年５月２０日（木）１４時０６分～１５時５１分 

２．場 所：第２会議室 

３．出席者：高村委員長、内海副委員長、鈴木（勝）、宍戸、伊藤、佐藤（友）、本郷、飯田、

武田（光）、遠藤、下田事務部長、二宮学生課長の各委員 

  列席者：川村専門職員、佐々木庶務係長 

 

４．欠席者：折田、豊岡、本多庶務課長、成田会計課長の各委員 

 

５．議 題 
（１）アクティビティレポートの様式について 

遠藤委員からアクティビティレポートの様式ついて資料に基づき説明があった後、意見交

換を行い、以下の方針で作成することとした。 
・基本的には前号と同じ内容で作成すること。 
・重複部分は可能な限り統一すること。 
・データは平成１１年度後半から平成１６年７月末日までとすること。 
・「本校の沿革、学内規則の制定・改廃、歴代校長・主事」は削除すること。 
・専攻科の活動に関する部分を入れること。 
・特記事項を新設し、「１．教育功労賞、２．宮城高専ティーチャ－・オブ・ザ・イヤー、

３．学外の表彰等」とすること。 
・研究スタッフの紹介欄に「表彰、資格取得」を明記すること。 
・授業アンケートは削除すること。 
また、今後の作業日程については、様式を７月に決定した後、原稿を依頼し、８月末に原

稿回収、９月下旬までに編集、１０月上旬に印刷・校正、１１月上旬に発行することとした。

（２）達成度評価アンケートの実施について 
達成度評価アンケートの実施時期について意見交換を行い、６月１１日（金）までに担任

に配布し、６月１６日（水）までに実施することとした。 
（３）授業アンケートの様式について 

授業アンケートの様式について意見交換を行い、今年度は昨年度と同様とするが、今年度

中に学生の授業に対する取組状況を入れる等授業アンケートを見直し、来年度実施を目指す

こととした。 
なお、授業アンケート報告書として製本化するまでに時間がかかりすぎるため、アンケー

ト部分のみ製本し、コメント部分は報告書とは別に科目担当者に渡したほうがよい、また、

項目が多すぎるので簡素化したほうがよいとの意見があった。 
（４）授業改善計画報告書について 

授業改善計画報告書について意見交換を行い、提出回数は年 1 回、提出時期は授業アンケ

ートの結果が配布されてから１ヶ月以内とした。 
また、様式について資料に基づき説明があり、了承された。 

 
以 上 

               出典：平成16年度 第2回評価・改善委員会議事要旨 
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資料３－２－②－２ 

 

          ＜評価・改善委員会 公表刊行 一覧＞ 

１９９２年（Ｈ４）５月 宮城高専の現状と将来（第１回自己点検・評価報告書） 

１９９３年（Ｈ５）    教育・研究アクティビティレポート（ー１９９２年度 宮城高専自己点検・評価報告書－） 

１９９５年（Ｈ７）   研究活動の現状と課題（ー平成６年度 自己点検・評価報告書(NO.３）ー）    

１９９８年（H10）８月 教育・研究アクティビティレポート（－平成９年度 自己点検・評価報告書（No.４）ー） 

１９９９年（H11)11月 教育・研究アクティビティレポート（ー平成11年度 自己点検・評価報告書（No.５）－) 

２０００年（H12）３月 授業評価アンケート報告書（平成11年度） 

２０００年（H12）３月 外部評価報告書ー未来を拓く教育・研究環境を目指してー               

２００１年（H13）１月 外部評価の提言に対する取組ー未来を拓く教育・研究環境を目指してー         

２００１年（H13）３月 授業評価アンケート報告書（平成12年度） 

２００３年（H15）３月 授業評価アンケート報告書（平成13年度） 

２００４年（H16）１月 授業評価アンケート報告書（平成14年度） 

２００４年（H16）11月 教育・研究アクティビティレポート（－平成16年度 自己点検・評価報告書（No.6）－） 

２００５年（H17）３月 授業評価アンケート報告書（平成15年度） （本報告書）     

 

出典：平成15年度 授業評価アンケート報告書 p.1

 

（分析結果とその根拠理由） 非常に優れている。 

  教員の教育活動に関する定期的な評価は、授業評価アンケート、教員自身による自己評価、学生・教員の

表彰教員の投票など、様々な観点から実施されており、これを評価・改善委員会が中心となって組織的かつ

定期的に実施している。 

 

 

観点３－３－①： 学校において編成された教育課程を展開するに必要な事務職員、技術職員等の教育支援者

が適切に配置されているか。 

（観点にかかる状況） 企画調整会議、運営会議及び各種委員会等への支援体制や、校長、副校長、主事等

を補佐するための事務職員等が適正に配置され機能している（資料３－３－①－１、資料３－３－①－２）。

図書館の夜間開館及び守衛等の警備については、業務委託を行っている。また、平成１５年４月１日には教

育研究技術支援室を設置し、教育研究への技術支援体制の整備一元化、責任体制の明確化、技術支援の充実

及び技術職員の能力開発を図るとともに、円滑な運営と推進が図られている（資料３－３－①－３）。 
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資料３－３－①－１ 

本 校 の 組 織 に つ い て

１ 本校の組織を図で示せば次のとおりとなる。

副校長（教務担当）
副校長（厚生補導担当）
副校長（企画担当）
副校長（産学連携担当）
校長補佐
教務主事 教務主事補
学生主事 学生主事補
寮務主事 寮務主事補
図書館長 図書館長補

専攻科長 生産システム工学専攻主任
建築・情報デザイン学専攻主任

地域共同テクノセンター長 副センター長

教育研究技術支援室長 技術長 技術支援室第一班長
技術支援室第二班長

校 長
総合科学系文科主任
総合科学系理数科主任
機械工学科主任
電気工学科主任
建築学科主任
材料工学科主任
情報デザイン学科主任
電子計算機室長
実習工場長
学生相談室長

専門職員( )企画・産学連携
専門職員( )事務情報化

庶務課長 庶務係長
人事係長
図書係長
総務係長

事務部長 会計課長 出納係長
用度係長
施設係長

専門員( )学務
教務係長

学生課長 学生係長
寮務係長

課長補佐
建築係長

施設課長 電気係長
設備係長

 



宮城工業高等専門学校 基準３ 
 

 - 54 -

２ 主な役職の職務は、次のとおりである。

( ) 副校長は、必要に応じて校長の代理を務めることとし、その担当は次のとおりとする。1

① 副校長（教務担当）は、教務に関するもののうち特定する事項を担当し、教務主事をも

って充てる。

② 副校長（厚生補導担当）は、厚生補導（校長補佐の所掌に属する者を除く ）に関するも。

ののうち特定する事項を担当し、学生主事をもって充てる。

③ 副校長（企画担当）は、企画に関するもののうち特定する事項を担当し、校長が指名す

る。

④ 副校長（産学連携担当）は、産学連携に関するもののうち特定する事項を担当し、校長

が指名する。

( ) 校長補佐は、学寮の学生の厚生補導に関するもののうち特定する事項について校長を補佐2

することを任務とし、寮務主事をもって充てる。

( ) 教務主事は、校長の命を受け、教育計画の立案その他教務に関することを掌理する。3

すなわち、教育課程の編成及び実施、学校行事、入学、退学、転学等の許可、進級及び卒業

の認定、出欠席の扱い、教科書、教材の扱い等について総括する。

( ) 学生主事は、校長の命を受け、学生の厚生補導に関することを掌理する。すなわち、学生4

の課外教育、個人相談、規律の保持、表彰、事故の処理、保健指導、職業指導、奨学、福利

厚生等について総括する。

( ) 寮務主事は、校長の命を受け、学寮における学生の厚生補導に関することを掌理する。5

すなわち、寮生の入退寮、寮生会活動、個人相談、規律の保持、事故の処理、保健指導、福

利厚生等について総括する。

( ) 図書館長は、校長の命を受け、図書館の運営及びその他図書館に関することを掌理する。6

( ) 専攻科長は、校長の命を受け、専攻科に関することを掌理する。7

( ) 地域共同テクノセンター長は、センターに関することを掌理する。8

( ) 学級担任は、当該学級の学生の生活指導及び健康管理等の任務にあたる。学生は、最も身9

近な相談相手として学修上のこと、学生生活のこと、あるいは家庭的な悩みなども遠慮なく

相談し、また単に困ったときの相談相手としてではなく常に積極的に接触することが望まし

い。

( ) 事務部長は、校長の命を受け、事務部の事務を処理する。10

３ 事務組織とその概要

学校運営に必要な事務を処理するため事務部に庶務課、会計課、学生課及び施設課の４課が

設けられており、さらに各課に係が置かれている。

４ 各係の業務内容の概要は、次のとおりである。

庶 務 課

庶務課専門職員－庶務課の総括、高専の制度及び組織、情報の公開、地域共同テクノセンタ

（ ） ー、 公開講座、国際交流企画・産学連携担当

庶務課専門職員－事務の情報化、事務用情報ネットワークの運用管理

（ ）事務情報化担当

庶務係－事務の総括、渉外、文書、公印の管守、式典、会議、出張、諸規則、広報、産学連

携、国際交流、職員の健康管理

人事係－職員の人事、任免、給与、勤務時間の管理、公務災害補償
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図書係－図書の管理、貸出、閲覧、参考、研究紀要・愛島通信の発行

会 計 課

総務係－予算管理、会計監査、共済組合

出納係－授業料・寄宿料の徴収、債権管理、旅費、給与支給

用度係－物品等の契約、資産管理

施設係－営繕工事、施設の整備・維持管理

学 生 課

、 、 、 、 、 、 、 、教務係－入学者の選抜 教育課程 授業 試験 成績 教科書・教材 見学旅行 工場見学

卒業証明書等の発行、並びに実験実習及び技術補助、留学生

学生係－厚生補導、学生会、課外活動、奨学金、入学料・授業料免除、寄宿料免除、就職、

学割証・通学証明書の発行、留学生、健康管理、学生相談

寮務係－学寮の管理、学寮経費の経理、入寮、退寮、栄養指導、留学生

施 設 課（建築係、電気係、施設係）

北海道・東北・関東・甲信越・東海・北陸地区の各高専について建物の工事の実施に関す

ること。

                         出典：平成１７年度学生便覧p.7～9 
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資料３－３－①－２  

 
                     出典：国立宮城高専概要(2005年) P.5 
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資料３－３－①－３ 

宮城工業高等専門学校教育研究技術支援室規則 
 

平成１５年 ３月１２日規則第 ４号

最終改正 平成１６年 ４月 １日規則第３６号

 
 （設置） 
第１条 宮城工業高等専門学校（以下「本校」という。）に、技術に関する専門的業務を円滑かつ効果

的に処理するとともに、教育研究支援体制の充実に資することを目的として、教育研究技術支援室

（以下「支援室」という。）を置く。 
 （業務） 
第２条 支援室の所掌業務は、次のとおりとする。 
 (1) 教育及び研究に対する技術支援の基本計画の策定に関すること。 
 (2) 学生の実験、実習、卒業研究・特別研究等の準備等及び技術支援に関すること。 
 (3) 教員の研究に係わる技術支援に関すること。 
 (4) 技術の継承及び保存並びに技術の向上のための技術研修、技術発表会及び技術講演会等の企画・

実施に関すること 
 (5) 実習工場、実験室、実習室及び各学科等の共通機器等の保守・管理並びに災害事故防止に関する

こと。 
 (6) 地域共同テクノセンターの技術支援に関すること。 
 (7) その他支援室の技術分野について必要な事項に関すること。 
 （技術班） 
第３条 支援室に、第一技術班及び第二技術班を置く。 
２  第一技術班は、次の業務を分掌する。 

(1) 実習工場に係る前条第１号から第６号に掲げる業務 
(2) その他第一技術班の管理運営に関すること。 

３  第二技術班は、次の業務を分掌する。 
(1) 実験室、実習室及び各学科等に係る前条第１号から第６号に掲げる業務 
(2) その他第二技術班の管理運営に関すること。  

 （構成） 
第４条 支援室に、次の職員を置く。 
  (1) 教育研究技術支援室長（以下、「支援室長」という。） 
  (2) 技術長 
  (3) 班長 
  (4) 技術専門職員 

(5) 技術職員 
２ 支援室長は、本校の専任教員の中から、校長が任命する。 
３ 支援室長の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、その欠員が生じた場合の後任者の任期

は、前任者の残任期間とする。 
４ 技術長は、技術専門官又は技術専門官が欠員の場合は技術専門職員の中から校長が任命する。 
５ 班長は、技術専門職員の中から校長が任命する。 
 （職務） 
第５条 支援室長は、校長の命を受けて、支援室の業務を掌理する。 
２ 技術長は、上司の命を受けて、各班の統括を行い、極めて高度の専門的な技術に基づく教育研究

支援のための技術開発及び技術業務並びに学生の技術指導を行うとともに、技術の継承及び保存並

びに技術研修に関する企画等を行う。 
３ 班長は、上司の命を受けて、班の業務を整理し、高度の専門的な技術に基づく教育研究支援のた

めの技術開発及び技術業務並びに学生の技術指導を行うとともに、技術の継承及び保存並びに技術

研修に関する調査研究を行う責任者となる。 
４ 技術専門職員は、上司の命を受けて、高度の専門的な技術に基づく教育研究支援のための技術開

発及び技術業務並びに学生の技術指導を行うとともに、技術の継承及び保存並びに技術研修に関す

る調査研究を行う。 
５ 技術職員は、上司の命を受けて、教育研究支援のための技術開発及び技術業務並びに学生の技術

指導を行う。 
 （運営委員会） 
第６条 支援室の円滑な運営を図るため、教育研究技術支援室運営委員会（以下「運営委員会」とい

う。）を置く。 
２ 運営委員会の組織及び運営等については、別に定める。 
 （雑則） 
第７条 この規則に定めるもののほか、支援室の運営に関し必要な事項は、別に定める。 
   附 則 
 この規則は、平成１５年４月１日から施行する。 
   附 則（平成１６年４月１日規則第３６号） 
 この規則は、平成１６年４月１日から施行する。  

出典：宮城高専 規則集 
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（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

    事務組織の整備状況、各種会議及び各種委員会へのサポート体制並びに教育研究技術支援室の実習等へ

の支援等学校の目標のための支援体制が整えられている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 
（優れた点）  

教育の目的を達成するために適正に教員を配置するとともに、教員の採用及び昇格に当たって、規則を開

示している。採用及び昇任の際には、推薦委員会が書類選考を行い、その上で選考委員会が面接と審査を行

い、さらに実際に学生を前にしての模擬授業を行い、総合的に評価、判断している。 

学生の授業評価アンケート結果に基づき、各教員から授業改善計画報告書を提出させるなど、教育の質の

向上及び改善のためのシステムが整備され、運用されている。 

 
（改善を要する点）  

   該当なし 

 
 
（３）基準３の自己評価の概要 

一般科目を担当する教員の配置については、限られた定員数の教員で非常勤講師を含めて、基礎科目を十分

に教育できるように適切な体制を整えている。また、低学年学生の人間教育や厚生補導にも留意して教育を行

えるよう適切に配置している。本科及び専攻科における専門科目を担当する教員の配置については、非常勤講

師を含めて、広い専門分野を網羅しつつ学際領域のセンスを有する複合型技術者を育成できる教員を適切に配

置している。また、教員組織の活動を活発化させるため、教員の年齢構成、経験などの適性に配慮しており、

学校の教育目的、教育目標を達成するためのバランスの良い教員組織が構成されている。これらの措置には、

地域有識者懇談会などの声を通した教員の研究・教育への社会や地域からの要望への対応も含まれている。 

教員の採用や昇格基準として、宮城工業高等専門学校教員選考規則が定められており、教員の採用・昇任は、

本規則に基づき公募を行った上、選考委員会において選考されており、適切な運用がなされている。 

教員の教育活動に関する定期的な評価について、教員が自らを評価する自己点検・評価、学生による授業評

価のシステムが整備され、それらの評価の結果は、刊行物として公表されている。また、学生による授業評価

は年２回実施され、この評価結果から、各教員は自己の担当する授業科目における問題点等を把握した上で、

授業方法等の具体的な改善内容を授業改善計画報告書として提出するシステムが整備されている。教員の教育

活動に関する独自の表彰制度としての教育功労者表彰、ティーチャー・オブ・ザ・イヤーを整備するなどの取

組も行われており、教員組織として目標・規範を示している。 

また、事務職員・技術職員などの教育支援者の配置については、教育課程の展開に応じて適切な支援体制が

とれるように明文化された規則に基づいて配置され、円滑な運営が行われている。 
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基準４ 学生の受入 

（１）観点ごとの分析 

観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像や入学者選抜（例えば，準学士課程入学者

選抜，編入学生選抜，留学生選抜，専攻科入学者選抜等が考えられる。）の基本

方針などが記載されたアドミッション・ポリシーが明確に定められ，学校の教職

員に周知されているか。また，将来の学生を含め社会に公表されているか。 

 ＜準学士課程＞ 

（観点に係る状況） 本校の教育の目的に沿ってアドミッション・ポリシーが定められている。本

校教職員への周知は一水会で行われた（資料４－１－①－１）。 

   資料４－１－①－１ 

 

出典: 平成１７年２月９日（水）一水会資料 

平成１８年度学生募集要項からアドミッション・ポリシーを明記し、ホームページでも公開

している。従来より中学校訪問、入試説明会等において、本校のアドミッション・ポリシ

ーは学校概要、募集要項、学校案内（中学生向け）などを用いて知らせてきたが、それら

を明文化した。中学校での高校説明会へも参加し、直接３年生へ説明もしている。学校公

開では、来校した中学生と保護者へも説明している。 

高等学校からの編入学についても、アドミッション・ポリシーが定められている（資料４－

１－①－２）。 

資料４－１－①－２ 

 
出典: 平成１８年度編入学者募集要項 

平成１８年度編入学者募集要項からアドミッション・ポリシーを明記し、ホームページでも

公開している。中学校訪問にあわせて工業高校へも訪問し、募集要項を配布するとともに
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アドミッション・ポリシーを説明している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

本科入学者及び編入学者に対するアドミッション・ポリシーが明確に定められている。

教職員への周知については、一水会で行われている。社会への公表は、ホームページによりな

されている。将来の学生への公表については、２３７校（平成１７年度）の中学校に学生募集

要項持参で訪問し、教師へ説明することにより、間接的に中学生への周知を図っている。特に、

中学校からの要請があれば、学校説明会に参加して、他の高校と一緒に直接中学３年生へ説明

をしている。また、中学生が本校を訪問した際は、詳しく説明し、施設の案内もしている。学

校公開での来校者にも説明している。編入学については工業高校への訪問による説明も行って

いる。 

 

 ＜専攻科課程＞ 

（観点に係る状況） 本校の教育の目的に沿ってアドミッション・ポリシーが定められ、本校教職

員への周知は一水会で行われた（資料４－１－①－３）。平成１８年度専攻科入学を希望する学

生にはアドミッション・ポリシーを説明し、ホームページ上へも明記し、公開した。 

    資料４－１－①－３ 

 
出典: 平成１７年２月９日（水）一水会資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

専攻科入学者に対するアドミッション・ポリシーが明確に定められている。教職員への

周知については、一水会で行われている。社会への公表は、ホームページによりなされている。

将来の学生への公表についても、ホームページによりなされている。 

 

 

観点４－２－①： アドミッション・ポリシーに沿って適切な学生の受入方法が採用されており，

実際の入学者選抜が適切に実施されているか。 

 ＜準学士課程＞ 

（観点に係る状況） 入学者の選抜は、学生募集要項に従って推薦による選抜と学力検査によ

る選抜を行っている。 

推薦による選抜では定員の３０％程度を合格させているが、その際、作文試験（資料４

－２－①－１）と面接・調査書の総合評価により合否を決定している。作文試験は、本科ア
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ドミッション・ポリシー（１）に沿った課題を選んでいる。また、面接・調査書では、アドミ

ッション・ポリシー（２）～（５）に沿った評価をしており、入学者選抜を適切に実施してい

る。 

学力検査は５科目で実施している。本校は国立高専であることから、入試問題は国立高

専共通であるが、その制約の中で数学の配点を２倍にする傾斜配点を行っている（資料４

－２－①－２）。これは、アドミッション・ポリシーに沿ったものである。入学希望学科

は第３希望まで志願でき、学力検査の結果と調査書の評価の総合評価により合否を決定し

ており、選抜は適切に実施している。 

編入学者の選抜は、編入学者募集要項に従って学力検査、調査書、面接、健康診断の総

合判定により行っている。学力検査は、英語・数学及び専門科目（工業高校などから）ま

たは物理（普通高校から）の試験を実施している。これは、アドミッション・ポリシーに

沿ったものである。 

 

資料 ４－２－①－１ 

推薦入試作文課題 

平成１２年度 「科学技術の進歩が日常生活に及ぼす影響について、思うところを書きなさい。」 

平成１３年度 現在盛んに言われている科学技術の例を一つあげ、それが２１世紀中にどのような発展を 

見せるかを想像して書きなさい。 

平成１４年度 本校は「技術者」育てる学校です。「技術者」という言葉に対して自分がどのような考えを 

持っているか、また、「技術」のどのようなことを学びたいのか、具体的に書いてください。 

平成１５年度 技術者の使命と一般消費者の役割について述べよ。 

平成１６年度 「限りある資源」を使って幸福に生き延びるためには、人類は今後どのような「技術」を持つこ

とが望ましいと考えますか。具体的に述べなさい。 

                                 出典： 平成１６年度入試説明会資料 

 

資料 ４－２－①－２ 

 ４．選抜の方法 

  ①選抜は、学力検査及び在籍（出身）学校長から提出された調査書の総合判定によります。 

  ②学力検査は、筆記試験とします。 

  ③出題する教科は、国語、社会、数学、理科及び英語の５教科とします。 

  ④各教科の配点は１００点満点とし、数学は配点の２倍とします。 

                            出典： 平成１８年度学生募集要項 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

優秀な学生を受け入れるためにアドミッション・ポリシーに沿って、推薦入試の作文の課題を

設定し、学力入試の数学の点数を２倍にする傾斜配点を行っており、適切に実施している。編入

学の場合についても、アドミッション・ポリシーに沿った試験科目を設定し、適切に実施してい

る。 
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＜専攻科課程＞ 

（観点にかかる状況） 入学者の選抜は、専攻科学生募集要項に従って推薦選抜と学力選抜、

社会人特別選抜により行っている。推薦選抜では、調査書のほか、志望専攻に対する適性を

記載した推薦書を求め、面接においては志望動機がアドミッション・ポリシーに沿っているかを

確認している（資料４－２－①－３）。社会人特別選抜については、志望専攻の入学にふさわ

しいかを企業からの推薦書で確認しており、面接においても推薦と同様にアドミッション・ポリ

シーに沿っているかを確認している。学力検査による入学者選抜については、アドミッション・

ポリシーに沿った学力検査科目を設定し、調査書及び健康診断書等の内容を踏まえて面接を行い、

志望動機、卒業研究内容、進学後の学習計画を確認して総合判定している。（資料４－２－①

－４）。 

 

資料４－２－①－３ 

    

受験番号推薦選抜用 ※

推 薦 書

平成 年 月 日

宮城工業高等専門学校長 殿

学 校 名

校 長 名 印

下記の者は、成績及び人物共に優れており、貴校専攻科 専攻

への推薦入学にふさわしい者と認められるので推薦します。

記

所属学科；

氏 名；

生年月日； 昭和 年 月 日生

学 業

志 望

専 攻

に対す

る適性

人 物

その他

 

                        出典：専攻科学生募集要項 
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    資料４－２－①－４ 

 
出典: 平成１８年度専攻科学生募集要項. 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

推薦選抜、学力選抜、社会人特別選抜はすべてアドミッション・ポリシーに沿った受け入れ

方法を採用しており、選抜が適切に実施されている。 

 

 

観点４－２－②： アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が実際に行われているかどうか

を検証しており，その結果を入学者選抜の改善に役立てているか。 

＜準学士課程＞ 

（観点にかかる状況） アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が行われているかどうかを

検証するために、入試委員会で合格者の成績や進路などの追跡調査が行われている。入試委

員会は定期的に開かれており、入学者選抜実施のための準備、合否判定、追跡調査、改善

策等を審議している。 

追跡調査の結果は、中学校訪問の際の参考資料としている。また、推薦合格者の割合や、

調査書の評定点の扱い（資料４－２－②－１）等の改善に役立てている。 

   高等学校指導要領の変更に対応して、高校からの編入学についても、試験問題の内容等

を毎回検討している。 
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    資料 ４－２－②－１ 

 

出典: 平成１６年１２月８日（水）入学試験委員会議事要録（第５回）

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

入学者選抜の結果がアドミッション・ポリシーに沿っているかを毎年検討し、その後の追跡

調査も行い、検証を行っている。これらに基づき、継続的に入学者選抜の改善に役立てている。 

 

＜専攻科課程＞ 

（観点にかかる状況） 準学士課程同様に、入試委員会で検討が行われている。また、専攻科委員

会が定期的に開かれており、入学後の成績追跡調査を行うなど入試に関する事項についても審議

している。例えば、改善策として、学力選抜の場合、平成１７年度からは「学力検査は出題科目

4科目の合計点が200点以上であることを要する」に改正された（資料４－２－②－２）。 

 

 資料 ４－２－②－２ 

専攻科委員会議事要録（第１０回） 

(2) 専攻科入学試験合否判定基準等の見直しについて 

委員長から、今年度、専攻科を受験し不合格となった者のほとんどが大学等に進学したことに鑑み、 

専攻科入学試験合否判定基準及び学力選抜試験における合否判定の取扱い等の緩和について提案があ 

り、推薦選抜試験における席次を１５番から２０番程度まで引き下げたいこと。また、学力試験の４科 

目のそれぞれの成績が３０点以上との枠を撤廃したいことなどについて種々意見の交換を行った結果、 

各委員から概ね賛同が得られた。 

            出典 平成１６年２月２５日（火） 専攻科委員会議事要録（第１０回） 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

入学者選抜の結果がアドミッション・ポリシーに沿っているかを毎年検討し、その後の追跡調

査も行い、検証している。これらに基づき、入学者選抜の改善に役立てている。 
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観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になっていな

いか。また，その場合には，これを改善するための取組が行われるなど，入学定

員と実入学者数との関係の適正化が図られているか。 

＜準学士課程＞ 

（観点に係る状況） 入学者数は平成１３年度までは定員どおり２００名であったが、１４年

度より各科５％増しの４２名までは合格者を出すことにし、１４年度２０７名、１５年度

２０９名、１６年度２１０名、１７年度２０９名の入学者となっている（資料４－３－①－

１）。１５歳人口の急激な減少（資料４－３－①－２）にもかかわらず、志願者は増加の傾向

にある。 

   高校からの編入学については、定員を定めて募集してはいないが、毎年受験者がいる。平成12

年度から開始した普通高校からの編入学についても５年目で入学者が出た（資料４－３－①－

３）。 

 

    資料４－３－①－１ 

入学者数内訳   

年度 
学科名 

入学

定員

志願

者数

志願

倍率

合格

者数

入学

者数 学力 推薦 

機械工学科 40 95 2.4 40 40 24 16 

電気工学科 40 69 1.7 40 40 26 14 

建築学科 40 90 2.3 40 40 24 16 

材料工学科 40 49 1.2 40 40 30 10 

情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 40 86 2.2 42 40 24 16 

平成

１２ 

年度 

  計   200 389 1.9 202 200 128 72 

機械工学科 40 98 2.5 40 40 26 14 

電気工学科 40 96 2.4 40 40 27 13 

建築学科 40 78 2.0 40 40 24 16 

材料工学科 40 63 1.6 41 40 29 11 

情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 40 82 2.1 40 40 26 14 

平成

１３ 

年度 

  計   200 417 2.1 201 200 132 68 

機械工学科 40 81 2.0 42 42 26 16 

電気工学科 40 58 1.5 43 40 29 11 

建築学科 40 70 1.8 42 41 29 12 

材料工学科 40 70 1.8 42 42 26 16 

情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 40 76 1.9 42 42 28 14 

平成

１４ 

年度 

  計   200 355 1.8 211 207 138 69 
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機械工学科 40 87 2.2 42 42 26 16 

電気工学科 40 44 1.1 43 40 29 11 

建築学科 40 68 1.7 42 41 29 12 

材料工学科 40 75 1.9 42 42 26 16 

情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 40 81 2.0 42 42 28 14 

平成

１5 

年度 

  計   200 355 1.8 211 207 138 69 

機械工学科 40 91 2.3 42 42 26 16 

電気工学科 40 84 2.1 42 42 27 15 

建築学科 40 75 1.9 42 42 26 16 

材料工学科 40 97 2.4 42 42 26 16 

情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 40 73 1.8 42 42 28 14 

平成

１６ 

年度 

  計   200 420 2.1 210 210 133 77 

機械工学科 40 86 2.2 42 42 26 16 

電気工学科 40 77 1.9 42 42 27 15 

建築学科 40 63 1.6 42 42 26 16 

材料工学科 40 66 1.7 42 42 26 16 

情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 40 58 1.5 41 41 27 14 

平成

１７ 

年度 

  計   200 350 1.8 209 209 132 77 

                                出典： 入試状況表 
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資料４－３－①－２ 

 

出典：学生課資料 

 

 

 

資料 ４－３－①－３ 

（２）編入学者数（すべて学力選抜）         

  ① 工業高等学校，高等学校または      ② 高等学校，中等教育学校の理数科 

中等学校の工業系の学科から      または普通科・理系コースから   

年度 学科 志願者数 合格者数 入学者数    年度 学科 志願者数 合格者数 入学者数 

  機械 1 1 1     機械 1 0 0

平成 電気 1 1 1    平成 電気 0 0 0

12 建築 2 0 0    12 建築 0 0 0

年度 材料 0 0 0    年度 材料 0 0 0

  情報 0 0 0     情報 0 0 0

  計 4 2 2     計 1 0 0

  機械 2 2 2     機械 0 0 0

平成 電気 1 0 0    平成 電気 0 0 0

13 建築 2 1 1    13 建築 0 0 0

年度 材料 0 0 0    年度 材料 0 0 0

  情報 0 0 0     情報 0 0 0

  計 5 3 3     計 0 0 0
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  機械 4 4 4     機械 0 0 0

平成 電気 1 1 1    平成 電気 0 0 0

14 建築 2 0 0    14 建築 0 0 0

年度 材料 1 1 1    年度 材料 0 0 0

  情報 0 0 0     情報 0 0 0

  計 8 6 6     計 0 0 0

  機械 4 2 2     機械 0 0 0

平成 電気 1 1 1    平成 電気 0 0 0

15 建築 2 1 1    15 建築 1 0 0

年度 材料 0 0 0    年度 材料 0 0 0

  情報 0 0 0     情報 0 0 0

  計 7 4 4     計 1 0 0

  機械 6 2 2     機械 1 1 1

平成 電気 3 2 1    平成 電気 0 0 0

16 建築 1 0 0    16 建築 0 0 0

年度 材料 0 0 0    年度 材料 0 0 0

  情報 0 0 0     情報 0 0 0

  計 10 4 3     計 1 1 1

  機械 1 0 0     機械 0 0 0

平成 電気 2 0 0    平成 電気 0 0 0

17 建築 0 0 0    17 建築 0 0 0

年度 材料 0 0 0    年度 材料 0 0 0

  情報 0 0 0     情報 0 0 0

  計 3 0 0     計 0 0 0

出典: 学生課資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

入試の倍率は２倍前後であり、定員割れを起こしたことはない。実入学者数は、定員を僅かに

上回る程度であり、適切である。平成１６・１７年度は１人の入学辞退者も出ていない。 

 

＜専攻科課程＞ 

（観点に係る状況） 過去５年間の出願者、入学者は資料４－３－①－４の通りで、専攻科発足以

来、本校では２次募集を実施したことがないが、定員割れを起こしたことはなく、成績優秀な希

望者が増加傾向にある。当初よりゆとりをもった教育環境が整備されており、定員の１．５倍程

度を受け入れている現在、学生の教育に支障は見られない。 
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資料４－３－①－４ 

専攻科の入試状況   （ ）内は他高専出身者で内数 

 出願者 合格者 入学者 

生産システム工学 推薦 10 学力 7 推薦 10 学力 7 推薦 10 学力 7 12
年
度 建築・情報デザイン学 推薦 1 学力 9 推薦 1 学力 8 推薦 1 学力 7 

生産システム工学 推薦 1 学力 12(1) 推薦 1 学力 11 推薦 1 学力 10 13
年
度 建築・情報デザイン学 推薦 2(1) 学力 10(1) 推薦 2(1) 学力 7(1) 推薦 2(1) 学力 7(1)

生産システム工学 推薦 10 学力 7 推薦 10 学力 3 推薦 10 学力 3 14
年
度 建築・情報デザイン学 推薦 6(1) 学力 12 推薦 6(1) 学力 7 推薦 6(1) 学力 4 

生産システム工学 推薦 14 学力 11 推薦 12 学力 4 推薦 12 学力 2 15
年
度 建築・情報デザイン学 推薦 7 学力 11(1) 推薦 7 学力 8 推薦 7 学力 7 

生産システム工学 推薦 7(1) 学力 11 推薦 7(1) 学力 6 推薦 7(1) 学力 5 16
年
度 建築・情報デザイン学 推薦 6 学力 12 推薦 6 学力 8 推薦 6 学力 2 

生産システム工学 推薦 19 学力 13 推薦 13 学力 7 推薦 13 学力 3 17
年
度 建築・情報デザイン学 推薦 6 学力 18 推薦 6 学力 12 推薦 6 学力 9 

* 社会人選抜による志願者・入学者は、過去６年間で１６年度及び１７年度に建築・情報デザイン

学専攻で１名のみ。 

 

出典: 専攻科入試データ

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

最近の入試の倍率は２倍以上であり、定員割れを起こしたことはない。実入学者数は、定員

の1.5倍程度であり、教育環境に支障は見られず適切である。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

１５歳人口が急激に減少している社会状況の中で中学校からの志願者は増加の傾向にあり、平

成16年度、平成17年度の合格者のうち入学辞退者はいない。また、専攻科については、発足以来、

２次募集を実施したことがないが、定員を充足している。準学士課程・専攻科課程ともに優秀な

学生が入学しており、アドミッション・ポリシーが社会的に受け入れられていると考えられる。 

 

（改善を要する点）  

該当なし 

 

 

（３）基準４の自己評価の概要 

教育の目的に沿って、準学士課程入学・編入学者及び専攻科課程入学者に対するアドミッシ

ョン・ポリシーが明確に定められている。教職員への周知は、一水会で行われており、社会へ

の公表は、ホームページによりなされている。将来の学生への公表は、中学校に学生募集要項持参
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で訪問し、教師へ説明することにより、間接的に中学生への周知を図っている。中学校からの要請

があれば、学校説明会に参加して、他の高校と一緒に直接中学３年生に説明している。また、中学

生が本校を訪問した際は、詳しく説明し、施設の案内も行っている。編入学については工業高校へ

の訪問による説明も行っている。 

準学士課程では、優秀な学生を受け入れるためにアドミッション・ポリシーに沿って、推薦入試

作文の課題を設定し、学力入試の数学の点数を２倍にする傾斜配点を行っており適切に実施してい

る。編入学の場合についても、アドミッション・ポリシーに沿った試験科目を設定し、適切に実施

している。 

専攻科課程の推薦選抜では、調査書のほか、志望専攻に対する適性を記載した推薦書を求め、

面接においては志望動機がアドミッション・ポリシーに沿っているかを確認している。社会人特

別選抜については、志望専攻の入学にふさわしいかを企業からの推薦書で確認しており、面接に

おいても確認している。学力検査による入学者選抜については、アドミッション・ポリシーに沿っ

た学力検査科目を設定し、調査書及び健康診断書等の内容を踏まえて面接を行い、総合判定してい

る。 

準学士課程では、入試委員会において入学者選抜の結果がアドミッション・ポリシーに沿ってい

るかを毎年検討し、その後の追跡調査も行い、検証している。これらに基づき、継続的に入学者選

抜の改善に役立てている。専攻科課程においても、準学士課程同様に、入試委員会で検討が行われ

ている。また、専攻科委員会が定期的に開かれて、入学後の成績追跡調査を行うなど入試に関する

事項についても審議している。 

以上より、準学士課程及び専攻科課程では、アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が行

われているかを検証しており、その結果を入学者選抜の改善に役立てている。 

準学士課程では、入試の倍率は２倍前後であり、定員割れを起こしたことはない。実入学者数は、

定員を僅かに上回る程度であり、適切である。平成１６・１７年度は１人の入学辞退者も出ていな

い。専攻科課程では、最近の入試の倍率は２倍以上であり、発足以来１次募集のみで定員を充足

している。実入学者数は、定員の1.5倍程度であり、教育環境に支障は見られず適切である。 
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基準５ 教育内容及び方法 

（１）観点ごとの分析 

＜準学士課程＞ 

観点５－１－①： 教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置（例えば，一般科目

及び専門科目のバランス，必修科目，選択科目等の配当等が考えられる。）され，

教育課程の体系性が確保されているか。また，授業の内容が，全体として教育課

程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっている

か。 

（観点に係る状況） 本校の教育課程は、各学科とも低学年に一般科目を多く配置し、学年が上が

るに従って専門科目の比重が高まる、いわゆる楔形の科目配置になっている（資料５－１－①

－１～資料５－１－①－６）。また、各学科の専門科目は、理数系一般科目などを低学年に、

専門科目を高学年に配置する体系になっており、科目間の関係も明示されている。各科目の到達

目標はすべてシラバスに記され、「深く専門の学芸を教授」するように編成されている。 

  一方、「職業に必要な能力の育成」の観点からみると、全学科ともすべての学年で実験・実習

・演習科目を配置している（資料５－１－①－１～資料５－１－①－６）。また、そのほか

の専門科目についても基礎的な内容から始めて、次第に深めていくような配置になってお

り、到達目標がシラバスに明記されている。 

  次に本校準学士課程の教育目標に沿った体系性について分析する。教育目標のうち

「（１）科学と工学の基礎を身につけさせる」ために、一般理数系科目や各学科の専門科目を

配置している。教育目標のうち「（２）豊かな教養と総合的な判断力をもたせる」については、

一般文系科目がその中心を担い、全学生必修の工業倫理を通して技術者としての倫理観も涵養

している。教育目標のうち「（３）自主的に考え行動する力を育てる」については、卒業研究

や特別活動、課外活動などで対応している。「（４）自らの考えを正しくまとめ、表現する力

をもたせる」については、卒業研究や工学実験を配置し、発表会やレポート記述によって力を

もたせている。なお、平成18年度には、これに対応する科目としてテクニカルライティングを

開講する。「（５）豊かな発想を尊重し、創造性を育む」については、2学年に創造実習、4学

年に総合セミナー、5年生に卒業研究を配置している。 

  もとより、教育目的、教育目標を達成するため、本校で開講しているすべての科目や特別活動、

課外活動は、相互に関連するように、適切に体系づけられている。また、高学年を中心とする専

門科目については、エンジニアとして必須で全ての目標に関係が深い環境工学、経営工学及び工

業倫理を共通科目として全学科の学生に学ばせるカリキュラムとしている。 

また、各学科においては、各学科の目標をシラバスに掲げ、目標に沿った各科目の編成

や留意事項を記載している。機械工学科の例を示す（資料５－１－①－７）。同時に先に

示した各学科科目系統図（資料５－１－①－２～資料５－１－①－６）を作成記載してお

り、授業内容がカリキュラムの編成の趣旨に沿ったものであることがわかる。 

なお、平成15年度からの新カリキュラム（03C）編成方針は、資料５－１－①－８のよう

になっている。 
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資料５－１－①－１ 一般科目系統図 

                         出典：学習の手引き(2005) p.19 

 

資料５－１－①－２ 機械工学科科目系統図 

                         出典：学習の手引き(2005) p.20 
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資料５－１－①－３ 電気工学科科目系統図 

                         出典：学習の手引き(2005) p.21 

 

資料５－１－①－４ 建築学科科目系統図 

                         出典：学習の手引き(2005) p.22 
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資料５－１－①－５ 材料工学科科目系統図 

                         出典：学習の手引き(2005) p.23 

 

資料５－１－①－６ 情報デザイン学科科目系統図 

                         出典：学習の手引き(2005) p.24 
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資料５－１－①－７  

 

  
 

出典：学習の手引き(2005) p.M2 
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資料５－１－①－８ 

  ２ ０３Ｃの編成方針 

  ０３Ｃにおける主要な共通理解項目は次のようなものである。 

（１） 基礎基本を重視した教育内容とする。 

（２） 一般―専門の指導の継続性に配慮する。 

（３） 新共通科目を導入する。（ＪＡＢＥＥ対応）。 

（４） 成績評価のあり方について具体的に提案する。 

（５） 授業改善に向けてのシステムを作る。 

（６） 進級認定基準を見直す。 

（７） その他 

     出典：２００３年度 新カリキュラム作成検討ワーキンググループ（０３Ｃ）報告書 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

教育の目的に照らして、学年毎に科目の配置、学年間での連携を考慮して、カリキュラムが

編成されている。本校の教育目標のそれぞれに沿ってバランスよく科目が設定・配置されてい

る。各学科の教育目標に照らしても専門科目は適切に配置されており、シラバスに明記されて

いる。 

 

 

観点５－１－②： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他学科の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イン

ターンシップによる単位認定，補充教育の実施，専攻科教育との連携等が考えら

れる。）に配慮しているか。 

（観点に係る状況） 意欲ある学生に多様な学習機会を提供するため、学都仙台単位互換ネットワ

ークに加盟している(資料５－１－②－１)。相互交流の実績はまだないが、新しい設置基準の改

正を待って、来年度以降学生が外部単位を受講しやすい時間割の編成を予定している。社会の動

向を踏まえ、環境工学や生物学に関する科目を設定した。4年次では長期休業期間中に短期イン

ターンシップを実施しており、実働５日以上で１単位、実働１０日以上で２単位修得できる。平

成１６年度の実施状況を資料５－１－②－２に示す。専攻科修了時のJABEE修習技術者の認定の

ための単位認定を認定会議の際に行っている。同時に、大学評価・学位授与機構への学士申請の

ために、学科ごとに3年生からの科目について認定を行っている。また、進学希望者の要請に応

じて、春休み期間に数学の集中講義を実施している。 
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  資料５－１－②－１ 
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 資料５－１－②－２ 
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（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

新たな学習ニーズに対する全学的な取組みとして、近隣の高等教育機関との授業科目履修に関

する協定が実現されており、意欲を持った学生に対する多様な学習機会の提供を可能としている。

本校創設当時より実施されてきた４年次の校外実習（インターンシップ制度）により教育効果を

挙げている。 

 

 

観点５－２－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，

情報機器の活用，基礎学力不足の学生に対する配慮等が考えられる。） 

（観点に係る状況） １、２年次は混合学級であり、基礎学力の徹底や学習意欲の向上が図られて

いる。また、３年次からは各学科に分かれている。観点５－１－①に示したとおり、カリキュラ

ムは教育の目的に沿った科目構成になっている。 

それらの科目の授業形態は講義、演習、実習・実験に大別される。資料５－２－①－１は、機

械工学科及び建築学科の専門科目を例にして授業形態の割合を示している。また、別添資料５－

２－①－２に示すように、１、２年次では、通常の実験・実習に加えて、教室での講義の中に演

習や実験を組み合わせる授業形態となっており、理論とその実践による相互の学習により基礎力

の徹底を図る工夫がされている。高学年では実験、実習が約半数を占めるよう学年進行が設定さ

れている。これらのバランスは適切である。 

１、２年次で開設される共通基礎科目では、演習や実験の時間を確保して基礎基本を重視した

授業形態をとっている。情報基礎では、学生が一人一台の情報機器の操作をしながら、本校教員

団により編集された教科書を利用して学習できる形態をとっている(資料５− ２− ①− ３)。 

工作実習や工学実験などの実験・実習科目では、少人数のグループに分かれて実践的な技術の

体験と理解を深められるよう、工夫がされている。 

正課授業以外に課題学習及び特別学修という時間を設けている (資料５− ２− ①− ４、資料５

− ２− ①− ５) 。今年度からは、特別学修Ａの資格であるＴＯＥＩＣの学内受験の体制を整備し、

４年次の受験を義務付けている（資料５− ２− ①− ６）。 

 

資料５－２－①－１ 

講義
52%

実習
37%

演習
5%

実験
6%

講義
演習
実験
実習

実験
0% 演習

12%

実習
40%

講義
48%

講義

演習
実験
実習

 

 機械工学科 建築学科 

 

出典：学生課資料 
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資料 ５－２－①－３ 
 

 

 

                   

 出典：学習の手引き(2005) p.G16
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資料５－２－①－４ 
 

 
              出典：平成１７年度学生便覧 p.70～72
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資料５－２－①－５ 

 

 

出典：教務便覧(平成１７年度版) p.19 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

資料 ５－２－①－６ 

 

 

出典：平成１７年３月一水会 資料 12 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

１、２年次では、体験重視型の教育体系を実現するために、通常の実験・実習に加えて、教室

での講義の中に演習や実験を組み合わせる授業形態となっており、高学年では実験・実習・演習

が約半数を占めるよう工夫されている。 

  実習科目等での教育効果に配慮した時間割編成を行っている。加えて、課題学習や特別学修の

時間を設けたり、TOEICの受験環境を整えたりして、学習指導法の工夫がされている。 
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観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，適切なシラバスが作成され，活用されている

か。 

（観点に係る状況） 教育課程の編成の趣旨に沿って、シラバス作成上の注意事項を教員に周知し

て（資料５－２－②－１）、適切に作成している。シラバスは統一した様式でまとめて冊子にさ

れ、全学生、全教員に配布され、ホームページにも載せている。 

各科目のシラバスには、授業の目標と内容、到達目標を明記している。授業内容は科目の目標

に到達できるように担当教員により設定されている。さらに、シラバスには授業の内容だけでな

く、生産システムデザイン工学教育プログラムの教育目標との対応も示してある。 

初回の授業では受講学生に対してガイダンスが行われ、シラバスを用いて授業内容の説明がさ

れている。また、学生が、試験実施の有無の確認、大学編入学者が単位読み替えのときの提出資

料として活用している。 

シラバスは、毎年授業評価アンケート結果などを反映して更新されている。授業評価アンケー

トの質問の中に、シラバスに沿っているかを問う項目がある。 

 
資料 ５－２－②－１ 

出典：教務便覧(平成１７年度版) p.2

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

シラバスは適切に整備されており、授業開始時のガイダンス及び授業評価アンケート実施にお

いて学生からの評価に活用されている。 

 

 

観点５－２－③： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行わ

れているか。 

（観点に係る状況） ２年間の試行を踏まえて、２学年必修で創造実習を平成１６年度から実施し

ている（資料５－２－③－１）。これは、５学科混合編成班（５～６人）で複数学科融合テーマ

を実習するものであり、創造性を育む方法として定着しつつある。なお、平成１８年度から４学

年時に必修「総合セミナー」をＰＢＬ方式で行うこととなっている。 

インターンシップは、従来から４学年時「校外実習」の科目として行い、県内外の企業で実習

し、その後、学生が報告書を提出した上、学科ごとに教員・学生を含めた報告会を実施して、１ 

～２単位を与えている（資料５－２－③－２、資料５－２－③－３）。  
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資料５－２－③－１ 

 

                  出典：学習の手引き(2005) p.G28 
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資料５－２－③－２ 

 

                         出典：平成 17 年度学生便覧 p.88～89 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 - 86 -



宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

資料５－２－③－３ 「校外実習」実習報告書 

    

                          出典：学生課資料 

  

 

（分析結果とその根拠理由） 非常に優れている。 

十分な検討を重ねた創造実習が、混合学級として運営されている２年生において、学科の枠を

越えて実施されている。また、「校外実習」（インターンシップ）は４年学生のほとんどが履修

し、単位を修得している。実習報告会により、現代の技術は複合分野にまたがる特性を持つこと

を体験するなど、企業における技術の動向を知り、進路決定の際に大いに参考になっている。以

上、創造性を育む教育の工夫を行っており、インターンシップの活用が十分に行われている。 

 

 

 

 

 - 87 -



宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

観点５－３－①： 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学生に

周知されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，進級認

定，卒業認定が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況） 成績評価や進級・卒業認定の判断基準が規則として制定されている。 

成績評価や進級認定、卒業認定の規則は、学生便覧やシラバスに記載されており(資料５− ３

− ①− １)、周知されている。 

進級認定は全教員が出席する進級認定会議、卒業認定は全教員が出席する卒業認定会議により、

それぞれ決定されている (資料５− ３− ①− ２)。両会議では、学生の成績一覧を作成するとと

もに、不合格科目を有する学生の一覧をもとに審議しており、適切に実施している。(資料５−

３− ①− ３、資料５− ３− ①− ４、資料５− ３− ①− ５)  

なお、第１学年及び第２学年から上学年への進級に関しては、「仮進級に関する内規」を設け

ており、厳格かつ慎重に運用されている (資料５− ３− ①− ６)。仮進級者に対しては、仮進級

後の個別指導を行い、再評価することになっている。 

 

 

資料 ５－３－①－１ 

 

出典：平成１７年度学生便覧 p.68
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

 
 

資料５－３－①－２ 

 

 
出典：宮城高専 規則集 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料 ５－３－①－３ 平成 16 年度学年末成績一覧 

 

出典：平成１６年度学年末成績一覧 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

 
資料 ５－３－①－４ 

 
 

出典：平成１６年度進級認定会議資料 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料５－３－①－５ 平成 16 年度学年末成績度数分布 
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M5 工学実験 
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出典：平成１６年度学年末成績度数分布 機械工学科
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

 
資料 ５－３－①－６ 

 

 
 

出典：教務便覧(平成17年度版) p.8 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

成績評価や進級・卒業認定に関する規則が制定され、これらは学生便覧やシラバスに記

載されており、学生への周知も十分行われている。 

また、全教員が出席する進級・卒業認定会議において、適切に成績評価・単位認定や進級・

卒業認定が行われている。 

 

 

観点５－４－①： 教育課程の編成において，特別活動の実施など人間の素養の涵養がなされるよ

う配慮されているか。 

（観点に係る状況） 本校では創立以来、教育目的の中で、人間性豊かな技術者の養成をうたって

いる。特別活動及び特別活動の一環として実施する人間性を豊かにするための学校行事を学則で

規定している。特別活動は、年間計画書に基づき１年から３年までの時間割に組み込まれ、特別

活動の重要性を強調している（資料５－４－①－１、資料５－４－①－２、資料５－４－①－

３）。時間割に組み込まれたものだけで90時間を十分に確保している。 

また、１）交通安全講話、２）保健衛生講話、３）芸術鑑賞等を各学年の特別活動に割

り当て、年齢に応じた人間の素養を磨くための配慮をし、外部講師を招くなどの努力をし

ている(資料５－４－①－４)。 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

   

資料５－４－①－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

資料５－４－①－２ 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

資料５－４－①－３ 平成１７年度ＨＲ計画書 

     

                               出典：学生課資料 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

 

資料５－４－①－４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 非常に優れている。 

ホームルームを中心とした特別活動に関し、学年ごとに内容を変えながら年間計画をたて、人間性

の素養の涵養がなされるように運営体制ができ、実行されている。 

 

 

観点５－４－②： 教育の目的に照らして，生活指導面や課外活動等において，人間の素養の涵養

が図られるよう配慮されているか。 

（観点にかかる状況） 本校の指導体制と指導方針が学生委員会によって、年度毎にたてられてい

る（資料５－４－②－１）。生活指導に関する側面としては、特別活動を通して校内清掃を全学

年で行い（資料５－４－②－２）、地域とも連携して交通安全・防犯等に努めている（資料５－

４－②－３）。また、外部講師を招いて保健衛生講話、交通安全講話を開催し、学年に応じて学

生の教育を行うよう心がけている（資料５－４－②－４）。特に、入学時に合宿オリエンテーシ

ョンを行い新入生が宮城高専の学生として学生生活にとけこむための配慮がされている（資料５

－４－②－５）。また、学生会役員をオリエンテーションに派遣し、学生の立場から、学生生活

について説明してもらうなど、特色ある教育機会を設けている。さらに、２年生のスキー教室、

４年生の工場見学旅行等を実施している。 

学生会を含むクラブ活動では、学生の80％がクラブ登録し、各クラブに顧問を配置し、顧問の

指導の下、それぞれの活動を行っている(資料５－４－②－６、資料５－４－②－７)。優れた実

績をあげているクラブも多く、学生の人間性の涵養に大きく寄与している。 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

資料５－４－②－１ 

       

平成１７年度学生委員会委員名簿及び主事・主事補担当について 

 

１ 学生委員会 

 

  委員長 飯田清志（学生主事，総合科学系） 

委 員 柴田尚都（主事補，総合科学系），遠藤智明（主事補，総合科学系）， 

            笠松富二夫（主事補，建築学科），北島宏之（主事補，情報デザイン学科）， 

            大久忠義（機械工学科），佐藤喜一（電気工学科），熊谷進（材料工学科） 

  幹 事 二宮徹平（学生課長） 

   

２ 主事・主事補担当分担 

 

主   事    ・ 総括                         

         ・ 就職対策小委員会                    

 

 

遠藤（智）主事補  ・ 賞罰委員会委員 

   （主事代行）  ・ 試行的機関認証評価ＷＧ委員 

           ・ 学内指導関係 

           ・ 厚生補導関係 

           ・ 新入生合宿研修関係 

 

笠松主事補    ・ 行事委員会委員 

         ・ 学生会指導関係 

・ 高専祭関係 

・ 校内スポーツ大会関係 

・ 文化部発表会関係 

・ 留学生関係 

 

柴田主事補    ・ クラブ指導関係 

・ 高専体育大会関係 

・ 合宿関係 

・ 三高専定期戦関係 

・ 試行的機関認証評価ＷＧ委員 

・ 新入生合宿研修関係 

 

北島主事補    ・ 広報委員会委員 

・ 学外指導関係 

・ 車両通学関係 

・ 交通安全指導関係 

・ 学警連関係 

                           出典：平成１７年４月一水会 資料 

 

 

資料５－４－②－２ 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

資料５－４－②－３ 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

資料５－４－②－４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５－４－②－５ 

 

1.新入生オリエンテーションの目的・意義 
 

宮城高専に学ぶ    ：学校のシステム、カリキュラム、校訓、教育目標、学生生活等を学ぶ。 

相互理解と仲間づくり ：教職員・学生間の相互理解と仲間をつくる。 

学生としての自覚を持つ：自由な発想に基づき、自主的に勉学・活動し、自己の責任を自覚する。 

 
                                        出典：平成１７年度新入生合宿のしおり 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

資料５－４－②－６      

 

宮城工業高等専門学校

委員会名 クラブ名

笠松富二夫 千葉幸一郎 越智　真治

櫻井　　宏 佐藤　一志

校紀厚生委員会 バレーボール(男子) 宍戸　隆之 遠藤　智明 大久　忠義

出 版 委 員 会 バレーボール(女子) 遠藤　　昇 岡﨑久美子 宍戸　隆之

放 送 委 員 会 卓 球 佐藤　　隆 徳能　　康 鈴木　吉朗

応 援 団 鯨井千佐登 ソ フ ト テ ニ ス 飯藤　将之 伊藤　昌彦 佐藤　安功

菅野　洋行 佐藤建太郎 松浦　　眞

武田　光博

部会名 バスケットボール 佐藤　次男 佐々木悊彦 浅田　　格

熊谷　　進 古瀬　則夫 （男子）

伊藤　昌彦 越智　真治 バスケットボール 浅田　　格 西村　正夫 佐藤　次男

佐藤　一志 北島　宏之 （女子）

丹野　　顕 北川　明生 小林　　仁 片山　一郎

千葉　正昭 本間　敏行

柔 道 平間　哲雄 石山　純一

クラブ名 剣 道 吉田　光彦 今野　一弥 唐澤　信司

本郷　　哲 周　　志云 生田　信之 野本　俊夫 野角　光治

谷垣　美保 花熊　克友 豊岡　忠義

ギターバンド 佐藤　和彦 鈴木　勝彦 渋谷　純一 庄司　　彰

写 真 武田　　淳 佐藤　友章 熊谷　広子

アマチュア無線 桜庭　　弘 熊谷　　進 田口　　收 伊藤　憲雄

茶 道 佐々木典彦 本間　敏行 佐藤　喜一

園 芸 高村　　潔 柴田　尚都 中村　富雄 北島　宏之

美 術 畠山　智宏 丹野　　顯

天 文 松浦　　眞 熊谷　晃一 空井　伸一 内海　康雄

文 芸 空井　伸一 甲斐エイ子 赤澤　　真

書 道 岡﨑久美子 ア ー チ ェ リ ー 石川　信幸 松谷　　保 永山　広樹

折田　寛彦 遠藤　智明 体 操（学生委員会）

石川　信幸 柴田　公博 自 転 車 佐藤　安功

Ｅ Ｓ Ｓ 千葉　元信 武田　　淳

囲 碁 野角　光治 赤澤　　真

文化系クラブ世話役：　学生委員会

ラ グ ビ ー

笠松富二夫（学生主事補）
硬 式 野 球

テ ニ ス

サ ッ カ ー

自 動 車

陸 上 競 技

水 泳

技 術 研 究 部 会

文 化 部 会

ワンダーフォーゲル

メカトロニクス
研 究 部 会

ソフトウェア
研 究 部 会

バ ド ミ ン ト ン吹 奏 楽

平成１７年度　クラブ等顧問一覧表

運 動 部 会専 門 委 員 会

野角　光治（図書館長補）

行 事 委 員 会
伊藤　昌彦（教務主事補）

遠藤　智明（学生主事補）

佐藤　安功（図書館長補）

 

                     出典：平成17年4月6日一水会 資料 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

資料５－４－②－７ 

ロボコン実績 

 

プロコン実績 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

 

文化部活動一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動部活動（全国高専大会実績） 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

（分析結果とその根拠理由） 非常に優れている。 

学生委員会を中心に全教員が学生指導を行っている。清掃等については、特別活動の一環

として組み込み、校内の美化に努めている。また、外部講師の各種講話の実施を行い、人間性

の素養の涵養に努めている。また、学生会役員を新入生合宿オリエンテーションに派遣し、新

入生に対し学生会役員が学生生活について説明する機会を与えている。学生会を含むクラブ活

動においても、学生の80％がクラブ登録し、クラブ顧問の指導の下、好成績をあげ学問との両

立が図られている。本校の教育の目的「自らに厳しく、しかも人間性豊かな技術者の養成」に

照らし、全教員が課外活動の重要性を認識しており、教員は少なくとも１つのクラブ等顧問と

なり学生指導を行っている。 

 

 

＜専攻科課程＞ 

観点５－５－①： 準学士課程の教育との連携を考慮した教育課程となっているか。 

（観点に係る状況） 準学士課程の科目と専攻科の科目の関連は、平成１５年度大学評価・学位

授与機構へ提出した関連図（資料５－５－①－１、資料５－５－①－２）の通りである。専

攻科修了時のJABEE修習技術者の認定のための単位認定についても同様の連携を行っている。こ

のように、準学士課程の教育との連携を十分考慮した教育課程になっている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

生産システム工学専攻では、機械工学系、電気工学系、材料工学系の専門を、また、建

築・情報デザイン学専攻では、建築系、情報デザイン系のそれぞれの専門をさらに深める

教育課程となっている。この観点から、準学士課程の教育との連携を考慮した教育課程とな

っている。 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

 

 

 

           出典：平成15年度 教育の実施状況等の審査に係る提出資料 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

 
             出典：平成15年度 教育の実施状況等の審査に係る提出資料 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

観点５－５－②： 教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置（例えば，必修科目，選択科目

等の配当等が考えられる。）され，教育課程の体系性が確保されているか。また，

授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成す

るために適切なものになっているか。 

（観点に係る状況） 専攻科の教育目標は（５－５－②－１）である。また、本科４年次から

専攻科２年次までの教育プログラムの教育目標は、上記の専攻科教育目標に包含されて設

定され、具体的には（資料５－５－②－２）の(A)～(E)のようになっている。 

それぞれの、専攻科教育目標に沿った体系性について分析する。専攻科教育目標の

（１）を達成するために、専門基礎科目及び専門科目、特別研究（必修）を各専攻の体系

を考慮して配置している。専攻科教育目標（２）を達成するために、一般科目（歴史と文

化など）専門基礎（地球環境と都市（必修）、技術者倫理（必修）を配置している。専攻

科教育目標（３）を達成するために、特別研究（必修）、専攻実習、専攻実験（必修）、

専攻演習（必修）、創造工学演習（必修）を配置している。専攻科教育目標（４）を達成

するために、英語I、英語II、特別研究（必修）を配置している。専攻科教育目標（５）は、

創造工学演習（必修）、特別研究（必修）を中心として達成できるようにしている。 

  なお、専攻科教育目標（１）～（５）と生産システムデザイン工学教育プログラムの教

育目標（A）～（E）との対応について述べると、（A）は（1）に、(B)は(2)に、(C)は(4)

に、(D)は(1)と(5)に、（E）は(1),(3),(5)に、それぞれ概ね基づいている。 

また、生産システム工学専攻と建築・情報デザイン学専攻の生産システムデザイン工学

教育プログラムの教育目標(A)～(E)に対応する一般科目、専門基礎科目、及び専門科目の

構成はシラバスに記してあり（資料５－５－②－３）、必修科目、選択科目のバランスも

適切なものとなっている（資料５－５－②－４）。 

また、本校の専攻科のカリキュラムは、大学評価・学位授与機構の学位取得のための科

目配置に対応している。専攻科を修了するには学位取得が必要条件になっており、授業内

容、編成ともに適切なものになっている。 

 

資料５－５－②－１ 

  
                 出典：平成17年度学生便覧 
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資料５－５－②－２ 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

 

   

 

出典：学習の手引き(2005) p.AC1-AC2 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

資料５－５－②－３ 

  

出典：学習の手引き(2005) p.AC4 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

資料５－５－②－４ 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

 

  

 

出典：学習の手引き(2005) p.AC5-AC6 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

本校の専攻科教育目標に照らして、各目標に対する科目群が体系性をもって適切に配置され

ている。特に、技術者能力の根幹を成す科目、「技術者倫理」、「地球環境と都市」、「特別

研究」、「専攻実験」、「専攻演習」、「創造工学演習」、「長期インターンシップ」は、両

専攻において必修科目としている。 

また、生産システム工学専攻では、主として機械工学、電気工学、及び材料工学の関連

科目を、建築・情報デザイン学専攻では、主として建築学、及び情報デザイン学の関連科

目を履修できるようになっている。このように複眼的視野と複合的領域へのデザイン対応

力を持ちながらも、最も自信のある専門工学領域の基本的素養を持つエンジニアの育成の

ために、授業科目が適切に配置され、内容的な体系性が確保されている。 

 

 

観点５－５－③： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他専攻の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イン

ターンシップによる単位認定，補充教育の実施等が考えられる。）に配慮してい

るか。 

（観点に係る状況） 平成１７年度専攻科履修の手引き（資料５－５－③－１）の中に「他専

攻科目」の項目が設けられており、必要に応じて他専攻の科目を履修することが可能である。 

  他高等教育機関の単位としては、放送大学の単位が取得できること（資料５－５－③－２）

及び、平成１５年１２月には、「学都仙台単位互換ネットワーク」（資料５－１－②－

１）に加入し、平成１６年１月には、東北大学工学部、本校、仙台電波高専間の単位互換

協定が締結され（資料５－５－③－３）、広範な学習の道が開かれている。また、先端技

術の動向を理解させるなどの教養講座を開設してきた（資料５－５－③－４：専攻科委員

会議事要録）。さらに、平成１６年度から、専攻科１年生に１か月から２か月に及ぶ長期

インターンシップを導入し、本年度から単位認定を行う（資料５－５－③－５）。 
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資料５－５－③－１ 

   

                出典：平成17年度専攻科履修の手引き 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

 

 

資料５－５－③－２ 

 

  
 

出典：学習の手引き(2005) p.AC8 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

資料５－５－③－３ 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

資料５－５－③－４ 

専攻科委員会議事要録（第８回）からの抜粋 

 

日 時：平成１５年１２月１８日（木） １６時～１７時１０分 

場 所：第一会議室 

議 事 

 

 ４．特別教養講座の報告について 

   委員長から、１２月１７日（水）に実施した、東北大学大学院 生体工学分野 バイオロボ

テックス専攻 和田 仁教授の特別教養講座について報告があった。 

出典：専攻科委員会議事要録（第８回）
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

 

資料５－５－③－５ 

    

2005.07.13

第４回一水会資料 

専攻科委員会

第３回専攻科委員会 

日 時：平成１７年６月２７日（月）１６：１５～１７：１５ 
場 所：第２会議室 

 

１． ２年生進路確定状況 

表１ 進路確定状況（内々定など） 

生産システム工学専攻（10名就職希望，２名進学希望） 建築・情報デザイン学専攻（７名就職希望，３名進学希望）

（株）日本セラテック 東日本旅客鉄道（株）（自由・内々定辞退） 

セコムテクノサービス（株）（推薦） 

北日本電線（株） パイオニアシステムテクノロジー（株） 

東京エレクトロン AT（株） （株）仙台ニコン 

松下電器産業（株）パナソニックＡＶＣネットワークス社 （株）日本デジタル研究所（自由・内々定辞退） 

大日本印刷（株）（推薦） 

キヤノン（株） （株）アルファシステムズ 

高砂熱工業（株） ダイダン（株）（自由・内々定） 

（株）仙台ニコン  

（株）日本製鋼所 豊橋技術科学大学大学院など学力受験予定 

 東北大学大学院情報科学研究科推薦受験予定 

 東北大大学院、豊橋技科大大学院学力受験予定 

茨城大学大学院理工学研究科推薦受験予定  

東北大学大学院環境科学研究科推薦受験予定  

 

２． 長期インターンシップ 
表２ 実習先企業等 

生産システム工学専攻（16名） 建築・情報デザイン学専攻（16名） 

宇宙航空研究開発機構 角田宇宙センター 空調企業 

（株）ジェー・シー・イー（県産業人材育成課） 本間総合計画 

宇宙航空研究開発機構 角田宇宙センター 仙台ワーキング倶楽部 

日本アトマイズ加工（株） エムアイティ建築研究所 

NSK（株）（旧社名：日本施設工業（株）） 県庁・都市計画課 

（株）日本セラテック 県庁・地域振興課 

（株）ジェー・シー・イー（県産業人材育成課） （株）イマジックデザイン 

（株）ジェー・シー・イー（県産業人材育成課） 仙台ワーキング倶楽部 

（株）仙台ニコン （株）イマジックデザイン（社会人入学生） 

日本精工調整中 県庁・臨空地域整備推進課 

住友ベークライト 通研電気工業（株）技術本部 製品開発部 

松下電器産業（株）仙台工場 県庁・環境政策課 

東北リコー 竹中工務店・東北支店 

アルプス電気 県庁・建築宅地課 

YKK 金属材料研究所 （株）建築工房 DADA 

仙台ニコン調整中 （株）ピーエス三菱（岩沼） 

 
３．その他  

 

                      出典：平成１７年７月１３日 一水会 資料 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

  

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

補充教育（教養講座の開講）を含め、他専攻の授業科目の履修、放送大学の単位取得、本校近

隣の高等教育機関との単位互換など、学生の多様なニーズ、学術の発展動向、社会からの要請な

どに対応した教育課程の編成に配慮している。また、本年度から長期インターンシップの単位認

定を行うなど、学生の多様なニーズ、学術の発展動向、社会からの要請等に対応した教育課程の

編成となっている。 

 

 

観点５－６－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，

情報機器の活用等が考えられる。） 

（観点に係る状況） 専攻科における授業科目と授業方式は、資料５－５－②－４のようになっ

ている。専攻科がめざしており、教育目標の基本となっている「複眼的視野と複合的領域

へのデザイン対応力を持ちながらも、最も自信のある専門工学領域の基本的素養を持つエ

ンジニアの育成」を達成するために、「データ解析学」と「地球環境と都市」などの幅広

い分野の科目、「生体工学」と「素材と機能」などの複合的な科目を、両専攻に共通な専

門基礎科目として設けており、実務の現場での横断的な知識が必要な問題解決に携わる

「長期インターンシップ」を必修にしている。また、演習、実験、実習科目である「特別

研究」、「専攻実験」、「専攻演習」、「創造工学演習」などを必修にしている。 

  なお、専攻科においては62単位以上を修得しなければならないが、25単位以上が研究・

実験・演習・実習科目となっており、その割合は約40％であり、授業形態のバランスは適

切である。 

それぞれの授業の工夫「創造工学演習」では、グループに分かれての企画、設計、製作、及び、

情報機器を利用したプレゼンテーション、対話・討論をマルチメディア教室で行っている（資

料５－６－①－１）。「技術者倫理」においては、マルチメディア教室においてビデオを

利用した授業を実施している（資料５－６－①－２）。また、「専攻演習（生産システム

工学）」、「応用信号処理論」では、「SciLAB」などのソフトウェアと情報機器を用いたコン

ピュータシミュレーションなどの授業を行っている（資料５－６－①－３、資料５－６－①

－４）。さらに、「環境システムシミュレーション」においては、（資料５－６－①－

５）に示すように、必要に応じて、外部で行われるシンポジウムやワークショップを活用

した授業が行われている。 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

 

資料５－６－①－１ 「創造工学演習」学生発表資料 

  

 

                   出典：「創造工学演習」学生発表資料 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

資料５－６－①－２ 

 

   
 

出典：学習の手引き(2005) p.AC15 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

資料５－６－①－３ 

 

   
 

出典：学習の手引き(2005) p.AC36 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

資料５－６－①－４ 

   
 

出典：学習の手引き(2005) p.AC88 
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資料５－６－①－５ 

 

   
 

出典：学習の手引き(2005) p.AC82 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

 （分析結果とその根拠理由） 優れている。 

講義形式の授業が半数強を占めるが、演習、実験、実習等とのバランスも適切である。さらに、

教材の工夫、少人数授業対話・討論型授業、フィールド型授業、情報機器を活用し、それぞれの

教育内容に応じた適切な学習指導法を工夫している。 

 

 

観点５－６－②： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行わ

れているか。 

（観点に係る状況） 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し、適切に対応する基礎

的な能力を養成する科目として、「専攻科特別研究」、「創造工学演習」及び「長期インタ

ーンシップ」を必修科目としている。「創造工学演習」では、ある課題を与えたうえでグルー

プに分けての企画、設計、製作、及び、情報機器を利用したプレゼンテーションを行っている

（資料５－６－②－１、資料５－６－①－１）。また、本年度より、「長期インターンシ

ップ」は単位認定される（資料５－６－②－２、資料５－６－②－３）。 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

 

資料５－６－②－１ 

 

   
 

出典：学習の手引き(2005) p.AC37 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

資料５－６－②－２ 

   

出典：学習の手引き(2005) p.AC38 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

資料５－６－②－３ 

   

   

        出典：2005年度 長期インターンシップのガイドライン 
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宮城工業高等専門学校 基準５ 
 
 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

専攻科特別研究に加えて、創造性を育むことを目的とした創造工学演習があり、また、長期

インターンシップを実施しており、創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターン

シップの活用が行われている。 

 

 

観点５－６－③： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，

教育方法や内容，達成目標と評価方法の明示など内容が適切に整備され，活用さ

れているか。 

（観点に係る状況） 教育課程の編成の趣旨に沿って教務委員会がシラバスを作成している（資料

５－２－②－１）。平成１４年度には、授業の目標と概要、授業の内容、到達目標、評価法、前

提となる知識・自学自習の必要性などの履修上の注意を記載した。さらに、平成１５年度には、

平成１４年度版に生産システムデザイン工学教育プログラムの教育目標との対応の項を追加、整

備した。 

なお、本校専攻科の教育目標と生産システムデザイン工学教育プログラムの教育目標との対応

関係については、観点５－５－②において述べたとおりである。 

また、４月の新入生、及び２年生のオリエンテーションにおいて、シラバスを使用するのは

もちろんのこと（資料５－６－③－１：専攻科オリエンテーション資料）、各教員が授業

を開始するのに当たって、シラバスに基づき、担当科目の到達目標などについて説明して

いる。 

学生には、選択科目の履修計画や試験実施の有無の確認に利用されているほか、授業評

価アンケートに回答する際にもシラバスは利用されている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 良好である。 

専攻科のシラバスにおいても、全ての科目について、授業の目標と概要、履修上の注意、授業

の内容、到達目標、評価方法、及び教育目標との対応が明記され整備されている。また、シラバ

スは、オリエンテーションや選択科目の履修計画、授業評価アンケートにおいて活用されている。 

 

 

観点５－７－①： 専攻科で修学するにふさわしい研究指導（例えば，技術職員などの教育的機能

の活用，複数教員指導体制や研究テーマ決定に対する指導などが考えられる。）

が行われているか。 

（観点に係る状況） 特別研究の指導体制、テーマ、履修上の注意、スケジュール、及び到達目標

は、シラバス（別添資料５－７－①－１）に明記されている。研究テーマは、指導教員の専

門を生かした専攻科で修学するにふさわしいものを事前に提示し、その中から学生が選択

している。また、特別研究の発表は、専攻科１年生には中間発表、２年生には最終発表が課せ

られており、当該分野の博士の学位をもった複数の教員による質疑応答が行われ、研究指導が専

攻科で修学するにふさわしいものであることを確認している。 

また、専攻科特別研究論文集（資料５－７－①－２）に示すように、複数教員の指導体制
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の設定や総合科学系理数科の教員が、専攻科生の特別研究の指導に参加する場合もある。 

専攻科の特別研究では、原則として、学会発表が義務付けられている（別添資料５－７－①

－１）。 

教育研究技術支援室の技術職員も実験の装置製作に協力している（資料５－７－①－３）。 

 

 

資料５－７－①－２ 専攻科特別研究論文集 

   

               出典：専攻科特別研究論文集第6号 目次 
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資料５－７－①－３ 

 

   

出典：教育研究技術支援室ホームページ 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

総合科学系理数科の教員が特別研究の指導を行う場合や、複数教員による指導体制がとられる

場合がある。また、教育研究技術支援室の技術職員も研究補助として、実験装置の製作などに協

力している。シラバスには特別研究にふさわしい課題が設定、明記され、専攻科で修学するにふ

さわしい研究指導が行われている。 

 

 

観点５－８－①： 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周知さ

れているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定が適

切に実施されているか。 

（観点に係る状況） 修了には学士の学位を取得することなど、成績評価・修了認定規則が定めら

れている（資料５－８－①－１）。また、新入生及び２年生のオリエンテーションにおいて、

これらの事項を学生に周知されている。さらに、専攻科設置時から、専攻科授業担当の全教員が

出席する専攻科修了認定会議において規則に基づき修了認定会議資料（資料５－８－①－

２）を作成し、成績評価、単位認定及び修了認定を適切に行っている。なお、本校において

JABEEの修習技術者の認定を受ける条件は、学士の学位を取得して専攻科を修了することと定め

られている。平成14年度修了生以来、全員がこの認定を受けている。 
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資料５－８－①－１ 
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出典：平成17年度 専攻科履修の手引き pp.12‐13 
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資料５－８－①－２：専攻科修了認定会議資料 

 

                      出典：平成16年度 専攻科修了認定会議資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

成績評価・単位認定規則・修了認定規則が、組織として策定され、シラバスや「専攻科履修の

手引き」で学生に周知されている。また、これらの規則に従って、成績評価、単位認定及び修了

認定が適切に実施されている。なお、本校においてJABEEの修習技術者の認定を受ける条件は、

学士の学位を取得して専攻科を修了することと定められている。平成14年度修了生以来、全員が

この認定を受けている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

準学士課程においては、全学的な取組みとして、近隣の高等教育機関との授業科目履修に関す

る協定が実現されている。低学年では基礎重視の講義主体、高学年では実験・実習・演習が約半

数を占めており、さらに、課題学習や特別学修の時間を設けたり、TOEICの受験環境を整えたり

して、学習指導法の工夫がされている。 

創造性を育む教育の工夫として、創造実習が、学科の枠を越えて実施されている。また、「校

外実習」（インターンシップ）は４年学生のほとんどが履修し、単位を修得している。人間の素

養の涵養については、ホームルームを中心とした特別活動、クラブ活動、外部講師による各種講話

の実施などの多様で計画的な活動を通じて行われている。 
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専攻科課程については、準学士課程の専門をさらに深める教育課程となっており、連携を

考慮した教育課程となっている。技術者能力の根幹を成す科目、「技術者倫理」、「地球環境と

都市」、「特別研究」、「専攻実験」、「専攻演習」、「創造工学演習」は、両専攻において、

必修科目であり、本年度から「長期インターンシップ」を加えた。創造工学演習においては、創

造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫が行われている。また、「特別研究」において、学修

の成果として大学評価・学位授与機構により学士認定で審査を受ける他に、各種学協会で口頭発

表を義務付けている。なお、本校においてJABEEの修習技術者の認定を受ける条件は、学士の学

位を取得して専攻科を修了することと定められている。平成14年度修了生以来、全員がこの認定

を受けている。 

 

 

（改善を要する点）  

   該当なし 

 

 

（３）基準５の自己評価の概要 

 

＜準学士課程＞ 

 教育の目的に照らして、学科ごとに授業科目の系統図が作成され、その適切な配置や学年間での関

連を考慮したカリキュラムが編成されており、教育内容の体系性が確保されている。また、授業科目

の内容も、全体として教育課程の編成の趣旨に沿っている。各学科の教育目標に照らしても専門科目

が適切に配置されている。シラバスは、毎年更新されており、適切に整備・活用されている。近隣の

高等教育機関との授業科目履修に関する協定が実現されており、意欲を持った学生に対する多様な学

習機会の提供を可能としている。 

 各科目の授業形態は、低学年では講義形式を主体としつつ、科目によっては実験形式を一部で組み

込み、専門科目が多くなる高学年では、実験・実習形式の比率を高くするなど授業科目の目標を十分

実現できるように工夫されている。１年次の必修科目「情報基礎」では、学生が一人につき１台の情

報機器を利用し、担当教員が独自に編集した教科書により学習を行うなど、授業方法・形態や教材の

工夫がなされている。創造性を育む教育方法として、２年次の必修科目である「創造実習」では、複

数学科の専門分野を融合させたテーマについて実習を行うなどの工夫がされており、効果を上げてい

る。このほか、４年次にはインターンシップとしての授業科目「校外実習」が実施され、その効果も

認められる。 

成績評価や進級・卒業認定に関する規則が制定され、これらは学生便覧やシラバスに記載さ

れており、学生への周知も十分行われている。また、全教員が出席する進級・卒業認定会議にお

いて、適切に成績評価・単位認定や進級・卒業認定が行われている。 

１、２年次に編成される混合学級では、ホームルームの年間実施計画に基づき、外部講師による講

話や芸術鑑賞等が各学年の特別活動として行われている。また、課外活動は活発であり、ロボットコ

ンテスト、プログラミングコンテストなどのコンテストへも参加している。全教員が課外活動の重要

性を認識しており、教員は少なくとも１つのクラブ等顧問となり学生指導を行っている。さらに校内
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清掃、地域と連携しての交通安全・防犯運動等の生活指導面での取組も行われているなど、人間の素

養の涵養が図られるよう配慮されている。 

 

＜専攻科課程＞ 

大学評価・学位授与機構の審査を受けて学位の取得ができ、出身学科の専門を深められるように科 

目が系統的に整備されている。また、近隣の他大学等と単位互換協定を締結し、そこで開講している

科目も受講できるよう体制が整えられている。講義形式の授業が半数強を占めるが、演習、実験、実

習等とのバランスも適切である。また、技術者能力の根幹を成す科目として、「技術者倫理」、「地

球環境と都市」、「特別研究」、「専攻実験」、「専攻演習」、「創造工学演習」及び「長期インタ

ーンシップ」は、両専攻において必修科目としている。これの科目は、「複眼的視野と複合的領域へ

のデザイン対応能力を持ちながらも、最も自信ある専門工学領域の基本的素養をもつエンジニアの育

成」を目指しており、また、社会の変化、学生の多様なニーズに対応したものである。 

さらに、教材の工夫、少人数授業対話・討論型授業、フィールド型授業及び情報機器を活用し、そ

れぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法を工夫している。創造性を育むことを目的とした創造

工学演習があり、また、宮城県産業育成課の協力の下、昨年度から実施している夏季１～２ヶ月の

長期インターンシップを実施しており、創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインター

ンシップの活用が行われている。 

専攻科のシラバスにおいても、全ての科目について、授業の目標と概要、履修上の注意、授業の内

容、到達目標、評価方法及び教育目標との対応が明記され整備されている。また、シラバスは、オリ

エンテーションや選択科目の履修計画、授業評価アンケートにおいて活用されている。 

総合科学系理数科の教員が特別研究の指導を行う場合や、複数教員による指導体制がとられる場合

がある。また、教育研究技術支援室の技術職員も研究補助として、実験装置の製作などに協力してい

る。シラバスには特別研究にふさわしい課題が設定、明記され、専攻科で修学するにふさわしい研究

指導が行われている。「特別研究」は、学修の成果として大学評価・学位授与機構により学士認定で

審査を受ける他に、各種学協会で口頭発表を義務付けている。なお、本校においてJABEEの修習技術

者の認定を受ける条件は、学士の学位を取得して専攻科を修了することと定められている。平成14年

度修了生以来、全員がこの認定を受けている。 

成績評価・単位認定規則・修了認定規則が、組織として策定され、シラバスや「専攻科履修の手引

き」で学生に周知されている。また、これらの規則に従って、成績評価、単位認定、修了認定が適切

に実施されている。 
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基準６ 教育の成果 

（１）観点ごとの分析 

観点６－１－①： 高等専門学校として，その目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒業（修

了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，その達成状

況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 

（観点に係る状況） 準学士課程では、本校の教育目的に技術者としての人材像が明示され、教育

目標によって学力や資質・能力が明示されている。その目的に沿って、カリキュラムが構成され

ている。それらの履修を踏まえて、本校では、全教員出席による進級認定会議と卒業認定会議

（資料6-1-①-1）を学年末に開催し、学生の進級や卒業認定について審議を行っている。卒業認

定会議では、それまでの取り組みを踏まえた上で、学業成績・欠課時数一覧表などの会議資料を

基に、学生が卒業時に身に付ける学力や資質・能力がふさわしいと認められた場合に、全教員の

同意に基づいて卒業の認定を行っている。 

  専攻科課程では、本校の教育目的に技術者としての人材像が明示され、教育目標によって学力

や資質・能力が明示されている。その目的に沿って、修了にふさわしい技術者となるようにカリ

キュラムが構成されている。それらの履修を踏まえて、本校では、専攻科授業担当の全教員出席

による修了認定会議（資料6-1-①-2）を学年末に開催し、学生の修了並びに日本技術者教育認定

機構資格合格認定について審議を行っている。修了認定会議では、学業成績・欠課時数一覧表な

どの会議資料を基に、学生が修了時に身に付ける学力や資質・能力について、その達成状況の把

握・評価を行い、人材としてふさわしいと認められた場合に修了の認定を行っている。 

 

資料６－１－①―１ 

  

宮城工業高等専門学校卒業進級認定会議規則○

昭和５５年 ２月１３日規則第 ９号

最終改正 平成１６年 ４月 １日規則第１２号

（趣旨）

第１条 この規則は、宮城工業高等専門学校内部組織等規則（昭和５５年規則第６

号）第１４条第２項の規定に基づき、宮城工業高等専門学校卒業認定会議（以下

「認定会議」という ）の組織及び運営について定めるものとする。。

（審議事項）

第２条 認定会議は、校長の諮問に応じて学生の卒業及び進級並びに日本技術者教

育認定機構資格合格認定について審議する。

（組織）

、 、 、 。第３条 認定会議は 校長 各教授 各助教授及び専任の各講師をもって組織する

２ 校長が必要と認めた場合は、その他の教員を加えることができる。

（会議）

第４条 認定会議は、校長が主宰する。

（幹事）

第５条 認定会議に幹事を置き、学生課長をもって充てる。

（庶務）

第６条 認定会議の庶務は、学生課が処理する。

附 則

この規則は、昭和５５年２月１３日から施行する。

附 則（昭和５５年３月３０日規則第９号）

この規則は、昭和６２年４月１日から施行する。

附 則（平成１４年１月１６日規則第３号）

この規則は、平成１４年１月１６日から施行する。

附 則（平成１６年４月１日規則第１２号）

この規則は、平成１６年４月１日から施行する。

                     出典：宮城高専規則集 

 

 - 135 -



宮城工業高等専門学校 基準６ 

資料６－１－①－２  

   

 

              出典：平成16年度専攻科修了認定会議 議事要録 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

準学士課程、専攻科課程ともに、学生が卒業（修了）時に身に付ける学力、資質・能力及び養

成する人材像等について明示されており、その達成状況は、進級・卒業・修了認定会議において、

把握・評価されており、適切な取組が行われている。 
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観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時などにおいて学生が身に付ける学力や資質・能力につ

いて，単位取得状況，進級の状況，卒業（修了）時の状況，資格取得の状況等か

ら，あるいは卒業研究，卒業制作などの内容・水準から判断して，教育の成果や

効果が上がっているか。 

（観点に係る状況） 本校は創設以来、産業界の要請に応える技術者を養成するために、教育の

「個性化」「高度化」「活性化」に力を注いでおり、平成 15 年度には中学校の学習指導要領の

変更に伴うカリキュラムの見直しを行った。準学士課程における在学・休学者・退学者・留年者

の状況は、資料 6-1-②-1 のとおりである。また、専攻科課程については、資料 6-1-②-2 のとお

りである。現在まで準学士課程 5,665 名の卒業生と専攻科課程 139 名の修了生を世に送り出して

おり、地域を始めとした企業への就職や大学・大学院へ進学している（資料 6-1-②-3～4）。就

職に関しては、就職率 100％を維持しており、本校卒業生の能力が高く評価されている。進学者

数は専攻科への進学と国公私立大学への 3 年次編入を合わせて卒業者数の約 50％に達している。

進学においては、推薦だけでなく、学力試験による合格者も増えており、本校卒業生の能力が高

く評価されている。 

準学士課程の最終学年における卒業研究では、学生が身に付ける学力や資質・能力が総合的に

育成され、評価される。すなわち、卒業研究指導教員の指導の下に卒業研究を行い、学生が仕上

げた卒業論文と取組の状況を指導教員が評価すると共に、各学科の卒業研究発表会での発表・質

疑により、参加教員の評価も加えて学生の学力や資質・能力が総合的に評価されている。また、

専攻科課程では 2 年間特別研究を行い、特別研究論文の一部は学修のレポートにまとめ、大学評

価・学位授与機構に提出し、審査を受け、学位を取得している。このことはその学生の学力が一

定の水準以上に達していることを示している。さらに、修了者全員に、論文を学協会等において

少なくとも 1 回は発表することを義務づけており、特別研究の水準の高さを裏付けることができ

る（資料 6-1-②-5）。 

一方、資格取得状況は特別学修の指導の成果により、多くの学生が様々な資格を取得するよう

になった（資料 6-1-②-6、資料 6-1-②-7）。 

さらに、専攻科課程修了者は全員学位を取得している。 
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宮城工業高等専門学校 基準６ 

資料６－１－②－１　「在学・休学者・退学者・留年者の状況（準学士課程）」

在学状況（準学士課程）  様式３－１

平成１３年度

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

機械工学科 39 1 40 40 1 41 38 0 38 39 1 40 38 0 38 194 3 197

電気工学科 39 1 40 39 1 40 41 2 43 34 1 35 31 2 33 184 7 191

建築学科 27 13 40 22 18 40 29 13 42 22 16 38 24 11 35 124 71 195

材料工学科 31 9 40 31 11 42 30 7 37 31 4 35 26 9 35 149 40 189

情報デザイン学科 16 25 41 14 26 40 16 24 40 15 23 38 13 27 40 74 125 199

合計 152 49 201 146 57 203 154 46 200 141 45 186 132 49 181 0 0 0 725 246 971

休学者の状況（準学士課程） 様式３－２

平成１３年度

在学者休学者 率 在学者休学者 率 在学者休学者 率 在学者休学者 率 在学者休学者 率 在学者休学者 率 在学者休学者 率

機械工学科 　 　 　 　 　 40 1 2.5% 　　 197 1 0.5%

電気工学科 　 　 　 　 　 35 　 　　 191 　 　

建築学科 　 　 　   38 　 　 　　 195 　 　

材料工学科 　 　 　 　 35 　 　　 　 189 　 　

情報デザイン学科 　 　 　 38 4 10.5% 　　 　 199 4 2.0%

合計  0 　 0 　 　 0 　 186 5 2.7% 　　 0 971 5 0.5%

退学者の状況（準学士課程） 様式３－３

平成１３年度

在学者退学者 率 在学者退学者 率 在学者退学者 率 在学者退学者 率 在学者退学者 率 在学者退学者 率 在学者退学者 率

機械工学科 40 　 　 41 1 2.4% 38 3 7.9% 40 3 7.5% 38 197 7 3.6%

電気工学科 40 40 1 2.5% 43 　 　 35 　 　 33 191 1 0.5%

建築学科 40 　 40 　 　 42 2 4.8% 38 1 2.6% 35 195 3 1.5%

材料工学科 40 　 　 42 3 7.1% 37 1 2.7% 35 　 35 　 　 189 4 2.1%

情報デザイン学科 41 1 2.4% 40 2 5.0% 40 1 2.5% 38 2 5.3% 40 2 5.0% 199 8 4.0%

合計 201 1 0.5% 203 7 3.4% 200 7 2.5% 186 6 3.2% 181 2 1.1% 971 23 2.4%

留年者の状況（準学士課程） 様式３－４

平成１３年度

在学者留年者 率 在学者留年者 率 在学者留年者 率 在学者留年者 率 在学者留年者 率 在学者留年者 率 在学者留年者 率

機械工学科 40 　 　 41 1 2.4% 38 　 40 　 　 　 197 1 0.5%

電気工学科 40 40 　 43 3 7.0% 35 2 5.7% 　 　 　 191 5 2.6%

建築学科 40 　 40 　 42 3 7.1% 38 2 5.3% 　   195 5 2.6%

材料工学科 40 42 3 7.1% 37 　 35 　 189 3 1.6%

情報デザイン学科 41 1 2.4% 40 1 2.5% 40 　 　 38 3 7.9% 　 199 5 2.5%

合計 201 1 0.5% 203 5 2.5% 200 6 3.0% 186 7 3.8% 　 0 　 971 19 2.0%

商船実習生 計５学年１学年 ２学年 ３学年 ４学年

１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 商船実習生 計

１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 商船実習生 計

５学年 商船実習生 計１学年 ２学年 ３学年 ４学年
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宮城工業高等専門学校 基準６ 

在学状況（準学士課程）  様式３－１

平成１４年度

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

機械工学科 42 0 42 39 2 41 39 1 40 45 0 45 30 1 31 195 4 199

電気工学科 40 0 40 40 1 41 37 1 38 44 2 46 32 1 33 193 5 198

建築学科 25 17 42 26 14 40 23 19 42 27 14 41 21 15 36 122 79 201

材料工学科 35 7 42 32 10 42 29 9 38 28 7 35 30 4 34 154 37 191

情報デザイン学科 22 21 43 15 24 39 14 25 39 16 24 40 12 22 34 79 116 195

合計 164 45 209 152 51 203 142 55 197 160 47 207 125 43 168 0 0 0 743 241 984

休学者の状況（準学士課程） 様式３－２

平成１４年度

在学者休学者 率 在学者休学者 率 在学者休学者 率 在学者休学者 率 在学者休学者 率 在学者休学者 率 在学者休学者 率

機械工学科 　 　 　 41 40 45 31 199

電気工学科 41 　 38 1 2.6% 46 2 4.3% 33 198 3 1.5%

建築学科 40 1 2.5% 42   41 　 　 36 201 1 0.5%

材料工学科 42 1 2.4% 38 35 1 2.9% 34 1 2.9% 191 3 1.6%

情報デザイン学科 39 39 40 2 5.0% 34 1 2.9% 195 3 1.5%

合計  203 2 1.0% 197 1 0.5% 207 5 2.4% 168 2 1.2% 984 10 1.0%

退学者の状況（準学士課程） 様式３－３

平成１４年度

在学者退学者 率 在学者退学者 率 在学者退学者 率 在学者退学者 率 在学者退学者 率 在学者退学者 率 在学者退学者 率

機械工学科 42 　 　 41 40 　 　 45 4 8.9% 31 199 4 2.0%

電気工学科 40 41 38 1 2.6% 46 2 4.3% 33 198 3 1.5%

建築学科 42 2 2.4% 40 1 2.5% 42 　 　 41 2 4.9% 36 201 5 2.5%

材料工学科 42 1 2.4% 42 1 2.4% 38 7 18.4% 35 2 5.7% 34 　 　 191 11 5.8%

情報デザイン学科 43 39 2 5.1% 39 5 12.8% 40 2 5.0% 34 1 2.9% 195 10 5.1%

合計 209 3 1.4% 203 4 2.0% 197 13 6.6% 207 12 5.8% 168 1 0.6% 984 33 3.4%

留年者の状況（準学士課程） 様式３－４

平成１４年度

在学者留年者 率 在学者留年者 率 在学者留年者 率 在学者留年者 率 在学者留年者 率 在学者留年者 率 在学者留年者 率

機械工学科 42 　 　 41 40 45 6 13.3% 　 199 6 3.0%

電気工学科 40 41 1 2.4% 38  46 2 4.3% 　 　 　 198 3 1.5%

建築学科 42 1 2.4% 40 1 2.5% 42 1 2.4% 41 1 2.4% 　   201 4 2.0%

材料工学科 42 42 2 4.8% 38 2 5.3% 35  　 191 4 2.1%

情報デザイン学科 43 1 2.3% 39 1 2.6% 39 1 2.6% 40 1 2.5% 　 195 4 2.1%

合計 209 2 1.0% 203 5 2.5% 197 4 2.0% 207 10 4.8% 　 　 　 984 21 2.1%

商船実習生 計５学年１学年 ２学年 ３学年 ４学年

１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 商船実習生 計

１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 商船実習生 計

５学年 商船実習生 計１学年 ２学年 ３学年 ４学年
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宮城工業高等専門学校 基準６ 

在学状況（準学士課程）  様式３－１

平成１５年度

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

機械工学科 41 1 42 42 0 42 39 2 41 44 1 45 38 0 38 204 4 208

電気工学科 40 1 41 40 0 40 42 1 43 36 1 37 42 2 44 200 5 205

建築学科 25 17 42 25 15 40 26 13 39 23 21 44 25 13 38 124 79 203

材料工学科 32 10 42 35 7 42 32 9 41 22 8 30 29 5 34 150 39 189

情報デザイン学科 21 21 42 22 21 43 15 23 38 13 23 36 13 22 35 84 110 194

合計 159 50 209 164 43 207 154 48 202 138 54 192 147 42 189 0 0 0 762 237 999

休学者の状況（準学士課程） 様式３－２

平成１５年度

在学者休学者 率 在学者休学者 率 在学者休学者 率 在学者休学者 率 在学者休学者 率 在学者休学者 率 在学者休学者 率

機械工学科 　 　 　 42 41 45 208

電気工学科 40 43 1 2.3% 37 205 1 0.5%

建築学科 40 39   44 1 2.3% 203 1 0.5%

材料工学科 42 1 2.4% 41 30 189 1 0.5%

情報デザイン学科 43 38 36 1 2.8% 194 1 0.5%

合計  207 1 0.5% 202 1 0.5% 192 2 1.0% 999 4 0.4%

退学者の状況（準学士課程） 様式３－３

平成１５年度

在学者退学者 率 在学者退学者 率 在学者退学者 率 在学者退学者 率 在学者退学者 率 在学者退学者 率 在学者退学者 率

機械工学科 42 1 2.4% 42 41 2 4.9% 45 1 2.2% 38 208 4 1.9%

電気工学科 41 40 43 5 11.6% 37 1 2.7% 44 205 6 2.9%

建築学科 42 40 1 2.5% 39 3 7.7% 44 38 203 4 2.0%

材料工学科 42 1 2.4% 42 1 2.4% 41 3 7.3% 30 34 1 2.9% 189 6 3.2%

情報デザイン学科 42 43 38 36 4 11.1% 35 194 4 2.1%

合計 209 2 1.0% 207 2 1.0% 202 13 6.4% 192 6 3.1% 189 1 0.5% 999 24 2.4%

留年者の状況（準学士課程） 様式３－４

平成１５年度

在学者留年者 率 在学者留年者 率 在学者留年者 率 在学者留年者 率 在学者留年者 率 在学者留年者 率 在学者留年者 率

機械工学科 　 　 　   41 45 3 6.7% 38 208 3 1.4%

電気工学科  43   37 44 1 2.3% 205 1 0.5%

建築学科  39   44   38   203   

材料工学科    41 1 2.4% 30 34 189 1 0.5%

情報デザイン学科    38 1 2.6% 36 2 5.6% 35 194 3 1.5%

合計    202 2 1.0% 192 5 2.6% 189 1 0.5% 999 8 0.8%

５学年 商船実習生 計１学年 ２学年 ３学年 ４学年

５学年 商船実習生 計

１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 商船実習生 計

１学年 ２学年 ３学年 ４学年

商船実習生 計５学年１学年 ２学年 ３学年 ４学年
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宮城工業高等専門学校 基準６ 

在学状況（準学士課程）  様式３－１

平成１６年度

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

機械工学科 42 0 42 41 0 41 43 0 43 40 3 43 42 1 43 208 4 212

電気工学科 40 2 42 40 1 41 41 0 41 37 1 38 35 1 36 193 5 198

建築学科 25 17 42 25 17 42 26 15 41 24 12 36 25 20 45 125 81 206

材料工学科 33 9 42 32 10 42 35 6 41 28 9 37 22 8 30 150 42 192

情報デザイン学科 24 18 42 22 21 43 22 21 43 14 23 37 9 23 32 91 106 197

合計 164 46 210 160 49 209 167 42 209 143 48 191 133 53 186 0 0 0 767 238 1005

休学者の状況（準学士課程） 様式３－２

平成１６年度

在学者休学者 率 在学者休学者 率 在学者休学者 率 在学者休学者 率 在学者休学者 率 在学者休学者 率 在学者休学者 率

機械工学科 　 　 　 43 212

電気工学科 41 198

建築学科 41 1 2.4% 206 1 0.5%

材料工学科 41 192

情報デザイン学科 43 197

合計  209 1 0.5% 1005 1 0.1%

退学者の状況（準学士課程） 様式３－３

平成１６年度

在学者退学者 率 在学者退学者 率 在学者退学者 率 在学者退学者 率 在学者退学者 率 在学者退学者 率 在学者退学者 率

機械工学科 42 1 2.4% 41 1 2.4% 43 43 1 2.3% 43 212 3 1.4%

電気工学科 42 41 41 1 2.4% 38  36 198 1 0.5%

建築学科 42 1 2.4% 42 41 1 2.4% 36 2 5.6% 45 206 4 1.9%

材料工学科 42 42 1 2.4% 41  37  30 192 1 0.5%

情報デザイン学科 42 2 4.8% 43 1 2.3% 43 3 7.0% 37 1 2.7% 32 197 7 3.6%

合計 210 4 1.9% 209 3 1.4% 209 5 2.4% 191 4 2.1% 186 1005 16 1.6%

留年者の状況（準学士課程） 様式３－４

平成１６年度

在学者留年者 率 在学者留年者 率 在学者留年者 率 在学者留年者 率 在学者留年者 率 在学者留年者 率 在学者留年者 率

機械工学科 42 　 　 41 43 43 1 2.3% 43 212 1 0.5%

電気工学科 42 41 41 1 2.4% 38 36 198 1 0.5%

建築学科 42 42 41 1 2.4% 36 1 2.8% 45 2 4.4% 206 4 1.9%

材料工学科 42 42 1 2.4% 41 1 2.4% 37 30 192 2 1.0%

情報デザイン学科 42 43 1 2.3% 43 1 2.3% 37 32 197 2 1.0%

合計 210 209 2 1.0% 209 4 1.9% 191 2 1.0% 186 2 1.1% 1005 10 1.0%

５学年 商船実習生 計１学年 ２学年 ３学年 ４学年

５学年 商船実習生 計

１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 商船実習生 計

１学年 ２学年 ３学年 ４学年

商船実習生 計５学年１学年 ２学年 ３学年 ４学年
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宮城工業高等専門学校 基準６ 

在学状況（準学士課程）  様式３－１

平成１７年度

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

機械工学科 41 1 42 41 0 41 40 0 40 43 0 43 39 3 42 204 4 208

電気工学科 42 1 43 39 3 42 39 1 40 42 0 42 34 1 35 196 6 202

建築学科 29 13 42 24 18 42 27 17 44 25 13 38 27 11 38 132 72 204

材料工学科 32 10 42 34 9 43 31 10 41 34 6 40 28 9 37 159 44 203

情報デザイン学科 18 23 41 25 16 41 20 20 40 18 20 38 14 22 36 95 101 196

合計 162 48 210 163 46 209 157 48 205 162 39 201 142 46 188 0 0 0 786 227 1013

休学者の状況（準学士課程） 様式３－２

平成１７年度

在学者休学者 率 在学者休学者 率 在学者休学者 率 在学者休学者 率 在学者休学者 率 在学者休学者 率 在学者休学者 率

機械工学科 42 　 　 41 40 43 42 208

電気工学科 43 42 40 42 35 202

建築学科 42 42 1 2.4% 44 1 2.3% 38 1 2.6% 38 1 2.6% 204 4 2.0%

材料工学科 42 43 41 40 37 203

情報デザイン学科 41 41 40 38 36 196

合計 210 209 1 0.5% 205 1 0.5% 201 1 0.5% 188 1 0.5% 1013 4 0.4%

退学者の状況（準学士課程） 様式３－３

平成１７年度

在学者退学者 率 在学者退学者 率 在学者退学者 率 在学者退学者 率 在学者退学者 率 在学者退学者 率 在学者退学者 率

機械工学科 42   41   40   43   42 208   

電気工学科 43 42 40 42 35 202

建築学科 42   42   44   38   38 204   

材料工学科 42 43 41 40 37 203

情報デザイン学科 41   41   40   38   36 196   

合計 210   209   205   201   188 1013   

留年者の状況（準学士課程） 様式３－４

平成１７年度

在学者留年者 率 在学者留年者 率 在学者留年者 率 在学者留年者 率 在学者留年者 率 在学者留年者 率 在学者留年者 率

機械工学科 42   41 40 43 　  42 208   

電気工学科 43 1 2.3% 42 40 　  42 2 4.8% 35 202 3 1.5%

建築学科 42   42 1 2.4% 44 2 4.5% 38 　  38 4 10.5% 204 7 3.4%

材料工学科 42 43 1 2.3% 41 1 2.4% 40 37 203 2 1.0%

情報デザイン学科 41   41 2 4.9% 40 2 5.0% 38 36 196 4 2.0%

合計 210 1 0.5% 209 4 1.9% 205 5 2.4% 201 2 1.0% 188 4 2.1% 1013 16 1.6%

出典：学生課資料

商船実習生 計５学年１学年 ２学年 ３学年 ４学年

１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 商船実習生 計

１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 商船実習生 計

５学年 商船実習生 計１学年 ２学年 ３学年 ４学年
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宮城工業高等専門学校 基準６ 

資料６－１－②－２　「在学・休学者・退学者・留年者の状況（専攻科課程）」

在学状況（専攻科課程） 様式４－１

平成１３年度

男 女 計 男 女 計 男 女 計

生産システム工学専攻 10 1 11 16 0 16 26 1 27

建築情報デザイン学専攻 5 4 9 4 4 8 9 8 17

専攻

合計 15 5 20 20 4 24 35 9 44

休学者の状況（専攻科課程） 様式４－２

平成１３年度

休学者 率 休学者 率 休学者 率

生産システム工学専攻 　 　

建築情報デザイン学専攻 　 　

専攻

合計 　 0

留年者の状況（専攻科課程） 様式４－３

平成１３年度

留年者 率 留年者 率 留年者 率

生産システム工学専攻 　 　

建築情報デザイン学専攻 　 　

専攻

合計 　 　 　 　 0 　

退学者の状況（専攻科課程） 様式４－４

平成１３年度

退学者 率 退学者 率 退学者 率

生産システム工学専攻 　

建築情報デザイン学専攻 　 　

専攻

合計 　 0

計１学年 ２学年

１学年 ２学年 計

１学年 ２学年 計

計１学年 ２学年

 

 

在学状況（専攻科課程） 様式４－１

平成１４年度

男 女 計 男 女 計 男 女 計

生産システム工学専攻 13 0 13 10 1 11 23 1 24

建築情報デザイン学専攻 8 2 10 5 4 9 13 6 19

専攻

合計 21 2 23 15 5 20 36 7 43

休学者の状況（専攻科課程） 様式４－２

平成１４年度

休学者 率 休学者 率 休学者 率

生産システム工学専攻 　 　

建築情報デザイン学専攻 　 　

専攻

合計 　 0

留年者の状況（専攻科課程） 様式４－３

平成１４年度

留年者 率 留年者 率 留年者 率

生産システム工学専攻 　 　

建築情報デザイン学専攻 　 　

専攻

合計 　 　 　 　 0 　

退学者の状況（専攻科課程） 様式４－４

平成１４年度

退学者 率 退学者 率 退学者 率

生産システム工学専攻 　

建築情報デザイン学専攻 　 　

専攻

合計 　 0

計１学年 ２学年

１学年 ２学年 計

１学年 ２学年 計

計１学年 ２学年
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宮城工業高等専門学校 基準６ 

在学状況（専攻科課程） 様式４－１

平成１５年度

男 女 計 男 女 計 男 女 計

生産システム工学専攻 14 0 14 13 0 13 27 0 27

建築情報デザイン学専攻 8 6 14 8 2 10 16 8 24

専攻

合計 22 6 28 21 2 23 43 8 51

休学者の状況（専攻科課程） 様式４－２

平成１５年度

休学者 率 休学者 率 休学者 率

生産システム工学専攻 　 　

建築情報デザイン学専攻 1 7.1% 1 4.2%

専攻

合計 1 3.6% 1 2.0%

留年者の状況（専攻科課程） 様式４－３

平成１５年度

留年者 率 留年者 率 留年者 率

生産システム工学専攻 　 　

建築情報デザイン学専攻 　 　

専攻

合計 　 　 　 　 0 　

退学者の状況（専攻科課程） 様式４－４

平成１５年度

退学者 率 退学者 率 退学者 率

生産システム工学専攻 　

建築情報デザイン学専攻 1 7.1% 1 4.2%

専攻

合計 1 3.6% 1 2.0%

計１学年 ２学年

１学年 ２学年 計

１学年 ２学年 計

計１学年 ２学年

 

 

在学状況（専攻科課程） 様式４－１

平成１６年度

男 女 計 男 女 計 男 女 計

生産システム工学専攻 12 0 12 14 0 14 26 0 26

建築情報デザイン学専攻 6 4 10 7 5 12 13 9 22

専攻

合計 18 4 22 21 5 26 39 9 48

休学者の状況（専攻科課程） 様式４－２

平成１６年度

休学者 率 休学者 率 休学者 率

生産システム工学専攻 　 　

建築情報デザイン学専攻

専攻

合計 0

留年者の状況（専攻科課程） 様式４－３

平成１６年度

留年者 率 留年者 率 留年者 率

生産システム工学専攻 　 　

建築情報デザイン学専攻 1 10.0% 1 4.5%

専攻

合計 1 4.5% 　 　 1 2.1%

退学者の状況（専攻科課程） 様式４－４

平成１６年度

退学者 率 退学者 率 退学者 率

生産システム工学専攻 　

建築情報デザイン学専攻

専攻

合計 0

計１学年 ２学年

１学年 ２学年 計

１学年 ２学年 計

計１学年 ２学年
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宮城工業高等専門学校 基準６ 

在学状況（専攻科課程） 様式４－１

平成１７年度

男 女 計 男 女 計 男 女 計

生産システム工学専攻 13 3 16 12 0 12 25 3 28

建築情報デザイン学専攻 8 9 17 7 3 10 15 12 27

専攻

合計 21 12 33 19 3 22 40 15 55

休学者の状況（準学士課程） 様式４－２

平成１７年度

休学者 率 休学者 率 休学者 率

生産システム工学専攻 　 　

建築情報デザイン学専攻

専攻

合計 0

留年者の状況（準学士課程） 様式４－３

平成１７年度

留年者 率 留年者 率 留年者 率

生産システム工学専攻 　 　

建築情報デザイン学専攻 1 5.9% 1 10.0% 2 7.4%

専攻

合計 1 3.0% 1 4.5% 2 3.6%

退学者の状況（準学士課程） 様式４－４

平成１７年度

退学者 率 退学者 率 退学者 率

生産システム工学専攻 　

建築情報デザイン学専攻

専攻

合計 0

出典：学生課資料

計１学年 ２学年

１学年 ２学年 計

１学年 ２学年 計

計１学年 ２学年
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宮城工業高等専門学校 基準６ 

資料６－１－②－３　「卒業・修了者の進路状況（準学士課程・専攻科課程）及び大学への編入学等の状況（準学士課程）」
卒業者の進路状況（準学士課程） 様式５－１

平成１２年度卒業者

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

機械工学科 32 0 32 17 0 17 17 0 17 100% 13 0 13 13 0 13 100% 0 0 0 2 0 2 0 0 0 6%

電気工学科 26 0 26 16 0 16 16 0 16 100% 10 0 10 10 0 10 100% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0%

建築学科 17 19 36 6 8 14 6 8 14 100% 9 6 15 9 5 14 93% 0 0 0 2 6 8 0 0 0 22%

材料工学科 25 8 33 18 5 23 18 5 23 100% 5 2 7 5 2 7 100% 0 0 0 2 1 3 0 0 0 9%

情報デザイン学科 8 27 35 4 17 21 4 17 21 100% 5 8 13 4 6 10 77% 0 0 0 0 4 4 0 0 0 11%

計 108 54 162 61 30 91 61 30 91 100% 42 16 58 41 13 54 93% 0 0 0 6 11 17 0 0 0 10%

就職率＝就職者数／就職希望者数　※進学率も同様

進路未決定率＝（左記以外の者＋死亡・不詳の者）／卒業者数

*学校要覧等に記載の既存データによる。

修了者の進路状況（専攻科課程） 様式５－１

平成１２年度修了者

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

生産システム工学専攻 15 1 16 14 1 15 14 1 15 100% 2 0 2 1 0 1 50% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0%

建築・情報デザイン学専攻 5 4 9 4 3 7 4 3 7 100% 1 1 2 1 0 1 50% 0 0 0 0 1 1 0 0 0 11%

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

計 20 5 25 18 4 22 18 4 22 100% 3 1 4 2 0 2 50% 0 0 0 0 1 1 0 0 0 4%

就職率＝就職者数／就職希望者数　※進学率も同様

進路未決定率＝（左記以外の者＋死亡・不詳の者）／卒業者数

*学校要覧等に記載の既存データによる。

大学への編入学等の状況（準学士課程） 様式５－２

平成１２年度卒業生

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

機械工学科 5 0 5 0 0 0 5 0 5 0 0 0 8 0 8 0 0 0

電気工学科 9 0 9 0 0 0 9 0 9 0 0 0 1 0 1 0 0 0

建築学科 4 4 8 0 0 0 4 4 8 0 0 0 5 1 6 0 0 0

材料工学科 4 1 5 0 0 0 4 1 5 0 0 0 1 1 2 0 0 0

情報デザイン学科 3 4 7 0 0 0 3 4 7 0 0 0 1 2 3 0 0 0

計 25 9 34 0 0 0 25 9 34 0 0 0 16 4 20 0 0 0

学科／専攻名 希望者数 就職者数
修了者数

進学

進学
率

学科／専攻名
卒業者数

希望者数 就職者数

就職

就職
者内
訳

就職
率

進路
未決
定率

別

紙
*

就職 進学
就職進学者数

左記以外の者 死亡・不詳の者
希望者数 進学者数

就職進学者数

左記以外の者 死亡・不詳の者 進路
未決
定率

就職
者内
訳

就職
率

希望者数 進学者数 進学
率

別

紙
*

学科名

大学編入学者数
大学１年次入学

 

高専専攻科入学 その他
進学者計３年次編入 ２年次編入 計

10

54

13

10

14

7

 

 

卒業者の進路状況（準学士課程） 様式５－１

平成１３年度卒業者

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

機械工学科 38 0 38 21 0 21 21 0 21 100% 15 0 15 15 0 15 100% 0 0 0 2 0 2 0 0 0 5%

電気工学科 31 2 33 18 2 20 18 2 20 100% 13 0 13 13 0 13 100% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0%

建築学科 24 11 35 9 6 15 9 6 15 100% 14 5 19 14 4 18 95% 0 0 0 1 1 2 0 0 0 6%

材料工学科 26 9 35 15 7 22 15 7 22 100% 9 2 11 8 2 10 91% 0 0 0 3 0 3 0 0 0 9%

情報デザイン学科 11 27 38 6 11 17 6 11 17 100% 5 11 16 5 8 13 81% 0 0 0 0 8 8 0 0 0 21%

計 130 49 179 69 26 95 69 26 95 100% 56 18 74 55 14 69 93% 0 0 0 6 9 15 0 0 0 8%

就職率＝就職者数／就職希望者数　※進学率も同様

進路未決定率＝（左記以外の者＋死亡・不詳の者）／卒業者数

*学校要覧等に記載の既存データによる。

修了者の進路状況（専攻科課程） 様式５－１

平成１３年度修了者

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

生産システム工学専攻 15 1 16 13 1 14 13 1 14 100% 4 0 4 2 0 2 50% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0%

建築・情報デザイン学専攻 4 4 8 3 4 7 3 4 7 100% 1 0 1 1 0 1 100% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0%

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

計 19 5 24 16 5 21 16 5 21 100% 5 0 5 3 0 3 60% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0%

就職率＝就職者数／就職希望者数　※進学率も同様

進路未決定率＝（左記以外の者＋死亡・不詳の者）／卒業者数

*学校要覧等に記載の既存データによる。

大学への編入学等の状況（準学士課程） 様式５－２

平成１３年度卒業生

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

機械工学科 6 0 6 0 0 0 6 0 6 0 0 0 9 0 9 0 0 0

電気工学科 11 0 11 0 0 0 11 0 11 0 0 0 2 0 2 0 0 0

建築学科 10 3 13 0 0 0 10 3 13 0 0 0 4 1 5 0 0 0

材料工学科 6 2 8 0 0 0 6 2 8 0 0 0 2 0 2 0 0 0

情報デザイン学科 2 7 9 0 0 0 2 7 9 0 0 0 3 1 4 0 0 0

計 35 12 47 0 0 0 35 12 47 0 0 0 20 2 22 0 0 0

 

進路
未決
定率

別

紙
*

就職進学者数 左記以外の者 死亡・不詳の者

左記以外の者 死亡・不詳の者
希望者数 進学者数

就職進学者数
進学

進学
率

学科／専攻名
卒業者数

希望者数 就職者数

就職

就職
者内
訳

就職
率

学科／専攻名 希望者数 就職者数
修了者数

就職
進路
未決
定率

就職
者内
訳

就職
率

希望者数 進学者数 進学
率

進学

別

紙
*

学科名

大学編入学者数
大学１年次入学 高専専攻科入学 その他

進学者計３年次編入 ２年次編入 計

13

69

15

13

18

10
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宮城工業高等専門学校 基準６ 

 

卒業者の進路状況（準学士課程） 様式５－１

平成１４年度卒業者

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

機械工学科 30 1 31 15 0 15 15 0 15 100% 16 0 16 15 0 15 94% 0 0 0 0 1 1 0 0 0 3%

電気工学科 31 1 32 15 0 15 15 0 15 100% 16 1 17 15 1 16 94% 0 0 0 1 0 1 0 0 0 3%

建築学科 21 15 36 8 7 15 8 7 15 100% 12 7 19 10 7 17 89% 0 0 0 3 1 4 0 0 0 11%

材料工学科 29 4 33 16 1 17 16 1 17 100% 12 2 14 12 2 14 100% 0 0 0 1 1 2 0 0 0 6%

情報デザイン学科 12 21 33 2 11 13 2 11 13 100% 7 10 17 6 10 16 94% 0 0 0 4 0 4 0 0 0 12%

計 123 42 165 56 19 75 56 19 75 100% 63 20 83 58 20 78 94% 0 0 0 9 3 12 0 0 0 7%

就職率＝就職者数／就職希望者数　※進学率も同様

進路未決定率＝（左記以外の者＋死亡・不詳の者）／卒業者数

*学校要覧等に記載の既存データによる。

修了者の進路状況（専攻科課程） 様式５－１

平成１４年度修了者

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

生産システム工学専攻 10 1 11 9 1 10 9 1 10 100% 1 0 1 1 0 1 100% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0%

建築・情報デザイン学専攻 5 4 9 3 3 6 3 3 6 100% 3 1 4 2 1 3 75% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0%

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

計 15 5 20 12 4 16 12 4 16 100% 4 1 5 3 1 4 80% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0%

就職率＝就職者数／就職希望者数　※進学率も同様

進路未決定率＝（左記以外の者＋死亡・不詳の者）／卒業者数

*学校要覧等に記載の既存データによる。

大学への編入学等の状況（準学士課程） 様式５－２

平成１４年度卒業生

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

機械工学科 5 0 5 0 0 0 5 0 5 0 0 0 10 0 10 0 0 0

電気工学科 12 1 13 0 0 0 12 1 13 0 0 0 3 0 3 0 0 0

建築学科 5 6 11 0 0 0 5 6 11 0 0 0 5 1 6 0 0 0

材料工学科 9 2 11 0 0 0 9 2 11 0 0 0 3 0 3 0 0 0

情報デザイン学科 3 5 8 0 0 0 3 5 8 0 0 0 3 5 8 0 0 0

計 34 14 48 0 0 0 34 14 48 0 0 0 24 6 30 0 0 0

 

学科／専攻名 希望者数 就職者数
修了者数

進学

進学
率

学科／専攻名
卒業者数

希望者数 就職者数

就職

就職
者内
訳

就職
率

進路
未決
定率

別

紙
*

就職 進学
就職進学者数

左記以外の者 死亡・不詳の者
希望者数 進学者数

就職進学者数

左記以外の者 死亡・不詳の者 進路
未決
定率

就職
者内
訳

就職
率

希望者数 進学者数 進学
率

別

紙
*

学科名

大学編入学者数
大学１年次入学 高専専攻科入学 その他

進学者計３年次編入 ２年次編入 計

16

78

15

16

17

14

 

 

卒業者の進路状況（準学士課程） 様式５－１

平成１５年度卒業者

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

機械工学科 38 0 38 22 0 22 22 0 22 100% 16 0 16 15 0 15 94% 0 0 0 1 0 1 0 0 0 3%

電気工学科 42 2 44 28 1 29 28 1 29 100% 12 1 13 12 1 13 100% 0 0 0 2 0 2 0 0 0 5%

建築学科 22 13 35 7 8 15 7 8 15 100% 15 5 20 13 5 18 90% 0 0 0 2 0 2 0 0 0 6%

材料工学科 28 5 33 11 3 14 11 3 14 100% 16 2 18 16 2 18 100% 0 0 0 1 0 1 0 0 0 3%

情報デザイン学科 13 22 35 6 10 16 6 10 16 100% 8 9 17 7 9 16 94% 0 0 0 0 3 3 0 0 0 9%

計 143 42 185 74 22 96 74 22 96 100% 67 17 84 63 17 80 95% 0 0 0 6 3 9 0 0 0 5%

就職率＝就職者数／就職希望者数　※進学率も同様

進路未決定率＝（左記以外の者＋死亡・不詳の者）／卒業者数

*学校要覧等に記載の既存データによる。

修了者の進路状況（専攻科課程） 様式５－１

平成１５年度修了者

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

生産システム工学専攻 13 0 13 11 0 11 11 0 11 100% 3 0 3 2 0 2 67% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0%

建築・情報デザイン学専攻 8 2 10 7 2 9 7 2 9 100% 0 0 0 0 0 0 0% 0 0 0 1 0 1 0 0 0 10%

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

計 21 2 23 18 2 20 18 2 20 100% 3 0 3 2 0 2 67% 0 0 0 1 0 1 0 0 0 4%

就職率＝就職者数／就職希望者数　※進学率も同様

進路未決定率＝（左記以外の者＋死亡・不詳の者）／卒業者数

*学校要覧等に記載の既存データによる。

大学への編入学等の状況（準学士課程） 様式５－２

平成１５年度卒業生

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

機械工学科 6 0 6 1 0 1 7 0 7 1 0 1 7 0 7 0 0 0

電気工学科 10 1 11 0 0 0 10 1 11 0 0 0 2 0 2 0 0 0

建築学科 11 4 15 0 0 0 11 4 15 0 0 0 2 1 3 0 0 0

材料工学科 14 2 16 0 0 0 14 2 16 0 0 0 2 0 2 0 0 0

情報デザイン学科 3 6 9 0 0 0 3 6 9 0 0 0 4 3 7 0 0 0

計 44 13 57 1 0 1 45 13 58 1 0 1 17 4 21 0 0 0

 

16

80

15

13

18

18

高専専攻科入学 その他
進学者計３年次編入 ２年次編入 計

別

紙
*

学科名

大学編入学者数
大学１年次入学

進路
未決
定率

就職
者内
訳

就職
率

希望者数 進学者数 進学
率

進学

学科／専攻名 希望者数 就職者数
修了者数

就職

進学

進学
率

学科／専攻名
卒業者数

希望者数 就職者数

就職

就職
者内
訳

就職
率

進路
未決
定率

別

紙
*

就職進学者数 左記以外の者 死亡・不詳の者

左記以外の者 死亡・不詳の者
希望者数 進学者数

就職進学者数
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宮城工業高等専門学校 基準６ 

 

卒業者の進路状況（準学士課程） 様式５－１

平成１６年度卒業者

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

機械工学科 42 1 43 21 1 22 21 1 22 100% 20 0 20 20 0 20 100% 0 0 0 1 0 1 0 0 0 2%

電機工学科 35 1 36 20 0 20 20 0 20 100% 19 1 20 15 1 16 80% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0%

建築学科 21 20 41 10 6 16 10 6 16 100% 12 12 24 10 11 21 88% 0 0 0 1 3 4 0 0 0 10%

材料工学科 22 8 30 12 3 15 12 3 15 100% 10 5 15 10 5 15 100% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0%

情報デザイン学科 9 23 32 1 8 9 1 8 9 100% 6 10 16 6 9 15 94% 0 0 0 2 6 8 0 0 0 25%

計 129 53 182 64 18 82 64 18 82 100% 67 28 95 61 26 87 92% 0 0 0 4 9 13 0 0 0 7%

就職率＝就職者数／就職希望者数　※進学率も同様

進路未決定率＝（左記以外の者＋死亡・不詳の者）／卒業者数

*学校要覧等に記載の既存データによる。

修了者の進路状況（専攻科課程） 様式５－１

平成１６年度卒業者

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

生産システム工学専攻 14 0 14 11 0 11 11 0 11 100% 3 0 3 3 0 3 100% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0%

建築・情報デザイン学専攻 6 5 11 4 5 9 4 5 9 100% 1 0 1 1 0 1 100% 0 0 0 1 0 1 0 0 0 9%

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

計 20 5 25 15 5 20 15 5 20 100% 4 0 4 4 0 4 100% 0 0 0 1 0 1 0 0 0 4%

就職率＝就職者数／就職希望者数　※進学率も同様

進路未決定率＝（左記以外の者＋死亡・不詳の者）／卒業者数

*学校要覧等に記載の既存データによる。

大学への編入学等の状況（準学士課程） 様式５－２

平成１６年度卒業生

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

機械工学科 11 0 11 0 0 0 11 0 11 0 0 0 9 0 9 0 0 0

電機工学科 12 0 12 0 0 0 12 0 12 0 0 0 3 1 4 0 0 0

建築学科 4 6 10 0 0 0 4 6 10 0 0 0 6 5 11 0 0 0

材料工学科 8 3 11 0 0 0 8 3 11 0 0 0 2 2 4 0 0 0

情報デザイン学科 5 4 9 0 0 0 5 4 9 0 0 0 1 5 6 0 0 0

計 40 13 53 0 0 0 40 13 53 0 0 0 21 13 34 0 0 0

 

 出典：学生課資料

進路
未決
定率

別

紙
*

就職進学者数 左記以外の者 死亡・不詳の者

左記以外の者 死亡・不詳の者
希望者数 進学者数

就職進学者数
進学

進学
率

卒業者数
希望者数 就職者数

就職

就職
者内
訳

就職
率

希望者数 就職者数
卒業者数

就職
進路
未決
定率

就職
者内
訳

就職
率

希望者数 進学者数 進学
率

進学

別

紙
*

学科名

大学編入学者数
大学１年次入学 高専専攻科入学 その他

進学者計３年次編入 ２年次編入 計

15

87

20

16

21

15
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資料６－１－②―４ 卒業・修了者の就職先一覧(準学士課程・専攻科課程) 
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宮城工業高等専門学校 基準６ 

      

 

                   出典：宮城工業高等専門学校概要(2001年～2005年) 
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資料６－１－②―５「専攻科特別研究論文集」 
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宮城工業高等専門学校 基準６ 

資料６－１－②－６

平成１６年度 特別学修単位認定者数

表１　特別学修Ａ（文部科学大臣認定外資格・一般）

資　　　格　　　名 等級 単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 合計

準１級 2 0 0 0 0 0 0

２級 1 0 0 0 1 0 1

ＴＯＥＩＣ（450点以上） なし 2 0 0 0 0 0 0

ＴＯＥＩＣ（370～449点） なし 1 0 0 0 0 0 0

合計 0 0 0 1 0 1

表２　特別学修Ｂ（文部科学大臣認定外資格・専門）

資　　　格　　　名 等級 単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 合計

ソフトウェア開発技術者試験 なし 2 0 0 0 0 0 0

基本情報処理技術者試験 なし 1 0 0 0 0 0 0

上級システムアドミニストレータ試験 なし 2 0 0 0 0 0 0

初級システムアドミニストレータ試験 なし 1 0 0 0 0 0 0

２級 2 0 0 1 3 0 4

３級 1 0 0 4 27 4 35

２級 2 0 0 0 0 0 0

３級 1 0 0 1 2 0 3

技術士補 なし 2 0 0 0 0 0 0

大気関係公害防止管理者 なし 2 0 0 0 0 0 0

水質関係公害防止管理者 なし 2 0 0 0 0 0 0

電気主任技術者 ３種 2 0 0 0 0 0 0

第１級 2 0 0 0 0 0 0

第２級 1 0 0 0 0 0 0

測量士補 なし 2 0 0 0 0 0 0

宅地建物取引主任者試験 なし 2 0 0 0 0 0 0

２級 2 0 0 0 1 1 2

３級 1 0 0 0 0 7 7

第二種電気工事士試験筆記試験 なし 1 0 0 0 3 0 3

第二種電気工事士試験実技試験 なし 1 0 0 0 2 0 2

合計 0 0 6 38 12 56

表３　特別学修Ｃ（文部科学大臣認定資格）

資　　　格　　　名 等級 単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 合計

１級 6 0 0 0 0 0 0

準１級 5 0 0 0 0 0 0

２級 3 0 0 2 3 2 7

準２級 1 2 1 4 4 3 14

１級 6 0 0 0 0 0 0

２級 4 0 0 0 0 0 0

３級 2 0 0 3 9 3 15

工業英語能力検定 ４級 1 3 8 74 8 1 94

１級 4 0 0 0 0 0 0

２級 2 0 0 0 0 0 0

３級 1 0 0 0 0 0 0

１級 4 0 0 0 0 0 0

２級 2 0 0 0 0 0 0

３級 1 0 0 0 0 3 3

１級 3 0 0 0 0 0 0

準１級 2 0 0 0 0 0 0

２級 1 0 2 4 5 0 11

１級 3 0 0 0 0 0 0

２級 2 0 0 0 0 0 0

情報処理活用能力検定 ３級 1 0 0 0 0 0 0

１級 4 0 0 0 0 0 0

２級 2 0 0 0 4 2 6

３級 1 0 0 7 15 2 24

合計 5 11 94 48 16 174

出典：学生課教務係資料

画像情報技能検定ＣＧ部門

情報処理活用能力検定

ディジタル技術検定

日本漢字能力検定

実用英語技能検定

工業英語能力検定

ラジオ音響技能検定

画像処理

陸上無線技術士

福祉住環境コーディネータ検定

マルチメディア

実用数学技能検定
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資料６－１－②－７「検定試験受験状況」 

 

                  出典：国立宮城工業高等専門学校創立４０周年記念誌 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

教育の成果は、卒業後の進路状況からも分かるように、就職が厳しい状況であっても就職率

100％を維持していることと進学者数が約50％に増加していることから、企業及び大学側が本校

卒業生の資質と能力を高く評価していることを証明している。特に、進学者の増加は様々な大学

や専攻科を学力試験で合格するようになったことによるものであり、卒業時点における実力が十

分に養われていることを意味している。また、専攻科課程修了者の全員が大学評価・学位授与機

構の審査を受け、学位を取得している。以上のことから判断して、教育の成果や効果が上がって

いるといえる。 

 

 

観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や

進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の

成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況） 本校の教育目的と養成しようとする人材像については、基準１で述べたとお
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宮城工業高等専門学校 基準６ 

りである。卒業（修了）生の進路の状況は、観点６－１－②に記述したように（資料6-1-②-3）、

全卒業生に対する就職者と進学者の割合はほぼ半々に成りつつあり、就職率は100％を維持し、

希望した進路に進んでいる。就職先は各学科の専門分野を中心とした製造業と時代の要請を反映

して情報処理・サービス業が多い（資料6-1-②-4、資料6-1-③-1）。また、進学先は本校専攻科

や国立大学の工学部に進学する割合が高い（資料6-1-③-2）。 

修了生については、平成12年度から平成16年度までの就職率は100％であり、毎年２～４名が

大学院へ進学している（資料6-1-②-4）。 

 

資料６－１－③―１ 産業別就職状況 

       

出典：就職・進学のためのガイドブック P12 
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出典：就職・進学のためのガイドブック P13 
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出典：就職・進学のためのガイドブック P14 
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出典：就職・進学のためのガイドブック P15 
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出典：就職・進学のためのガイドブック P16 
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宮城工業高等専門学校 基準６ 

資料６－１－③―２ 進学者数と大学等名 

   

 

出典：教育･研究アクティビティレポート-平成16年度自己点検・評価報告書(No.6)- p.63 
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（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

本校卒業生の就職率が創立以来100％を維持し、進学者の割合は約50％であり、本校専攻科や

大学に進学している。修了生についても就職率は100％であり、毎年大学院へ進学している。 

以上の就職と進学の状況から、準学士課程と専攻科課程の教育の成果が十分に上がっていると

言える。 

 

観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等から判断して，学校の意図する教育の成果や効果

が上がっているか。 

（観点に係る状況） 平成８年より学生による授業評価アンケート調査を実施し、質問項目に学生

自身による授業達成度について質問14「あなたは、この授業のシラバスに掲載されている教育目

標が達成できたと思いますか。」を設定し、「1.達成できなかった」「5.達成できた」のどちら

かを選ぶようにしている。平成15年度の授業評価アンケート報告書によれば、当該質問項目の全

体の平均が上昇傾向にあり（平成13年度が3.4、平成14年度が3.84、平成15年度が3.83（前期

3.77、後期3.89）、概ね学校の意図する教育の効果が上がっていると判断できる（資料６－１－

④－１）。 

さらに、「生産システムデザイン工学教育プログラム」学習・教育目標達成度の自己評価点検

表を用いて、準学士課程の4･5年生、及び専攻科学生については、学習達成度評価を行い、各自

に達成状況を確認させている（資料６－１－④－２）。 

資料６－１－④－１ 

    

出典：平成15年度授業評価アンケート報告書 P.97 
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資料６－１－④－２ 学習・教育目標達成度の自己評価点検表 
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宮城工業高等専門学校 基準６ 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

授業評価アンケートの中に学習達成度を問う質問項目があり、その結果から学校の意図する教

育の成果が上がっていると判断できる。 

 

 

観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先などの関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付

けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取するなどの取組を実施しているか。

また，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっているか。 

＜準学士課程＞ 

（観点に係る状況） 毎年3月に就職先企業訪問を実施しており、その中で企業関係者から高い評

価を得たという復命書が多数挙がってきている（資料６－１－⑤－１）。また、平成15年には、卒

業生を対象に本校の教育に関するアンケートを実施した（資料６－１－⑤－２）。また平成17年4

～6月には宮城高専卒業（修了）生・企業を対象に、アンケートを実施した（資料６－１－⑤－

３）。これらのアンケート結果によれば、企業では本校の卒業（修了）生の学力や資質能力につい

ては、概ね満足できると総合的に判断している。 

さらに、同時期に平成14年4月に編入学した大学に対して本校卒業生の進路調査を行い、編入学

先23校中19校より回答を得たが、編入学した卒業生の約60%が大学院に進学しており、約40%の学生

が就職している(資料６－１－⑤－４)。 
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資料６－１－⑤－１ 
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資料６－１－⑤－２ 

   

 

 

資料６－１－⑤－３ 
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資料６－１－⑤－４ 

設置者別

編入学先大学院進学 20 名 63 ％ 編入学先大学院進学 22 名 54 ％
別の大学大学院進学 2 名 6 ％ 別の大学大学院進学 3 名 7 ％
就職 8 名 25 ％ 就職 13 名 32 ％
その他 2 名 6 ％ その他 3 名 7 ％
小計 12 校 32 名 100 ％

編入学先大学院進学 2 名 67 ％
別の大学大学院進学 0 名 0 ％
就職 1 名 33 ％
その他 0 名 0 ％
小計 3 校 3 名 100 ％

編入学先大学院進学 0 名 0 ％
別の大学大学院進学 1 名 17 ％
就職 4 名 66 ％
その他 1 名 17 ％
小計 4 校 6 名 100 ％

19 校 41 名

平成１４年３月に宮城高専を卒業し，大学に編入学した学生の進路調査結果（２３校中１９校より回答）　　　

人数 割合進　　　　路進路別人数 進路別割合進　　　路 大学数

公立大学

私立大学

合　　　　　　　計

設　　置　　者　　別　　統　　計

国立大学

進　　路　　別　　統　　計

合　　　　　　　計 41 名 100 ％

 

                                  出典：教務係資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

企業・進学先・卒業(修了)生を対象として、学力や資質・能力などについての意見の聴取やア

ンケートを定期的に行っている。それらによれば企業からの評価は概ね良好であり、また、大学

に編入学した学生の60％程度が大学院に進学している。以上より教育の成果が上がっている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

本校では教育目的を掲げそれに沿った教育目標を設定し教育を行っており、就職が厳しい状況

であっても就職率100％を維持していることと進学者数が約50％に増加していることは、本校卒

業生の資質と能力が高く評価されていることを示している。また、専攻科課程修了者の全員が大

学評価・学位授与機構の審査を受け、学位を取得している。 

また、授業評価アンケートの中に学習達成度を問う質問項目があり、その結果から学校の意図

する教育の成果が上がっていると判断できる。 

企業・進学先・卒業(修了)生を対象として、学力や資質・能力などについての意見の聴取やア

ンケートを定期的に行っている。それらによれば企業からの評価は概ね良好であり、また、大学

に編入学した学生の60％程度が大学院に進学している。 
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専攻科においては、学習した内容を総合的に用いて問題解決を行う「特別研究」の内容を、全

員外部の学協会で発表することが義務付けられており、能力の高さを裏付けている。 

 

（改善を要する点）  

   該当なし 

 

 

（３）基準６の自己評価の概要 

準学士課程、専攻科課程ともに、学生が卒業（修了）時に身に付ける学力、資質・能力及び養成

する人材像等は、学校概要、学生便覧などに明示されており、その達成状況は、進級・卒業・修了

認定会議において、把握・評価されており、適切な取組が行われている。また、本校の「生産シス

テムデザイン工学教育プログラム」は日本技術者教育認定機構プログラムとして認定されている。 

卒業に当たっては、就職が厳しい状況であっても就職率100％を維持していること、進学者数が

約50％に増加していることから、企業及び大学側が本校卒業生の資質と能力を高く評価しているこ

とがわかる。特に、進学者の増加は様々な大学や専攻科を学力試験で合格するようになったことに

よるものであり、卒業時点における実力が十分に備わっていることを意味している。また、専攻科

課程修了者の全員が大学評価・学位授与機構の審査を受け、学位を取得している。 

また、学生を対象に行われる授業評価アンケートの中に学習達成度を問う質問項目があり、その

結果から学校の意図する教育の成果が上がっていると判断できる。企業・進学先・卒業(修了)生を

対象として、学力や資質・能力などについての意見の聴取やアンケートを定期的に行っている。そ

れらによれば企業からの評価は概ね良好であり、また、大学に編入学した学生の60％程度が大学院

に進学している。 

以上のことから、教育の成果や効果が上がっているといえる。 
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基準７ 学生支援等 

（１）観点ごとの分析 

観点７－１－①： 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか。また，

学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能してい

るか。 

（観点に係る状況） 学習を進める上でのガイダンスは、本科において、入学時における合宿研修

（資料７－１－①－１）や第3学年における学科ごとの専門導入研修（資料７－１－①－２）、

学級担任が年度当初に行うクラス別学内オリエンテーション（資料７－１－①－３）が恒例の学

校行事として整備されており、毎年適切に実施されている。また、専攻科においては、毎年入学

式直後に「専攻科履修の手引き」（資料５－８－①－１）を用いて、学習を進める上でのガイ

ダンスをすることになっており、実施している。さらに、各科目担当教員が随時シラバスや学生

便覧を利用してガイダンスを実施している。 

学生の自主的学習を進める上での相談・助言のために、特別学修の時間が時間割表に組まれて

おり、基礎学力の向上と資格取得の指導に役立っている。また、オフィスアワー一覧表は、総合

科学教育棟１Fへ掲示され、ホームページに公開されており（資料７－１－①－４）、ほとんど

の教員が空き時間に随時相談・助言に対応できるように体制が整備されており、十分に機能して

いる。 

資料７－１－①－１ 

   

出典：平成17年4月 一水会 資料 
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資料７－１－①－２ 

 

出典：平成17年4月 一水会 資料 

 

資料７－１－①－３ 

   

出典：平成17年4月 一水会 資料 
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資料７－１－①－４ 

    

         出典：宮城工業高等専門学校ホームページ 

 

（分析結果とその根拠理由） 非常に優れている。 

学習を進める上でのガイダンスは、本科・専攻科とも、年度当初に行うよう整備され、適切に

実施されている。また、学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制も整備され、十

分に機能している。 

 

 

観点７－１－②： 自主的学習環境（例えば，自主学習スペース，図書館等が考えられる。）及び

厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生活環境等が整備され，

効果的に利用されているか。 

（観点に係る状況） 自主的学習環境としては、総合科学教育棟の共通教室、専門棟のオープンス

ペースや研究室及び図書館（資料７－１－②－１、資料７－１－②－２）が整備されている。図

書館の PC や平成 16 年度に新たに導入された学習ホールの PC は、授業で利用する教育用演習シ

ステムと同じシステム構成になっており、効果的に利用されている。 

  厚生施設としては、福利施設（萩工会館）（資料７－１－②－３）と合宿研修施設（資料７－

１－②－４）が整備されており、学生の課外活動と学生及び教職員の福利厚生に寄与している

（資料７－１－②－５）。 

  コミュニケーションスペースとしては、総合科学教育棟のふれあいランド、専門教育・共同テ

クノセンター棟の展示・コミュニティーホール及び屋外の中庭が整備され、効果的に利用されて
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いる。 

資料７－１－②－１ 宮城工業高等専門学校図書館利用規則 

   

    

出典：平成 17 年度学生便覧 pp.120-124 
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資料７－１－②－２ 図書館の利用状況 

    

 

 

 

出典：教育･研究アクティビティレポート-平成 16 年度自己点検・評価報告書 (No.6)- pp.155-157 
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資料７－１－②－３ 

  

出典：平成 17 年度学生便覧 p.110 

 

資料７－１－②－４ 

  

出典：平成 17 年度学生便覧 p.111 
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資料７－１－②－５  

    

                           （次項へ続く） 
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出典：教育･研究ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨﾚﾎﾟｰﾄ-平成16年度自己点検・評価報告書 (No.6) 

 p.131-132 

 

  

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

自主的学習環境及びキャンパス生活環境等は整備され、効果的に利用されている。 

 

 

観点７－１－③： 学習支援に関する学生のニーズ（例えば，資格試験や検定試験受講，外国留学

等に関する学習支援等が考えられる。）が適切に把握されているか。 

（観点に係る状況） 学生の意見を授業や学習支援に反映する手段として授業評価アンケートが実

施されている。この中で全体を通した質問項目として「宮城高専教育目標を達成するために新し

い教科の設定が必要と思うのであれば、どのような教科の設定が必要と思いますか。」が設定さ

れ、自由に記載できるようになっており、具体的かつ詳細な学生のニーズを適切に把握している

（資料７－１－③－１）。また、授業担当教員、担任などを通して、常に学生の要望を汲み取る

努力をしている。 

 

 

 - 175 -



宮城工業高等専門学校 基準７ 
 

資料７－１－③－１ 

   

 

出典：平成15年度 授業評価アンケート報告書 平成16年3月 P.68 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

学生のニーズを把握する資料として、授業評価アンケートがあり、さらに、さまざまな機会を

通して、教員、学生間の対話がなされ、その中から学生の要望が汲み取られている。 
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観点７－１－④： 資格試験や検定試験受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能してい

るか。 

（観点に係る状況） 資格試験や検定試験のための支援に関しては、時間割表に記載されている特

別学修の時間が 1～3 年生に設けられており、担当教員が指導及び受験の取りまとめを行ってい

る。合格した場合には所定の単位認定を受けることができ（資料７－１－④－１）、多くの学生

が様々な資格の取得に取り組んでいる（資料６－１－②－６、資料６－１－②－7）。今年度か

らは、4 年次の学生全員に TOEIC-IP を実施することにした。 

  外国留学については、担任教員が随時相談にのっており、平成 15 年度に 1 名が留学し、平成

16 年度に 3 名、平成 17 年度には 3 名が留学中である。また、平成 16 年度から学術交流協定締

結校への国際交流派遣に対し、研修担当教員による事前研修、派遣期間及び事後研修の期間を総

合的に算定することにより校外実習単位として認定している（資料 7-1-④-2）。 

 

資料７－１－④－１ 

  
（次項へ続く） 
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（次項へ続く） 
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                出典：学習の手引き(2005)pp.7～9 

 

資料７－１－④－２ 

   

出典：平成17年度学生便覧p.90 
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（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

資格・検定試験に対する支援体制が整備・機能している。外国留学については、担任教員が随

時相談にのっている。また、海外研修については、研修担当教員や国際交流委員会などによる支

援体制が整備され、単位の認定も行っている。 

 

 

観点７－１－⑤： 特別な学習支援が必要な者（例えば，留学生，編入学生，社会人学生，障害を

持つ学生等が考えられる。）がいる場合には，学習支援体制が整備され，機能し

ているか。 

（観点に係る状況） 留学生には対しては、教務・学生・寮務の各委員会の担当主事補、学級担任、

所属学科の科目担当教員及びチューターが協力し、留学生用ガイドブック（資料７－１－⑤－

1）を整備し、指導している。また、日本語の特別授業が時間割に組み込まれ第３学年と第４学

年において実施されている。 

   編入学生に対しては、合格から入学前の期間に数学などの基礎科目の事前指導が行われてお

り、編入学後は学科毎に専門科目の補講が行われている（資料７－１－⑤－２）。 

   留学生、編入学生の人数は多くなく、個別に対応して学習支援を行っており、留学生は所定の

年限で卒業するなど、適切に機能している。 

 

資料７－１－⑤－１ 「留学生用ガイドブック」 目次抜粋 

 １．名称，所在地，設置学科など 

 ２．事務組織と教育組織 

 ３．学生課の事務の内容 

 ４．学生会クラブ活動 

 ５．授業時間 

 ６．授業 

 ７．科目の履修と修得 

 ８．試験 

 ９．見学旅行 

 10．校外実習 

 11．諸納付金 

 12．医療費補助 

 13．日本スポーツ振興センター 

 14．国費留学生の奨学金の支給手続き 

 15．各種証明書 

 16．在留期間の更新 

 17．その他 

 

出典：留学生用ガイドブック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 - 180 -



宮城工業高等専門学校 基準７ 
 

資料７－１－⑤－２ 

     

     

 

出典：教育・研究アクティビティレポート 

－平成16年度 自己点検・評価報告書(No.6)－ p.71～72 
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（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

留学生や編入学生は少数ではあるが、主事補と学級担任及び所属学科の科目担当教員が協力し

て学習支援を行っており、必要な単位を取得して卒業している。このように学習支援体制が整備

され、十分に機能している。 

 

 

観点７－１－⑥： 学生のクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制が整備され，機能し

ているか。 

（観点に係る状況） 課外活動については学則に規定されている（資料７－１－⑥－１）。学生の

組織的活動については学生会が組織されている。運動部会及び文化部会を中心とする課外活動、

専門委員会活動及び学生会諸行事に対して、それぞれ顧問教員がついて指導助言している（資料

５－４－②－６）。各クラブや学生会などにおいては顧問の指導助言の下、年間活動計画を立て

ている（資料７－１－⑥－２）。この計画に基づいた活動に対して様々な支援を行い、その活動

実績をまとめており、適切に機能している。また、全学生から徴収した学生会費によって通常の

活動が行われ（資料７－１－⑥－３）、必要に応じて後援会からの援助がなされている。部室、

学生会室、教室など活動場所が準備され、事前の申請により休日などにも活動できるようになっ

ている。 

 

資料７－１－⑥－１ 
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資料７－１－⑥－２ 平成１６年度クラブ活動計画書 

   

 

                            出典：学生係資料  
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資料７－１－⑥－３ 学生会決算報告書 

 

 

（分析結果とその根拠理由）非常に優れている。 

課外活動、専門委員会活動及び学生会諸行事等において、顧問の指導・助言の下、学生が自主

的に活動できる環境が整備され、機能している。課外活動の場所も整備され機能している。 

 

 

観点７－２－①： 学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能し

ているか。 

（観点に係る状況） 学生の生活指導は、学級担任を中心に、教職員全員が学生委員会と連携して

行っている。学生の悩みを解決する方法としては、学級担任に相談するほか学生相談室を設置し、

学生の秘密を厳守しながら、学生相談、カウンセリングを行っている（資料７－２－①－１）。

これに携わるスタッフは、東北地区国立高専学生連絡協議会等に毎年出席し、相談を組織的に運

営する上でのスキルアップを図っている。学生相談室は、年間数十件の相談を受けており（保護

者、教員が同席する場合もある）充分機能している（資料７－２－①－２）。 

   経済面に関しては、入学料・授業料等の免除及び徴収猶予に関する規則が制定され（資料７－

２－①－３）、適切に運用されている。奨学金についても日本学生支援機構始め民間団体の奨学

金制度（奥村奨学金・庄慶会・関育英資金等）だけでなく、本校の後援会奨学金制度（資料７－

２－①－４）もあり、学生の経済状態に応じて幅広く利用できる環境を整え利用されている。授

業料免除や奨学金については、学生課、担任を通じて学生に周知する体制ができており、保護者
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懇談会で直接保護者にも伝えている（資料７－２－①－５）。これらの活用実績の一部を資料７

－２－①－６に示す。 

 

資料７－２－①－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料７－２－①－２ 学生相談室利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料７－２－①－３ 
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資料７－２－①－４ 後援会事業・奨学金貸与規則（抜粋） 

    

                         出典：学生課資料 

 

 

 

資料７－２－①－５ 

  

 

 

 - 186 -



宮城工業高等専門学校 基準７ 
 

資料７－２－①－６ 

  

 

（分析結果とその根拠理由） 非常に優れている。 

学級担任を中心とした指導・相談が適切に行われている。また、学生相談室は、効果的に運用

され機能している。授業料免除の規則が定められ充分機能している。また、奨学金についても日

本学生支援機構、民間団体、本校後援会による独自のものなど幅広く整備されるとともに充分機

能している。これらについては学生便覧に掲載するほか、保護者懇談会において保護者に直接伝

える配慮がなされ組織的に運用されている。 

 

 

観点７－２－②： 特別な支援が必要な者（例えば，留学生，障害を持つ学生等が考えられる。）

がいる場合には，生活面での支援が適切に行われているか。 

（観点に係る状況） 昭和５９年に留学生を受け入れて以来、平成１７年度までに５０名の留学生

を受け入れており、在学中の３名を除いた４７名は全員卒業している。留学生の支援は留学生用

ガイドブック（資料７－１－⑤ー１）を整備し、様々な相談の窓口を学級担任とし、学生課、国

際交流委員会及び学生チューターが当たっている（資料７－２－②－１）。学寮では留学生の共

用空間を整備し居住環境を充実させるとともに、校舎では留学生教室を整備し学習環境を充実さ

せている。 

   一方、障害を持つ学生の入学の例は殆どないが、近年の校舎新営と校舎改修では、障害者を考

慮した建築上の配慮をしている。 
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資料７－２－②－１ 「最近の留学生とチューターの名簿」 

編入年度 留学生名 国籍 学科 ３年次 ﾁｭｰﾀｰ ４年次 ﾁｭｰﾀｰ

2004 Ｍ．ファッドリ マレーシア 建築 峯岸聖太朗 峯岸聖太朗 

2004 Ｌ．プッタソン ラオス 機械 高橋孝基 高橋孝基 

2005 Ｃ．ビュンミン 韓国 建築 平山雄基  

                              出典：学生課資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

様々な相談の窓口は学級担任となっており、適切に指導している。それにより留学生は快適な

学校生活を営んでいる。 

 

 

観点７－２－③： 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効に機能

しているか。 

（観点に係る状況） 本校の学寮（「萩花寮」）は、「人間形成を助長して、教育目標達成に資す

ることを目的とする」という設置基準で造られた教育寮であり、５棟が設置されている。現在、

定員枠一杯の寮生を収容しているが、毎年定員を超える入寮希望者がある。入寮を許可された寮

生は、学寮管理規則（資料７－２－③－１）及び学寮内規（資料７－２－③－２）のルールに基

づいて共同生活をしており、協調と自律の精神を身につけている。寮務委員会の監督・指導の下、

寮生会は、寮生会役員（資料７－２－③－３）が中心となって全寮生で組織されており、寮祭、

予餞会などの各種行事（資料７－２－③－４）を開催し親睦を深めている。また、各居室の他、

平成１７年４月から学習室が整備され、自主学習が快適にできる環境も備えている。開寮期間中

は、毎日、宿直と休日日直の教員が指導に当たっている。 なお、欠席・欠課の多い寮生に対し

ては登校指導を行っている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 相応である。 

寮生はルールに従った共同生活を送っている。寮務委員会の監督・指導の下で、寮生会役員を

中心とした各種行事を催し、生活の場として十分に機能している。また、学習室を新たに設置す

るなど勉学の場としても機能している。毎年定員以上の入寮希望者があることは、有効に機能し

ている根拠でもあるが、一方では希望者全員を収容できないことは施設の改善（拡充）を要する

点でもある。また、現在の学寮の配置は適当とは言えず、改善を要する。 

 

資料7-2-③-1 「学寮管理規則」 抜粋 

第１条 この規則は，宮城工業高等専門学校学則（昭和38年規則第１号）第50条第２項の規定に基

づき，学寮の管理及び運営について定めることを目的とする。 

･･････以下略 

                                     出典：学生便覧
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資料7-2-③-2 「学寮内規」 抜粋 

第１条 この内規は，宮城工業高等専門学校学寮管理規則（昭和38年規則第３号）第18条の規定に

基づき，学寮の遵守すべき事項等を定めることを目的とする。 

･･････以下略 

                                     出典：学生便覧

 

資料7-2-③-3 「萩花寮寮生会規約」 抜粋 

第１条 本会は，宮城工業高等専門学校萩花寮寮生会と称する。 

第２条 本会は，学校の指導のもとに学校の承認する範囲内において，学寮の生活を自立的に運営

し，寮生の人間形成に最も有効適切な場とすることを目的とする。 

･･････以下略 

出典：学生便覧

 

資料7-2-③-4 「入寮のしおり」 目次 

 １．はじめに 

 ２．寮の目的と組織 

 ３．年間行事 

 ４．施設と設備 

 ５．寮棟と居室の出入り 

 ６．日常生活 

 ７．寮監室 

 ８．共同生活の基本 

 ９．緊急時の対応 

 10．教職員名簿 

 11．寮生会役員名簿 

 12．校舎等配置図 

 13．学寮配置図 

 14．学寮平面図 

 15. 学寮関係規則 

 16．おわりに 

出典：入寮のしおり 

 

 

観点７－２－④： 就職や進学などの進路指導を行う体制が整備され，機能しているか。 

（観点に係る状況） 準学士課程の進路指導は、教務委員会が進学関係、学生委員会が就職関係を

管轄しており、各学科の主任と４・５年の担任が指導に当たっている。専攻科課程の進路指導は、

専攻科委員会が管轄している。就職に関しては、学生主事を委員長とする就職対策小委員会が組

織され、各学科教員の協力の下に企業訪問を毎年３月に実施している（資料７－２－④－１）。

また、４年生の秋に進路ガイダンス・ＳＰＩ対策試験・エントリーシート攻略テスト・模擬面接

を実施している（資料７－２－④－２）。 

進路指導に関する保護者への説明は、毎年開催される保護者懇談会の際に行っている。（４年

生については、４，７，１０月の年３回、５年生については、４月に１回） 

    また、毎年「就職・進学のためのガイドブック」（資料７－２－④－３）を作成し、学生

（１，４年生）に配布している。これにより、1 年次から進路に関する情報を提供している。 

就職については殆どが学校推薦によるものである。納得して企業を決め採用試験を受けており、

就職率は専攻科も含め１００％である。また進学に関しては、担任の指導の下で、学生自身が自

ら調査の上で進路先を決めている。進路指導室、各学科や図書館で進学・就職のための資料が閲

覧できるようになっている。以上、進路指導に関する体制は整備され、充分機能している。 
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資料７－２－④－１ 

   

                 出典：平成１７年５月 一水会 資料 
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資料７－２－④－２ 平成 17 年度行事予定表（後期） 

 

                                  出典：学生課資料  
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資料７－２－④－３ 

    

出典：就職・進学のためのガイドブック 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

進路指導は、４・５年の担任が中心となり、進学・就職に対して適切な指導が行われている。

特に、就職が厳しい状況でも就職率１００％を維持していることは進路指導の成果である。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

学生の学習支援に関しては、通常の授業の他に様々な補習の時間を確保しており、きめ

細かな支援体制が整備・機能されている。また、海外研修については、研修担当教員や国際交

流委員会などによる支援体制が整備され、単位の認定も行っている。 

課外活動において、顧問の指導・助言の下、学生が自主的に活動できる環境が整備され、機能

している。 

学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制については整備されている。生活指

導体制は、学級担任を中心として、学生相談室の支援も受けながら、指導・相談・助言が適切に

行われ機能している。また、奨学金については、学校の後援会による独自のものなど幅広く整備

されるとともに充分機能している。 

留学生に関しては、留学生の殆どが卒業後進学しており、学習支援、生活支援の体制が

整えられている。 

学寮に関しては、毎年協調と自律の精神を身に付けて卒業している。また、自主学習する体制

が整えられている。 

進路指導は、「就職・進学のためのガイドブック」を発行し優れた指導が行われており、就職

率 100％を維持している。 
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（改善を要する点）  

学寮に関しては、毎年定員を上回る入寮希望がありながら、希望者全員を入寮させることがで

きない状況であり、また現在の５棟の配置が適切とは言えず、施設面での改善を要する。 

 

 

（３）基準７の自己評価の概要 

  学習を進める上でのガイダンスは、本科専攻科とも、年度当初に行うよう整備され、適切に実

施されている。また、学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制も整備され、十分に

機能している。 

自主的学習環境としては、総合科学教育棟の共通教室、専門棟のオープンスペースや研究室及び

図書館が整備されている。図書館のPCや学習ホールのPCは、効果的に利用されている。厚生施設と

しては、福利施設（萩工会館）と合宿研修施設が整備されており、学生の課外活動と学生及び教職

員の福利厚生に寄与している。コミュニケーションスペースとしては、総合科学教育棟のふれあい

ランド、専門教育・共同テクノセンター棟の展示・コミニティーホール及び屋外の中庭が整備され、

効果的に利用されている。 

学生のニーズを把握する資料として、授業評価アンケートがあり、さらに、さまざまな機会を通

して、教員、学生間の対話がなされ、その中から学生の要望が汲み取られている。 

資格・検定試験に対する支援体制に関しては、特別学習の時間を整備しており、担当教員が指導

を行っている。外国留学については、担任教員が随時相談にのっている。また、海外研修について

は、研修担当教員や国際交流委員会などによる支援体制が整備され、単位の認定も行っている。 

留学生に対しては、学生のチューターを配置し、主事補、学級担任、科目担当教員が協力して学

習支援を行っている。編入学生に対しては、編入学前の指導を行い、編入学後は、学級担任及び科

目担当教員が協力して学習支援を行っている。 

課外活動等については、クラブ、学生会の各委員会には、顧問を配置し、学生が自主的に活動で

きる環境や経済的支援体制が整備され、活発に活動している。 

学生の生活や経済面に係わる指導等は、学級担任を中心として、学生相談室の支援も受けながら、

指導・相談・助言が適切に行われている。授業料免除については、規則に従って適切に運用されて

いる。また、奨学金については、日本学生支援機構、民間団体、本校後援会による独自のものなど

幅広く整備されるとともに充分機能している。これらについては学生便覧に掲載するほか、保護者

懇談会において保護者に直接伝える配慮がされ組織的に運用されている。 

留学生からの様々な相談の窓口は学級担任となっており、適切に指導しており、留学生は快適な

学校生活を営んでいる。 

寮生はルールに従った共同生活を送っている。寮務委員会の監督・指導の下で、寮生会役員を中

心とした各種行事を催し、生活の場として十分に機能している。また、学習室を新たに設置するな

ど勉学の場としても機能している。毎年定員以上の入寮希望者があり、希望者全員を収容できない

ため、学寮の施設拡充が望まれる。 

進路指導は、４・５年の担任が中心となり、進学・就職に対して適切な指導が行われている。特

に、「就職・進学のためのガイドブック」を発行し優れた指導が行われており、就職率100％を維

持している。 
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基準８ 施設・設備 

（１）観点ごとの分析 

観点８－１－①： 学校において編成された教育課程の実現にふさわしい施設・設備（例えば，校

地，運動場，体育館，教室，研究室，実験・実習室，演習室，情報処理学習のた

めの施設，語学学習のための施設，図書館等，実験・実習工場さらには職業教育

のための練習船等の設備等が考えられる。）が整備され，有効に活用されている

か。 

（観点に係る状況） 

１．施設整備について 

  校地、運動場、体育館、教室、研究室、実験・実習室、演習室、情報処理学習のための施設、語

学学習のための施設、図書館、実習工場など、高等専門学校の設置基準において必須とする校地・

校舎や施設・設備は、整備されている。 

設置基準以上の本校の施設整備に関しては、資料８－１－①－１及び２のとおり順次整備・充実

が図られている。教育支援の側面からみれば、図書館、実習工場及び体育施設並びに学寮のより一

層の整備が望まれているところであり、その実現に向けて概算要求を行っている。 

  また、施設専門委員会において、施設利用状況実態調査を実施し、施設及び設備に関してより一

層の有効活用が図られるよう努めている。なお、各棟にスロープ、自動ドア、身障者用トイレ、エ

レベータ（平成１６年度に地域共同テクノセンター・専攻科棟に設置、情報デザイン棟を除く）が

設置され、バリアフリー対策が講じられている。 

資料 8-1-①-1 構内建物配置図 

  

出典：会計課資料
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資料 8-1-①-2 

 ①施設整備状況 

年度／区分 教育・研究施設 福利厚生・課外活動施設 管理施設・その他

平 成 16 年 度 総合科学教育棟パソコン教室整備工事 寮学習室改修 管理棟増築（施設課設置）

寮浴室・女子寮改修
専門教育・共同テクノセンター棟

エレベータ設置工事

寮厨房空調設備取設

野球場防球ネット拡張工事

平 成 15 年 度 労働安全衛生法対応工事

視聴覚室空調設備取設

平 成 14 年 度 建築・電気棟改修 都市ガス化改修工事

中庭環境整備

平 成 13 年 度 機械・材料棟改修 プール改修 高速キャンパスネットワーク竣工

視聴覚室改修 テニスコート増設 図書館空調設備

食堂テラス増設 図書館照明設備改修

西寮改修

平 成 12 年 度 専門教育・共同テクノセンター棟竣工 野球場防球ネット取設 図書館空調設備

平 成 11 年 度 総合科学教育棟竣工 野球場整備 図書館ボイラー更新

専攻科棟竣工 武道場屋根改修

平 成 10 年 度 体育館床張替 自転車置き場整備

ＳＣＳ設置工事

平 成 ６ 年 度 情報デザイン学科棟竣工

 ②施設整備概算要求等事項 

年度／区分 教育・研究施設 福利厚生・課外活動施設 管理施設・その他

平 成 17 年 度
校舎改修

（創造教育・開発センター）
寄宿舎増設 図書館改修

総合マルチメディア教育館 第一体育館改修 情報デザイン棟エレベータ設置工事

テニスコート改修

第二体育館屋根改修※

平 成 18 年 度
校舎改修

（創造教育・開発センター）
寄宿舎増設 図書館改修

総合マルチメディア教育館 第一体育館改修 情報デザイン棟エレベータ設置工事

テニスコート改修

※印は、営繕事業で平成 17 年度実施予定のもの

       出典：会計課資料

 

２．設備について 

  文部科学省による特別設備費の採択及び校長裁量経費により、各学科等の核となる機器を整備し

ている。 

  主な設備は資料８－１－①－３のとおりである。 

また、情報処理教育及び語学教育並びに専門教育のためのパソコンの整備状況は、資料８－１－

①－４のとおりである。さらに、機械・材料棟と建築電気棟の２Ｆ及び３Ｆにはオープンスペース

が設けられており、そこには複数台のパソコンが設置され学生の自習用として活用されている。 

  なお、情報処理教育用のパソコンについては、平成１７年３月に更新し、新機種が設置されてい

る。 
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資料 8-1-①-3    

年　　　度 学　　　科　　　等 設　　備　・　装　　置　　名 備　　　　　考

平成16年度 電 気 工 学 科 電気主任技術者認定実験室整備 校長裁量経費

建 築 学 科 細孔容積分布測定装置 校長裁量経費

専 攻 科 パソコン更新 校長裁量経費

平成15年度 電 気 工 学 科 教育用高度電子回路解析システム 理工系教育高度化設備費

建 築 学 科 建築ＣＡＡＤ教育システム 校長裁量経費

材 料 工 学 科 ｲｵﾝﾄﾗｯﾌﾟｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析装置 校長裁量経費

実 習 工 場 精密旋盤 校長裁量経費

平成14年度 情報デザイン学科 コンピュータ技術セルフラーニングシステム 校長裁量経費

専 攻 科 パソコン更新 校長裁量経費

共 通 教務事務電算経費 校長裁量経費

図 書 館 図書検索システム 校長裁量経費

平成13年度 機 械 工 学 科 高速流デジタルＰＩＶシステム 教育重点経費

建 築 学 科 万能試験システム 理工系教育高度化設備費

共 通 教務事務電算化経費（成績証明書発行） 教育重点経費

共 通 高速キャンパス情報ネットワークシステム 補正予算

平成12年度 実 習 工 場 円筒研削盤 教育重点経費

テ ク ノ セ ン タ ー ドラフトチャンバー外 教育重点経費

平成11年度 電 気 工 学 科 光電子分光装置 テクノセンター設備費

建 築 学 科 ワークステーション テクノセンター設備費

材 料 工 学 科 画像処理装置 テクノセンター設備費

材料工学科（共通） Ｘ線元素分析装置付走査型電子顕微鏡 理工系教育高度化設備費

総 合 文 科 マルチメディア教育設備 教育重点経費

実 習 工 場 実習工場設備 教育重点経費

総 合 理 数 熱膨張計、電子ビーム偏向装置 教育重点経費

総 合 理 数 走査型プローフﾞ顕微鏡 テクノセンター設備費

総 合 理 数 マルチチャンネルアナライザ外 原子力安全設備

設　備　等　整　備　状　況　（平成１１年度～平成１６年度）

出典：会計課資料

     

資料 8-1-①-4 

※稼働率は、１日の最大時限数を８として算出。

100.0%100.0%65.0%52.5%15.0%6.3%28.8%50.0%62.5%AVE

100.0%100.0%62.5%62.5%37.5%18.8%43.8%62.5%37.5%金

100.0%100.0%37.5%62.5%0.0%0.0%37.5%37.5%87.5%木

100.0%100.0%100.0%62.5%25.0%0.0%25.0%50.0%75.0%水稼働率

100.0%100.0%62.5%37.5%0.0%0.0%12.5%62.5%37.5%火※

100.0%100.0%62.5%37.5%12.5%12.5%25.0%37.5%75.0%月

H15.3.3111.3.30H15.3.31H16.3.2H16.3.26H15.2.10H11.3.30H12.3.1H15.3.30設置年月

27台30台44台47台40台18台50台50台47台設置台数

教官・学生
研究室

CAD/CG室
情報処理
演 習 室

建築CAAD室
情報ｼｽﾃﾑ
実 験 室

Ｗ／Ｓ室製図CAD室端 末 室

専攻科情報デザイン学科建築学科電気工学科機械工学科電子計算機室

ＭＭ教室設置場所

専 門 教 育 等情報教育語学教育区 分

情報処理教育及び語学教育並びに専門教育のためのパソコンの整備状況等

※稼働率は、１日の最大時限数を８として算出。

100.0%100.0%65.0%52.5%15.0%6.3%28.8%50.0%62.5%AVE

100.0%100.0%62.5%62.5%37.5%18.8%43.8%62.5%37.5%金

100.0%100.0%37.5%62.5%0.0%0.0%37.5%37.5%87.5%木

100.0%100.0%100.0%62.5%25.0%0.0%25.0%50.0%75.0%水稼働率

100.0%100.0%62.5%37.5%0.0%0.0%12.5%62.5%37.5%火※

100.0%100.0%62.5%37.5%12.5%12.5%25.0%37.5%75.0%月

H15.3.3111.3.30H15.3.31H16.3.2H16.3.26H15.2.10H11.3.30H12.3.1H15.3.30設置年月

27台30台44台47台40台18台50台50台47台設置台数

教官・学生
研究室

CAD/CG室
情報処理
演 習 室

建築CAAD室
情報ｼｽﾃﾑ
実 験 室

Ｗ／Ｓ室製図CAD室端 末 室

専攻科情報デザイン学科建築学科電気工学科機械工学科電子計算機室

ＭＭ教室設置場所

専 門 教 育 等情報教育語学教育区 分

情報処理教育及び語学教育並びに専門教育のためのパソコンの整備状況等

出典：会計課資料
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（分析結果とその根拠理由） 

１．施設整備について 

   運動場、体育館、教室、研究室、実験・実習室等の施設の整備における本科生並びに専攻科生

の教育環境については充実した状況にある。しかし、教育支援の面で、老朽化の著しい図書館及

び体育施設の整備が必要である。 

   また、本校では、創造性豊かな技術者の養成を目指すため、実習工場と電子計算機室を融合し

た新しい「創造教育・開発センター」の設置を喫緊の課題として、概算要求を行っているところ

である。 

   さらに、学寮についても、建築学科（東北地区で１校）、材料工学科（東日本で１校）や情報

デザイン学科（全国で１校）のように特色のある学科を有しているところから、平成７年度以降

入居率が１００％を超えている状況が続いており、遠隔地域並びに女子の入寮希望者が増加して

いる状況から、増築の概算要求を行っているところである。 

２．設備について 

   各学科における基盤的設備は設置されている。なお、工業技術の発展に伴う新規設備の導入が

望まれるほか、経年劣化による更新が必要となっている設備・機器も見受けられる。 

   パソコンについては、情報処理教育用及び語学教育用として専用の教室を設け運用している。

また、専門教育用については、各学科とも４年を目処に更新を考えているが、今後は、共同利用

の是非や効率的な利用方法により、教育上支障の無い運用方法を考慮する必要がある。 

 

観点８－１－②： 教育内容，方法や学生のニーズを満たす情報ネットワークが十分なセキュリテ

ィ管理の下に適切に整備され，有効に活用されているか。 

（観点に係る状況）  

校内情報ネットワークの情報コンセントは研究室・実験室等に設置され、パソコン等を接続す

れば自動的にアドレスが割り振られ、情報ネットワーク及びインターネット接続ができるように

なっている。学生の利用可能なパソコン等は、各学科等に資料８－１－①－４のように設置され

ており、主として授業で利用されている。それらのパソコン等は設置学科等が利用規則を定め管

理している。また、低学年の学生が課外に自由に利用できる端末として、総合科学教育棟の学習

ホールに 28 台のパソコンが設置され、平日（利用時間は 7:30～21:00）は自由に利用できるよ

うになっている。さらに、図書館には８台のパソコンが学生用として設置され、図書係及び図書

委員会の管理の下、図書館開館中（平日は 8:30～20:00）は自由に利用できるようになっており、

有効に活用されている。各専門学科の研究室や実験室あるいはオープンスペースには数台ずつパ

ソコンが設置され、学生が教員の指導の下で自由に利用できるようになっており、専門学科の演

習室等のパソコンとともに、高学年学生のレポート作成、卒業研究等に活用されている。さらに、

専攻科学生にはパソコンが各自１台ずつ貸与され、自由に利用できるようになっている。これら

のパソコン等は校内情報ネットワークに接続され、インターネットでの情報検索等にも利用され

ている。校内情報ネットワークには学生全員の利用できる学生用メールサーバ、ファイルサーバ

と求人情報が閲覧できる就職情報サーバが設置され、校内のパソコン等から自由に利用できるよ

うに整備され、有効に活用されている。 

ネットワーク障害へは幹線部の各ネットワーク機器の二重化で対応し、ウイルス被害に対して

はウイルスチェックサーバによる全送信・受信メールのチェックとサイトライセンスによる校内
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全パソコンへのアンチウイルスソフトのインストールで対応している。情報ネットワークのセキ

ュリティ管理については、情報ネットワーク委員会がその管理規則、及び情報セキュリティポリ

シー（資料 8－1－②－１）を策定し、情報セキュリティ委員会、及び電子計算機室によって適

切に運用している。 

 

資料 8－1－②－１ 宮城工業高等専門学校情報セキュリティポリシー（抜粋）  

 

  

宮城工業高等専門学校情報セキュリティポリシー 

 

 宮城工業高等専門学校（以下「本校」という。）は，本校が所有する「情報」が重要な

「資産」であり，情報資産利用者の信頼を損なうことなく教育研究等のサービスの質の向

上を図ることが本校にとって重要な責務であると認識し，本校が所有する情報資産を保護

するために，次の方針に基づき情報セキュリティポリシーを策定する。 

 

基本方針 

 

本校の情報資産について，「情報セキュリティポリシーに関するガイドライン（平成12

年7月18日情報セキュリティ対策推進会議決定）」における「政府の情報セキュリティの基

本的な考え方」を踏まえ，社会の信頼を損なうことなく継続的かつ安定的な教育研究活動

の実施を確保するために，適切な情報セキュリティ対策を実施することが必要不可欠であ

る。 

このため，本校においては，「大学における情報セキュリティポリシーの考え方（平成

14年3月29日大学の情報セキュリティポリシーに関する研究会（事務局：国立情報学研究

所））」を踏まえ，情報セキュリティ対策の包括的な規程として，次の事項を内容とする

情報セキュリティポリシーを策定し，情報資産をあらゆる脅威から守るために必要な情報

セキュリティの確保に最大限取り組むこととする。 

 また，本校の情報資産を利用することを許可されたすべての者は，この目的を果たすた

め，ポリシーの実施に責任を負うとともに，ポリシーを遵守しなければならない。 

 

１．目的 

(a)本校の情報セキュリティに対する侵害を阻止する。 

(b)本校内外の情報セキュリティを損ねる加害行為を抑止する。 

(c)情報資産に関して，重要度に見合った管理をする。 

(d)情報セキュリティに関する情報の取得を支援する。  

出典：平成１７年７月 一水会資料

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

最先端の情報ネットワーク機器が整備されており、一部のネットワークで障害やウイルス被

害が発生しても他部門への影響は起こりにくい情報セキュリティを考慮した構成になっている。

授業等で利用する情報ネットワーク端末の数は、ほぼ満足できる台数・室数であり、有効に活

用されている。また、学生が自由に利用できる情報ネットワーク端末も学内各所に設置されて

おり、学生のニーズに応えている。情報セキュリティポリシーが策定されており、適切に運用

されている。 
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観点８－２－①： 図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に整備さ

れ，有効に活用されているか。 

（観点に係る状況） 図書館は、ゼミ室・視聴覚室が併設されている２階建ての施設で、延床面積

1,038 ㎡、閲覧座席数も１０６席確保されている。約 86,000 冊の蔵書は系統的に整備されてい

る。「情報館 5.0」（ブレインテック）という図書館システムを導入し、受け入れた図書資料は

全て電算化処理されており、ブックディテクションも設置している。学生・教員・一般市民への

貸出や返却は学生証・身分証明証などのバーコードをスキャンする簡便な方法となっている。館

内には利用者用パソコン８台と蔵書検索専用パソコン１台を設置し、学内ＬＡＮによって蔵書検

索とインターネットによる情報を収集することができる。手続きなしに自由に利用できる蔵書検

索専用パソコンは、資料を探す学生に大いに利用されている。 

ＡＶコーナー(DVD・VTR・CD 兼用機５台、カセット・CD 機１台)では技術関係の教育ビデオ等

を見ることができる (資料８－２－①－１) 。 

長岡技術科学大学付属図書館が提供する「ＫＡＮＯＮ（旧：外国雑誌目次データベース）」や

「電子ジャーナル(Science Direct)」により最新の外国雑誌目次データや研究論文の入手が可能

になっており、非常に有効な教育支援体制となっている。図書館ホームページ(資料８－２－①

－２)上に情報データベースへのリンクがはりめぐらされており、身近に利用することができる。

一般市民もホームページを利用し蔵書検索が可能となっている。 

蔵書構成は、自然科学と技術の分野が全体の５割を占めており、毎年各学科からの推薦図書リ

ストにより新刊図書の充実にも努めている。学生の要望に対しても、「希望図書申込箱」を設置

しており、年２回の学生によるブックハンティングを行うなどの対応をしている。 

図書館の利用ガイダンス（資料８－２－①－３）は、新入生に対し４月にオリエンテーション

を実施している。さらに、電子ジャーナル利用講習会を年１回開催し、教員・専攻科生・５年生

などに利用指導を行っており、全国高専の中でもここ数年おしなべてトップの利用状況である。 

開館時間は午前８時３０分から午後８時まで（長期休業期間中は、午前８時３０分から午後５

時まで）となっている。過去３年間の図書利用状況及び蔵書などの統計(資料 8-2-①-4～資料 8-

2-①-6)を示す。 

 

資料８－２－①－１ 主な視聴覚資料の点数 

（平成１７年３月３１日現在） 

ビデオ Ｃ Ｄ カセットテープ レコード CD-ROM ＤＶＤ 

1,021 点 213 点 1,026 点 647 点 84 点 371 点 

                              出典：図書館資料 
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資料８－２－①－２ HP 表紙 

 

 

 
 

出典：宮城高専図書館 HP 

 資料８－２－①－３ 図書館利用案内 

 

 

 

資料８－２－①－４ 図書利用状況等の統計 

                                      （平成１７年３月３１日現在） 

 

 

 

 

 

 

出典：図書館資料 

  入館者数 学生 

貸出者数 

学生 

貸出冊数

教職員 

貸出者数

教職員 

貸出冊数

開館日数 蔵書総数 蔵書和書 蔵書洋書 

平成１６ 72,132 4,842 8,142 557 1,412 236 86,222 76,067 10,155

平成１５ 68,897 5,014 9,157 582 1,788 238 84,892 74,781 10,111

平成１４ 83,279 4,428 7,962 594 3,860 237 84,331 74,314 10,017
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資料８－２－①－５ 蔵書冊数 

                          （平成１７年３月３１日現在） 

 総記 哲学 歴史 社会 自然 技術 産業 芸術 言語 文学 製本 合計 

和書 3,364 3,423 4,770 7,445 12,987 24,778 827 4,690 3,340 10,317 126 76,067 

洋書 311 366 216 349 2,815 2,784 17 212 1,592 903 590 10,155 

合計 3,675 3,789 4,986 7,794 15,802 27,562 844 4,902 4,932 11,220 716 86,222 

％ 4.3 4.4 5.8 9.0 18.3 32.0 1.0 5.7 5.7 13.0 0.8 100 

                               出典：図書館資料 

 

資料８－２－①－６ 所蔵雑誌種類数 

（平成１７年３月３１日現在） 

 

 

 

 

 

 

出典：図書館資料 

購   入 寄   贈  

継 続 中 止 継 続 中 止 

 

合 計 

和 １７９ ２３５ ４１２ ９０ ９１６ 

洋 ９４ １９３ ２３ ９ ３１９ 

合計 ２７３ ４２８ ４３５ ９９ １，２３５ 

 

（分析結果とその根拠理由) 優れている。 

図書館は学習と情報提供の場として中心的役割を果たしてきた。平成１７年４月１日現在図書館

には、自然、技術、産業、芸術などに系統的に整理された蔵書が 8 万６千冊以上ある。図書館ホー

ムページによる蔵書検索、文献検索・電子ジャーナルなどの情報サービスが提供できるようになっ

ている。パソコンコーナーではインターネットの利用、AV コーナーでは VTR、DVD などの視聴覚資

料の利用も可能となった。図書の利用、パソコン利用、AV の利用を含め多くの人に図書館が有効

に活用されている。平成１４年度には夜間開館(午後５時～８時)の運用も開始し、学生や教職員さ

らに地域の方々が図書館を気軽に利用できる環境づくりが進んでいる。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

施設については、総合科学教育棟、専攻科棟及び各学科棟は新築及び改修で整備されており、

バリアフリー対策が講じられている。 

設備については、情報処理教育用及び語学教育用として専用の教室が設置され、稼動率も高い。

平成１７年３月には情報処理教育用のパソコンが更新されている。また、学科棟のオープンスペ

ースには、学生が自由に使用できるパソコンが設置されている。これらのパソコンの情報セキュ

リティについては、情報ネットワーク委員会等により管理がなされている。 

図書館においては、図書資料の電算化処理がされており、学内LANによる蔵書検索、文書検索

・電子ジャーナルなどの情報サービスが提供されている。電子ジャーナル利用講習会を年１回開
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催し、教員・専攻科生・５年生などに利用指導を行っており、全国高専の中でもここ数年おしな

べてトップの利用状況である。 

 

（改善を要する点） 

施設については、図書館、体育施設及び実習工場において、老朽化が進んでいることから、教

育支援施設として改善を要する。さらに、学寮においては、入居率が100％を超えている状況が

続いており、遠隔地域在住の入寮を希望する学生の生活基盤として早急に改善を要する。 

設備については、教育研究の高度化のため老朽設備の更新や陳腐化するスピードの速いパソコ

ンの更新が不可欠であり、計画的な導入・更新が図れるようになってきているが一部残っており、

今後も改善を要する。また、本校の中期目標・中期計画を実施するために必要な設備を精選し、

設備の共有化等、さらに効率的な運用を図る必要がある。 

 

 

（３）基準８の自己評価の概要 

専攻科棟や各学科棟等の新築又は改修に伴い、校舎、教室及び実験・実習室、実験・実習用の装

置等の基本的な施設・設備は順次整備・充実が図られており、有効に活用されている。しかし、各

学科における基盤的設備は設置されているが、工業技術の発展に伴う新規設備の導入状況について

は不十分な点がある。 

学寮については、遠隔地域在住の学生並びに女子学生の入寮希望者が増加しているため、入寮希

望者数が収容定員を大幅に超えている状況が続いている。 

低学年の学生が課外に自由に利用できる情報ネットワーク端末の充実や、学生用メールサーバや

校内のパソコン等から求人情報が閲覧できる就職情報サーバが設置されるなど情報ネットワーク機

器が整備され、有効に活用されている。また、情報セキュリティポリシーが策定されており、これ

らの端末は、最先端の情報ネットワーク機器により情報セキュリティが管理され、適切に運用され

ている。 

図書館には、図書、学術雑誌、視聴覚資料のほか教育研究上必要な資料が系統的に整備され、索

引システムなどの図書資料等の電算化処理が行われている。また、学生に配慮された図書館の開館

時間や学生の利用状況などからみても有効に活用されている。このほか、学生から購入を希望する

図書を受け付ける仕組みも取り入れられている。  
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基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

（１）観点ごとの分析 

観点９－１－①： 教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積

され，評価を適切に実施できる体制が整備されているか。 

（観点に係る状況）  

教育の状況について、教育活動の実態を示すデータは、「教育・研究アクティビティレポー

ト」としてまとめられ、平成４年に第１号を発行して以来、平成１６年度で第６号となっている

（資料９－１－①－１）。評価・改善委員会（資料９－１－①－２）が、教務委員会・学生委員

会などの関連する委員会のデータを取りまとめて収集・蓄積しており、同レポートでは、教育理

念・教育目標・教務活動・学生生活指導・学校組織・管理運営体制・教育研究施設の利用及び支

援体制・対外活動・地域共同テクノセンター・研究活動・顕彰・受賞・教育研究スタッフについ

て、実態が示されている。 

これらのデータに基づいて、評価・改善委員会、教務委員会、学生委員会などの関連する委員

会が教育活動の検討・評価を行う体制が整備されている。 

資料９－１－①－１ 

    

出典：教育･研究アクティビティレポート 

ー平成16年度自己点検・評価報告書(No.6)ー 目次 
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資料９－１－①－２ 

出典：国立宮城高専概要(2005年) p.5 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

教育の状況について、教育・研究アクティビティレポートが発行されており、教育活動の実態

を示すデータや資料が適切に収集・蓄積されている。また、評価に当たっては、評価・改善委員

会を始め、関連委員会が行う体制が整備されている。 

 

 

観点９－１－②： 学生の意見の聴取（例えば，授業評価，満足度評価，学習環境評価等が考えら

れる。）が行なわれており，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反

映されているか。 

（観点に係る状況） 授業評価アンケートを年２回行い、学生から授業・満足度・学習環境等につ

いて意見を聴取している。それらの結果は、「授業評価アンケート報告書」としてまとめられ、

毎年発行されており、その中には、学生の様々な意見が記載されている（資料９－１－②－１）。 
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資料９－１－②－１ 

  

出典：平成15年度授業評価アンケート報告書 P.94 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

授業評価アンケートを通して、学生の意見の聴取が行われており、「授業評価アンケート報告

書」として評価報告書を発行している。 
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観点９－１－③： 学外関係者（例えば，卒業（修了）生，就職先等の関係者等が考えられる。）

の意見が，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映されているか。 

（観点に係る状況） 卒業生アンケート調査については、平成１５年度に実施し、まとめている。

平成１７年度には、卒業生、修了生、就職先企業アンケート調査を実施し、その集計結果を評価

・分析し、「平成１７年度 宮城高専卒業（修了）生・就職先企業アンケート報告書」という評

価報告書としてまとめた。平成１４年３月に卒業（修了）した者とその就職先企業を対象とし、

資料９－１―③－１、資料９－１－③－２に示すように教育の状況に関する意見も聴取している。

今後、定期的に卒業生、修了生、企業アンケートを実施していく計画になっている。 

 

資料９－１－③－１ アンケート集計結果（卒業生） 

 

  

出典：平成17年度 宮城高専卒業（修了）生・就職先企業 

アンケート報告書 p.55 
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資料９－１－③－２ アンケート集計結果（就職先企業） 

 

  

 

出典：平成17年度 宮城高専卒業（修了）生・就職先企業 

アンケート報告書 p.26 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

卒業生、修了生、企業を対象としたアンケートを実施しており、教育の状況に関する意見を聴

取し、「平成１７年度 宮城高専卒業（修了）生・就職先企業アンケート報告書」として評価報

告書を発行している。 

 

 

観点９－１－④： 各種の評価（例えば，自己点検・評価，教員の教育活動に関する評価，学生に

よる達成度評価等が考えられる。）の結果を教育の質の向上，改善に結び付けら

れるようなシステムが整備され，教育課程の見直しなど具体的かつ継続的な方策

が講じられているか。 

（観点に係る状況） 教員の教育活動に関しては、評価・改善委員会が中心となって、「教育・研

究アクティビティレポート」、「卒業（修了）生・就職先企業アンケート」、「授業評価アンケ

ート報告書」、「高等専門学校機関別認証評価（試行的評価）自己評価書」等をまとめるシステ

ムが整備されている。それらの結果を受けて、評価・改善委員会、教務委員会、学生委員会、寮

務委員会、専攻科委員会などが改善策の提案をし、運営会議で審議し、一水会で報告するシステ

ムが整備されている（資料９－１－①－２）。 

文部科学省の指導要領改定に伴って、平成１５年度から入学する学生に対して教育課程の見直
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しを検討している。このような大幅な教育課程の見直しに対して、外部状況の変化や授業評価ア

ンケートを踏まえて、教務委員会などが中心となって教育課程の検討委員会（03C委員会）を組

織した。また、JABEE検討委員会は、社会の動向を踏まえて教育課程に必要な科目の開講提言

（環境工学や技術者倫理など）を行い、教務委員会や専攻科委員会が検討して、見直しが図られ

ている。 

さらに、高等専門学校機関別認証評価（試行的評価）を受けて、評価・改善委員会が関連委員

会に提言を行い（資料９－１－④－１）、例えば、アドミッションポリシーの見直しが行われ、

明文化されるなど、改善が図られた。 

   評価を受けての改善策は、評価・改善委員会、教務委員会、学生委員会、寮務委員会、専攻科

委員会等が検討しており、継続的に教育の質の向上、改善が図られている。 

 

資料９－１－④－１ 運営会議議事要旨（抜粋） 

運営会議議事要旨 

 

１．日 時：平成１６年１２月１日（水）１３時３８分から１５時４１分 

２．場 所：事務部第１会議室 

３．出席者：四ツ柳校長、池田副校長（教務主事）、千葉（元）副校長（学生主事）、庄司

副校長（企画担当）、丹野（浩）副校長（産学連携担当）、千葉（正）校長補

佐（寮務主事）、花熊図書館長、櫻井専攻科長、丹野（顕）技術支援室長（機

械工学科主任）、石山教授、平間教授、百瀬教授、伊藤教授、吉田教授、遠藤

教授、高村教授（評価・改善委員長）、下田事務部長、成田会計課長、二宮学

生課長、南保施設課長 

  欠席者：石戸谷庶務課長 

  列席者：川村専門職員、佐々木庶務係長 

 

                （中  略） 

 

［評価・改善委員会］ 

⑧ 高専機関別認証評価の訪問調査の結果において「一部問題あり」と指摘を受けた

事項について報告があり、以下の事項について所掌する委員会に対し改善の提言が

あった。 

1) 教育目標・教育目的について、学校概要・シラバス・募集要項・学生便覧等の

整合性をとる等の整備を行うこと、及び４月の新入生オリエンテーション等にお

いて周知する。 

2) アドミッションポリシーを明文化する。 

3) 問題作成に十分配慮する。 

4) 卒業生・修了生へのアンケート並びに卒業生及び修了生を採用する企業へのア

ンケートを工夫する。 

5) 授業においてシラバスを活用する。また、シラバスに各学科の科目の関連図を

記載する。 

             （以下省略）  

出典：平成16年12月 運営会議議事要旨 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

各種の評価結果を受けて評価・改善委員会、教務委員会、学生委員会、寮務委員会、専攻科委

員会などが改善策の提案をし、運営会議で審議し、一水会で報告するシステムが整備されている。 

具体的には、平成１５年度からの教育課程の検討（０３Ｃ委員会）やアドミッションポリシー

の明文化が行われるなど、継続的に教育の質の向上、改善が図られている。 
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観点９－１－⑤： 個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに，授

業内容，教材，教授技術等の継続的改善を行っているか。また，個々の教員の改

善活動状況を，学校として把握しているか。 

（観点に係る状況） 授業評価アンケートの結果を受けて、各教員が全ての担当科目に対して「授

業改善計画報告書」を提出することとなっている。授業改善計画報告書の記載については、評価

・改善委員会が定期的に全教員に記載依頼を行い収集するシステムになっている。これにより各

教員個人が自身の教育評価を改善に生かすようになっている。なお、これらの授業改善計画報告

書（資料９－１－⑤－１）はまとめられ、学校として把握している。 

 

資料９－１－⑤－１ 

    

 

                         出典：授業改善計画報告書 
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（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

各種の評価の結果に基づき、教員自身が授業改善計画報告書を提出し、学校として把握するシ

ステムが出来上がっている。これにより、教員自身の自己研鑽を促しており、継続的かつ組織的

に授業改善が行われている。 

 

 

観点９－１－⑥： 研究活動が教育の質の改善に寄与しているか。 

（観点に係る状況） 各教員は授業を通して改善すべき点を把握し、新たな工夫を行っており、そ

の成果を教育方法の改善に関する様々な論文として発表している。その例として、資料９－１－

⑥－１をあげる。 

教員自身の専門研究は、学生の卒業研究のテーマとして一部が設定されていることが多く、学

生は卒業研究等を通して、各教員の専門研究等を体験できる。また、各教員の研究内容が専門の

授業にも生かされる例は多い。一般教科の担当各教員も自分の専門に近い分野の卒業研究を担当

する。学科の卒業研究や特別研究に一般科目担当教員が指導している事例もある（資料９－１－

⑥－２、資料５－７－①－２）。 

教員と学生が共同して行う卒業研究や特別研究については、地域共同テクノセンターでの共同

研究などを含めた各教員の専門分野の研究を通して、企業が行う実際の開発過程を体験すること

ができ、実際に企業と教員と学生が共同研究を行っている例もある。 

さらに、教員の教育研究・専門研究活動の成果を教科書として出版し、それを授業で使用して

いる例も多い。 
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資料９－１－⑥－１ 

   

 

出典：論文集「高専教育」第28号 2005年3月 pp.185 
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資料９－１－⑥－２ 

  

                    出典：平成17年度学習の手引き p.S32 

 

（分析結果とその根拠理由） 非常に優れている。 

教員の教育研究、専門研究、学生との共同研究は、すべて教育活動に生かされており、教育の

質の改善に寄与している。特に、学生と教員と企業の共同研究を行ったり、研究成果を出版し教

科書として使用するなどは、非常に優れている。 
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宮城工業高等専門学校 基準９ 
 

 

観点９－２－①： ファカルティ・ディベロップメントについて，組織として適切な方法で実施さ

れているか。 

（観点に係る状況） 創造性教育検討会（FD検討会）が組織されており、FD検討会を中心に研修の

３本柱と称し、（１）スキルアップ研修会、（２）授業実践・研修報告、（３）授業公開を定期

的に実施している。平成１６年度は、２回のスキルアップ研修会、１４件の授業実践・研修報告、

2回の授業公開期間の設定、教育談話会（教員の討論会）、ワークショップ（模擬授業）を実施

した（資料９－２－①－１）。これらは定例化され、全教員が参加することになっており、組織

として実施される仕組みが整っている。 

   また、他機関で実施する研修会に派遣された教員は、メールで全教員にその内容を報告してい

る。 
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資料９－２－①－１ 

    

 

              出典：平成16年度 創造性教育検討会報告書 目次 

 

（分析結果とその根拠理由） 非常に優れている。 

ファカルティ・ディベロップメントについては、創造性教育検討会が組織されており、研修の

３本柱（１）スキルアップ研修会、（２）授業実践・研修報告、（３）授業公開が定着している。 
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観点９－２－②： ファカルティ・ディベロップメントが，教育の質の向上や授業の改善に結び付

いているか。 

（観点に係る状況） 創造性教育に関する談話会を開催し、スキルアップ研修会、授業実践研修報

告、授業公開で学んだことやそれぞれの在り方について意見交換している（資料９－２－②－

１）。特に、授業公開では、参観者が授業者へ気付いたことを指摘し、即時的に授業改善ができ

るようにしている（資料９－２－②－２）。 

また、平成１６年度より、各教員が、授業改善計画報告書に研修成果や授業の具体的改善策を

記載するようにした。具体例としては、資料９－１－⑤－１のとおりである。 

 

資料９－２－②－１  

 

  
出典：平成16年度 創造性教育検討会報告書 P.22 
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資料９－２－②－２  

  

出典：平成16年度 創造性教育検討会報告書 P.52 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

創造性教育に関する談話会を実施し、活発な意見交換が行われ、建設的な意見交換がなされた。

平成16年度から授業改善計画報告書に研修成果や授業の具体的改善策を記載しており、授業の改

善に結びついている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

 教育の状況について、教育・研究アクティビティレポートが発行されており、教育活動の実態

を示すデータや資料が適切に収集・蓄積されている。また、評価に当たっては、評価・改善委員

会を始め、関連委員会が行う体制が整備されている。 

  授業評価アンケートを通して、学生の意見の聴取が行われ、「授業評価アンケート報告書」と

してまとめられている。また、卒業生、修了生、企業を対象として、教育の状況に関する意見を

聴取し、アンケート報告書を発行している。 
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教員自身に対しては、各種の評価の結果に基づき、授業改善計画報告書を提出し、学校として

把握するシステムが出来上がっている。 

各種の評価結果を受けて評価・改善委員会、教務委員会、学生委員会、寮務委員会、専攻科委

員会などが改善策の提案をし、運営会議で審議し、一水会で報告するシステムが整備されている。 

教員の教育研究、専門研究、学生との共同研究は、すべて教育活動に生かされており、教育の

質の改善に寄与している。特に、学生と教員と企業の共同研究を行ったり、研究成果を出版し教

科書として使用している。 

ファカルティ・ディベロップメントについては、創造性教育検討会が組織されており、研修の

３本柱（１）スキルアップ研修会、（２）授業実践・研修報告、（３）授業公開が定着している。 

創造性教育に関する談話会を実施し、活発な意見交換が行われ、建設的な意見交換がされた。

平成16年度から授業改善計画報告書に研修成果や授業の具体的改善策を記載しており、授業の改

善に結びついている。 

 

（改善を要する点）   

   該当なし 

 

 

（３）基準９の自己評価の概要 

本校では、平成４年からほぼ２，３年おきに教育・研究アクティビティレポートを発行し、教育

活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積されている。各種の評価結果を受けて評価・改

善委員会、教務委員会、学生委員会、寮務委員会、専攻科委員会などが改善策の提案をし、運営会

議で審議し、教員全員及び関係職員が参加する「一水会」で報告するシステムが整備されている。 

 学生の意見の聴取については、授業評価アンケートを行い「授業評価アンケート報告書」として

まとめられている。また、卒業生、修了生、企業を対象に教育の状況に関する意見を聴取し、アン

ケート結果を集計分析し、アンケート報告書を発行している。 

教員自身については、各種の評価の結果に基づき、授業改善計画報告書を提出し、個々の教員の

改善活動状況を学校として把握するシステムが出来上がっている。 

教員の教育研究、専門研究は、すべて教育活動に生かされており、教育の質の改善に寄与してい

る。また、教員が研究成果を出版し教科書として使用したり、教員・学生が企業と共同研究を行っ

ている。 

ファカルティ・ディベロップメントについては、創造性教育検討会が組織されており、研修の３

本柱（１）スキルアップ研修会、（２）授業実践・研修報告、（３）授業公開が定着している。ま

た、創造性教育に関する談話会を実施し、活発かつ建設的な意見交換がされている。平成１６年度

から授業改善計画報告書に研修成果や授業の具体的改善策を記載しており、授業の改善に結びつい

ている。 

 - 217 -



宮城工業高等専門学校 基準１０ 

基準10 財務 

（１）観点ごとの分析 

観点10－１－①： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行できる資産を有しているか。

また，債務が過大ではないか。 

（観点に係る状況） 本校における平成１６年度末の財産額については、資料１０－１－①－１の

とおり、土地・建物等は約５９億７千万円（評価額）、設備・備品類は約２億２千万円（期末帳

簿価格）である。また、入学料、授業料、検定料等の収入及び独立行政法人国立高等専門学校機

構からの運営費交付金により経常的な収入が確保され、その範囲内で支出されている。 

（分析結果とその根拠理由） 相応である。 

法人化に伴い不動産の鑑定を行い、出資財産評価委員会により評価され、資産として、

土地・建物及び設備が良好に管理運営されている。また、未払いとなっている過大な債務は保

有していない。 

 

 

 資料 10-1-①-1 

              財 産 額 一 覧 

① 土地、建物等  

 

所　　在　　地 勘　定　科　目 数　　　量
台 帳 価 格
(H15.3.31)

評　価　額

宮城県名取市愛島塩手字
野田山48

土　地 121,323.06㎡ 2,434,650,231円 1,567,000,000円

ほか 建　16,931.16㎡

延　32,438.96㎡

工作物 １式 1,979,082,920円 1,742,284,464円

立竹木（樹木） 1,108本 8,550,501円 46,800,000円

合　　　　　計 7,137,962,736円 5,978,561,219円

2,715,679,084円 2,622,476,755円建　物

 

   
 ※評価額は、平成 16 年度の出資財産評価委員会より、評価されたものである。

 

② 設備・備品等 

  

勘　定　科　目 数　　　量
取　得　額

（H16.4.1～)
期末帳簿価格
(H17.3.31)

備　　　　考

車 両 運 搬 具 3 10,086,231円 7,960,106円
トラック１台
乗用車　２台

工 具 器 具 備 品 129 267,918,709円 212,096,164円

29,586,795円 28,970,403円

30,678,376円 26,719,876円

細孔分布測定装置 6,590,300円 6,480,462円

分析装置（ＱＭＳ） 7,988,969円 6,364,094円

ベクトルネットワークアナライザー 7,557,281円 6,020,207円

合　　　　　計 132 278,004,940円 220,056,270円

高速キャンパス情報ネットワークシステム

（工具器具備品高額上位５点の内訳）

教育用電子計算機システム貸借

 

   
※１点あたり 50 万円以上の物品が対象である。 
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観点10－１－②： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための，経常的収入が継

続的に確保されているか。 

（観点に係る状況） 平成１６年度の法人化移行に伴い、事業遂行に要する経費から収入額を差し

引いたものが「運営費交付金」として措置されている。過去の歳入歳出決算額及び平成１６年度

の運営費交付金については、資料１０－１－②－１のとおりであり、この運営費交付金と入学料、

授業料等の収入により運営している。平成１７年度の本校における経常的収入は、入学料、授業

料、検定料のほか、財産貸付料等の雑収入をあわせて、年額約２億７千万円が見込まれ、運営費

交付金は、当初配分として約１１億５千万円が配分されている。さらに、外部資金（科学研究

費補助金、奨学寄附金、受託研究及び共同研究に係るもの）の状況については、資料１０－１－

②－２のとおりで、今後の研究活動を円滑かつ遅滞無く進展させるためには、不可欠の資金であ

る。 

 

資料 10-1-②-1 

  ①歳入決算額の年次別内訳                                                    （単位：千円） 

   

平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度

授業料及び入学検定料 220,455 230,804 234,612 248,769 226,333

授業料 194,044 203,960 206,828 220,729 199,288

入学料及び検定料 26,114 26,584 27,570 27,788 26,900
講習料 297 260 214 252 145

雑　　収　　入 24,611 26,855 36,620 66,581 63,596

産学連携等研究収入 1,300 1,100 9,106 41,872 31,551

雑収入 23,311 25,755 27,514 24,709 32,045
245,066 257,659 271,232 315,350 289,929

区　　　　　分

　　　合　　　　　　　計  

 

②歳出決算額の年次別内訳                                    （単位：千円） 

    

平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度

国立学校 1,418,813 1,522,496 1,565,253 1,418,291 1,185,977

(平成16年度は、運営費交付金）

産学連携等研究費 1,091 961 8,995 41,595 0

国立学校 施設整備費 828,368 401,823 82,172 23,560 27,435

改革推進等公共投資施設整備 0 218,652 332,098 0 0

小　　　　計 2,248,272 2,143,932 1,988,518 1,483,446 1,213,412

文部科学本省 6,840 8,550 8,520 6,682 403

(平成16年度は、大学改革推進等補助金）

一般会計 スポーツ振興費 38 0 0 38 0

小　　　　計 6,878 8,550 8,520 6,720 403

2,255,150 2,152,482 1,997,038 1,490,166 806

区　　　　　分

　　　合　　　　　　　計  
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資料 10-1-②-2 

                外 部 資 金 獲 得 状 況                 （単位：千円） 

 

件数 金　　額 件数 金　　額 件数 金　　額 件数 金　　額 件数 金　　額

平成12年度 13 19,470 27 17,024 1 600 1 700 42 37,794

平成13年度 9 14,700 24 19,850 1 600 1 500 35 35,650

平成14年度 13 17,700 34 21,464 4 4,906 4 4,200 55 48,270

平成15年度 7 10,200 30 18,803 3 3,079 6 38,793 46 70,875

平成16年度 12 22,550 27 18,695 7 15,950 3 15,600 49 72,795

区　　分
科学研究費補助金 寄 附 金 受　託　研　究 共　同　研　究 合　　　　計

 

（分析結果とその根拠理由） 相応である。 

本校の経常的な収入は、学生からの諸納付金（授業料、入学料等）であり、入学志願倍率はこ

こ数年、約２倍を維持している。また、外部資金のうち、地域産業との共同研究である受託研究

及び科学研究費補助金等の採択（受入）件数・金額が増加している。 

よって、今後も経常的収入が確保され、教育研究活動を安定して遂行できる。 

 

観点10－２－①： 学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係る計

画等が策定され，関係者に明示されているか。 

（観点に係る状況） 本校の掲げる中期目標・中期計画の実施のため、運営会議を中心に、企画調

整会議、教務委員会や将来計画委員会等で計画案を策定している。また、運営会議において了承

された計画は、一水会で報告されている。 

（分析結果とその根拠理由） 相応である。 

授業料、入学検定料、入学料等の収入及び国立高等専門学校機構からの運営費交付金の配分を

受け、その実施計画について、運営会議で審議、承認し、一水会で報告している。 

 

観点10－２－②： 収支の状況において，過大な支出超過となっていないか。 

（観点に係る状況） 予算の配分方針は、企画調整会議で検討し、運営会議で決定することとして

おり、その際、本校の中期計画・中期目標を達成するための事項を考慮しつつ配分方針の検討を

行っている（資料１０－２－②－１）。 
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  資料10-2-②-1 平成17年 5月11日
 運 営 会 議 了承

Ⅰ．教育研究経費の配分について

　教育研究経費については、教員研究経費で積算される金額と教員研究旅費で積算される金額を合算して、各学科等へ

配分する。

１．教員研究経費の積算について

 (1)　研究経費

① 　研究経費の配分に当たっては、定員配分とする。

② 　教員１人当りの配分単価については、前年度配分単価を目標とする。ただし、当初は前年度当初配分単価

を暫定的に配分し、追加予算配分により再配分する。

 (2)　学生教育経費

① 専門教育

1) 　１～５学年については学生定員数で配分し、単価は前年度と同額とする。

2) 　卒業研究分については現員数で配分し、単価は前年度と同額とする。

3) 　留学生、編入学生については現員数で配分し、単価は本校一般学生単価と同額とする。

② 総合科学系

1) 　開設単位数を基礎とし、前年度配分額と同額とする。

2) 　文科系共通経費は、設備充足分を含め前年度配分額と同額とする。

③ 専攻科

1) 　専攻科学生定員数で配分し、単価は前年度と同額とする。

2) 　専攻科学生研究費（専門教育卒業研究費と同じ扱い）は現員数で配分し、単価は前年度と同額とする。

２．教員研究旅費の積算について

 (1)　教員研究旅費の配分に当たっては、４月１日現在の現員配分とする。

 (2)　教員１人当りの配分単価については、前年度と同額とする。

Ⅱ．高度情報教育推進経費（マルチメディア教育推進経費）の配分について

　機構配分額を基礎とし、共通経費を控除した額を電子計算機室に配分する。

        

Ⅲ．実験工場経費の配分について

　機械及び材料工学科の実験工場経費並びに教育研究技術支援室運営費として実習工場に配分する。

Ⅳ．教育研究設備維持運営費の配分について

 (1)　機構配分額を基礎に、光熱水料積算額を控除した額の80％を各学科等に配分し、20％を教育研究設備維持費として

　　教育研究設用大型設備等の維持に必要となる経費を措置する。

 (2)　地域共同テクノセンターに係る設備の維持運営費はセンターに配分する。

Ⅴ．図書館設備費（学生図書購入費）の配分について

　学生図書購入経費として図書館に配分する。さらに、教育研究基盤校費から学生図書購入費を配分する。

Ⅵ．重点配分経費について

　校長が必要と認める事業を遂行するため重点配分経費を措置する。

Ⅶ．教育研究基盤特別経費について

　教育研究上、特に必要となる経費や新たな研究テーマの推進等に必要となる経費として、教育研究基盤特別経費を措置

する。

Ⅷ．予備費について

　緊急的な工事や本校の中期目標・中期計画を達成するための経費、その他予見しがたい事由に対応するため、予備費を

考慮する。

Ⅸ．その他

1) 工事費の学科等負担について

①　現状維持のための修繕工事の場合には、共通経費で負担する。

②　学科等の必要性により、改良等の工事を行う場合には、原則として学科等で負担する。

2) 貸借関係について

3)

4) 上記の要求書が提出された場合は、企画調整会議に諮り調整するものとする。

5) 予算の追加及び変更等について

　当初予算の編成後に生じた事由により、既定の予算に追加その他の変更等を加える場合は、運営会議の議を経る

ものとする。

以　　　上　　

平成１７年度 校内予算配分方針について

　学科間及び教官間の貸借については、従来どおりの取扱いとするが、共通経費からの学科等及び教官への貸借は
取扱わないものとする。

  教育研究を遂行するうえで緊急に別途経費を必要とする場合は、具体的な計画内容を会計課に早急に説明し、要求
書を提出すること。
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（分析結果とその根拠理由） 過大な支出超過とはなっていない。 

校内予算配分方針に基づき配分を行い、その配分予算で執行計画し、支出されている。 

 

観点10－２－③： 学校の目的を達成するため，教育研究活動（必要な施設・設備の整備を含む）

に対し，適切な資源配分がなされているか。 

（観点に係る状況） 校内予算配分において、教育研究費のほかに教育研究基盤特別経費を設け、

教育上特に必要となる経費や新たな研究テーマの推進等に必要となる経費として、申請に基づき

企画調整会議で審査・配分を行っている。また、校長裁量経費は、配分方針（資料１０－２－③

－１）を示すとともに、教育研究上必要とされる設備の採択に当たって、各学科等のヒヤリング

を行い、必要性、緊急性を検討し、配分（資料１０－２－③－２）を行っている。 

資料10-2-③-1

１．予 算 額

○高等専門学校教育充実設備費 ○重点配分経費

 （前年度）

・一般分・・・ほぼ各高専一律配分

・特別分・・・教育研究の充実状況に応じて配分

２．配分方針

計 (12,350千円) 

①校長の判断により、教育研究活動等の一層の充実発展を図るため、特に必要とする設備及びプ
ロジェクト、事業等に対して措置する。

（平成１１年度に教育先端設備費（基盤）及び学

生実習特別経費を廃止・転換）

　校内当初配分による重点配分経費
　（校長裁量経費）

一　般　分

　高等専門学校における学生の実験実習の基盤を
なす設備の整備等について、なお一層の充実を図
るための経費。

重点配分経費 10,000千円 

特　別　分 (前年度 10,000千円) 

校長裁量経費の配分について

本 省 配 分 校 内 配 分

平成１６年度

(前年度 22,350千円) 22,500千円 

②教育充実支援経費
　　学生の教育・実習等に重要な支援経費として配分する。（前年度同額）

③教育充実設備費
　　学生の実験・実習の基盤をなす設備の充実・整備経費(10,000千円程度)で、各学科等からの
　要求に基づき校長の判断により採択し配分する。

(9,500千円) 

(2,850千円) 0千円 

12,500千円 

12,500千円 
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資料10-2-③-2

３．配 分 額

①校長の判断による分

②教育充実支援経費

機 械 電 気 建 築 材 料 情 報 専攻科 計

613 787 802 613 925 400 4,140

③教育充実設備費

４．差引残額

総合科学科系理数科

450千円 電 気 工 学 科 アマチュア無線部の緊急災害救助活動

総 合 科 学 科 系 文 科
ドイツ職業カレッジとの学生交流及びドイツに
おける職業・技術教育研究

400千円 

配 分 額

7,960千円 計

2,274千円 専 攻 科

学 生 寮

パソコン更新　外

移動科学実験車「リカレンジャー」塗装経費等

学習室　机、イス

190千円 

1,446千円 

配 分 額

電気主任技術者認定実験設備保管庫 1,400千円 

学 科 等 名 設 備 等 名

電気工学科

１６年度 教育充実支援経費

区 分 備 考

総 合 科 学 科 系 文 科 400千円 

学 科 等 名

各 学 科

設 備 等 名

「ものづくり教育」に係る経費 2,800千円 

10,400千円 

4,140千円 

学生の来室しやすい学生相談室の整備

7,960千円 

0千円 

建築学科 細孔容積分布測定装置 9,000千円 

 

（分析結果とその根拠理由） 適正な資源配分が行われている。 

教育研究活動に必要な経費についての申請に基づき、審査機関を整備し、適切な審査及び評価を

行い、重要性・必要性について検討し、配分している。 

 

観点10－３－①： 学校を設置する法人の財務諸表等が適切な形で公表されているか。 

（観点に係る状況） 平成１６年度からの法人化に伴い、財務諸表等は、独立行政法人国立高等専

門学校機構として、作成作業中であり、公表予定である。 
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（分析結果とその根拠理由） 相応である。 

財務諸表等は、独立行政法人国立高等専門学校機構として、公表予定である。 

 

観点10－３－②： 財務に対して，会計監査等が適正に行われているか。 

（観点に係る状況） 平成１６年１０月１８日～２０日に独立行政法人国立高等専門学校機構の監

事監査が行われ、財源の有効活用の指導及び記入漏れ等の指摘を受け、修正が行われている。さ

らに、平成１６年１２月１３日～１５日に中央青山監査法人の期中監査が行われ、予算執行状況

及び経理の適正執行の監査が行われた。 

（分析結果とその根拠理由） 相応である。 

上記監査を受け、指摘事項について、改善されている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

資産として、土地・建物及び設備が良好に管理されている。また、各教育研究経費については、

翌年に教育研究活動報告書を提出し、実績及び成果の評価を行っている。さらに、教育研究基盤

特別経費及び校長裁量経費についても適切な計画・審査・配分の仕組みが策定され、関係者に明

示されている。 

 

（改善を要する点）  

運営費交付金のうち、管理経費の効率化について検討する必要がある。また、外部資金につい

ては、本校の教育研究活動の活性化には不可欠な資金であり、獲得に向けた方策を検討する必要

がある。 

 

 

（３）基準10の自己評価の概要 

本校の目的に沿った教育活動等を将来にわたって遂行するために必要な校地・校舎・設備等の

資産を有するとともに、入学料、授業料、検定料等の収入及び独立行政法人国立高等専門学校機

構からの運営費交付金により経常的な収入が確保されている。また、外部資金として地域共同テ

クノセンターを中心に地域産業との共同研究及び企業からの受託研究・寄附金の受入額は、増加

傾向にある。 

  財務計画・予算配分等は、企画調整会議等の審議を経て運営会議で計画が策定されてい

る。さらに、競争的経費（教育研究基盤特別経費等）及び校長裁量経費については、審査

・配分方針が作成されている。また、策定された計画は、各種会議により、関係教職員に

報告・周知がなされている。 

  財務諸表等については、監事及び監査法人の監査が行われ、独立行政法人国立高等専門学

校機構で取りまとめ公表される予定である。 
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基準11 管理運営 

（１）観点ごとの分析 

観点11－１－①： 学校の目的を達成するために，校長，各主事，委員会等の役割が明確になって

おり，効果的な意思決定が行える態勢となっているか。 

（観点に係る状況） 学校の目的を達成するため、それぞれの課題に応じた事項を審議・検討す

るために校長、各主事の役割が明記されており（資料３－３－①－１）、それに応じた各種委

員会（資料１１－１－①－１）が設置されている。各種委員会からの提案事項等は、運営会議

で審議され、校長が最終決定を行う体制となっている。 

また、平成１６年度からは、従来、「運営会議打合せ会」として実施していた会議を、「企

画調整会議」として規則を制定し、企画・立案・調整を行う同様の機能を持つ会議として明確

に位置付け、学校の管理運営に関する重要事項について検討を行っている。 

このほかに、カリキュラム改正を始め、独立行政法人化体制の中期目標、日本技術者教育認

定機構による教育プログラムの審査に対する検討などの諸事項は、必要に応じて校長が委嘱す

るＷＧ（ワーキンググループ）を結成し、対応に当たっている。 

資料１１－１－①－１ 

 

出典：国立宮城高専概要(2005年) p.5 
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（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

学校の目的を達成するため、それぞれの課題に応じた事項を審議・検討するための各種委員会

と担当者の役割・分担が明確になっており、意思決定が効果的に行われている。独立行政法人化

に伴う新たな課題などについては、必要に応じて校長が委嘱するＷＧ（ワーキンググループ）を

結成し、早急に課題を企画・解決する対応をとっている。 

 

 

観点11－１－②： 管理運営に関する各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，効果的に活

動しているか。 

（観点に係る状況） 管理運営に関しては、教務主事（副校長兼務）、学生主事（副校長兼務）、

寮務主事（校長補佐兼務）、図書館長を配置し、それぞれ教務委員会、学生委員会、寮務委員

会、図書委員会を所掌している。また、多様化する業務に対応するために、企画担当、産学連

携担当（地域共同テクノセンター長）の副校長を配置し、組織と機能の充実を図るとともに適

切に役割を分担している（資料３－３－①－１）。 

また、事務部でも、事務部長を筆頭として、庶務課、会計課、学生課、施設課の４つの課を

設置し、それぞれに役割分担して体制を整えている（資料３－３－①－１）。 

技術職員については、教育研究技術支援室運営委員会を設置して、技術職員の教育支援業務

などに対応している。 

このように管理運営に関する委員会及び事務組織について、役割が定められており、本校の

教育目的を達成するために効果的に活動を行っている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

管理運営に関する委員会及び事務組織について、多様化する業務に対応するために副校長を配

置するなど、適切に役割を分担しており、本校の教育目的を達成するために効果的に活動を行っ

ている。 

 

 

観点11－１－③： 管理運営の諸規定が整備されているか。 

（観点に係る状況） 管理運営の諸規定は、「宮城工業高等専門学校内部組織等規則」（別添資料

１１－１－③－１）、「宮城工業高等専門学校事務組織規則」（別添資料１１－１－③－２）を

基本に継続的改善を加えながら、定められてきている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

管理運営の諸規定が定められており、継続的に改正されている。 

 

 

観点11－２－①： 外部有識者の意見が適切な形で管理運営に反映されているか。 

（観点に係る状況） 地域有識者との懇談会や非常勤講師・学校医との教育に関する意見交換会、

企業訪問、後援会役員との懇談会、地元警察との情報交換会などが、定期的に開催されており、

外部有識者の意見を聴取している。これらの意見は、一水会あるいはメールで教職員に周知す
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るとともに、関連する委員会で検討し、管理運営に反映されている（資料１１－２－①－１、

資料１１－２－①－２）。 

 

資料１１－２－①－１ 「地域有識者との懇談会」次第等 

 

 

                        出典：平成１７年１月 一水会資料 
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資料１１－２－①－２ 

   

                               （次項へ） 
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       出典：非常勤講師・学校医との教育に関する意見交換会メモ 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

様々な外部有識者との意見交換が行われており、各種の委員会において審議・検討され、管理

運営に反映されている。 
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観点11－３－①： 自己点検・評価（や第三者評価）が高等専門学校の活動の総合的な状況に対し

て行われ，かつ，それらの評価結果が公表されているか。 

（観点に係る状況） 本校の総合的な状況に関しては、平成１３年度には「生産システムデザイン

工学教育プログラム」ＪＡＢＥＥ試行審査、平成１４年度にはＪＡＢＥＥ本審査が行われ、認証

プログラムとして公開されている。平成１５年度には大学評価・学位授与機構による「教育の実

施状況等審査」が行われた。さらに、平成１６年度には、大学評価・学位授与機構による高等専

門学校機関別認証評価（試行的評価）を受審し、結果が公開されている。また、同年度に自己点

検を行い、教育・研究アクティビティレポートNo.6（資料１１－３－①－１）を発行した。 

 

資料１１－３－①－１  

   

 

出典：教育・研究アクティビティレポート 

 －平成16年度 自己点検・評価報告書(No.6)－ 表紙 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 非常に優れている。 

平成１３年度から毎年度ごとに第三者評価が行われて、ＪＡＢＥＥ試行（平成13年度）・本審

査（平成14年度）、大学評価・学位授与機構による「教育の実施状況等審査」（平成15年度）、

高等専門学校機関別認証評価（試行的評価）（平成16年度）の評価結果は公開されている。 
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観点11－３－②： 評価結果がフィードバックされ，高等専門学校の目的の達成のための改善に結

び付けられるような，システムが整備され，有効に運営されているか。 

（観点に係る状況） 評価結果は、一水会を通じて教職員に周知され、運営会議において対応方針

が協議されるなどによりフィードバックされている。目的達成のための改善の具体的内容は、評

価・改善委員会、ＪＡＢＥＥ検討委員会、教務委員会などで検討される。その結果は運営会議に

報告・審議される。例えば、①学生による自己評価（達成度評価）が取り入れられた。②授業評

価に基づいて授業改善計画報告書（図書館にて公開）を作成するシステムを作成し、次年度の授

業の改善に役立てている。③管理運営組織の見直しを行い、企画調整会議への名称変更や副校長

制を定めた。その際、企画担当副校長を置き、先進教育企画委員会を設け、大学単位化の問題や

新しい教育方法への取り組みにおいて実績を上げている。④教育研究技術支援室の設置と運営の

規則を定め、技術職員の教育支援活動の位置付けと効率化がなされた。⑤平成１６年９月の運営

会議において、評価・改善委員会から入試委員会に対して、募集要項へアドミッションポリシー

を掲載するよう要請し、実施された。⑥高等専門学校機関別認証評価（試行的評価）の結果を受

けて、情報セキュリティポリシーを定め、平成17年度から施行されている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

外部評価などの評価結果は、一水会・各種委員会を通じてフィードバックされている。それを

もとに、運営会議及び関連委員会において、対応の方針・具体的内容が検討・審議され、目的達

成のための改善に有効な運営がされている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

本校の目的を達成するため、独法化に伴う新たな課題などについては、必要に応じて校長が委

嘱するＷＧ（ワーキンググループ）を結成し、早急に事項を企画・解決する対応をとっている。

また、多様化する業務に対応するために副校長を配置するなど、適切に役割を分担している。 

平成１３年度から毎年度ごとに第三者評価が行われて、ＪＡＢＥＥ試行・本審査、高等専門学

校機関別認証評価（試行的評価）の評価結果は公開されている。 

 

（改善を要する点）  

   該当なし 

 

（３）基準11の自己評価の概要 

学校の目的を達成するために、校長、各主事、各種委員会等の役割と分担が明確になっており、

意思決定が効果的に行われている。独法化に伴う新たな課題などについては、必要に応じて校長が

委嘱するＷＧ（ワーキンググループ）を結成し、早急に対応している。 

また、管理運営に関する委員会及び事務組織について、多様化する業務に対応するために副校長

を配置するなど、適切に役割を分担しており、本校の教育目的を達成するために効果的に活動を行

っている。これらの管理運営に関する諸規定が整備されており、継続的に改正されている。 

  地域有識者との懇談会や非常勤講師との意見交換会、企業訪問などの外部有識者との意見聴取が
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定期的に行われており、それらをもとに各種の委員会において審議・検討され、管理運営の改善に

反映されている。 

  教育・研究アクティビティレポート（No.6）が平成１６年度に発行されている。第三者評価に関

しては、平成１３年度から毎年行われており、ＪＡＢＥＥ試行・本審査、高等専門学校機関別認証

評価（試行的評価）の評価結果は公開され、一水会・各種委員会を通じてフィードバックされてい

る。それをもとに、運営会議及び関連委員会において、対応の方針・具体的内容が検討・審議され

るなど、目的達成のための改善に有効に活用されている。 
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選択的評価基準 研究活動の状況 

（１）観点ごとの分析 

観点１－①： 高等専門学校の研究の目的に照らして，研究体制及び支援体制が適切に整備され，

機能しているか。 

（観点に係る状況） 高等専門学校設置基準第２条２には、「その教育内容を学術の進展に即応さ

せるため、必要な研究が行われるように努めるものとする」と掲げられている。また、平成１６

年４月に高専が独立行政法人化（以下「独法化」という。）し、新たに独立行政法人国立高等専

門学校機構法（以下「高専機構法」という。）の中に他者との共同研究や連携しての活動が明記

された（資料１－①－１）。 

 

資料１－①－１ 

第 3 条 機構の目的 国立高専機構は、職業に必要な実践的かつ専門的な知識及び技術を有する

創造的な人材を育成するとともに、我が国の高等教育の水準の向上と均衡

ある発展を図ることを目的とする。 

第 12 条 業務の範囲 機構は第 3 条の目的を達成するため次の業務を行う。機構以外のものから

委託を受け、又はこれと共同して行う研究を実施すること、及びその他の

機構以外の者との連携による教育研究活動を行うこと。 

高専機構法第 3 条および第 12 条の抜粋 

 

本校では、急激な社会と学術の変化に対応するために、平成 12 年に産学連携研究活動の基盤

となる地域共同テクノセンター（以下テクノセンターと略す）を設立し、同年本校と密接な産学

連携活動を進める産業技術振興会も発足させた。これにより、従来の各学科における個別教員の

研究と事務組織の支援体制に加えて、テクノセンターの研究･支援体制が整備され、連携した活

動が行われている。 

教員及び技術支援室職員は、所属する各学科、技術支援室、地域共同テクノセンターなどにお

いて研究を行っており、研究テーマについては、教育･研究アクティビティレポート No.6（資料

１－①－２）及び地域共同テクノセンター報（資料１－①－３）に、各教員及び学外共同研究が

示されている。 
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資料１－①－２ 教育･研究アクティビティレポート No.6 

 

出典：教育･研究アクティビティレポート 

－平成 16 年度自己点検・評価報告書(No.6)－ p.300 
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資料１－①－３ 

 

                 出典：地域共同テクノセンター報第 4 号 p40 

 

研究・支援体制としては、全教員 76 名の内 57 名、約 75%が併任研究員登録をし、技術職員も

全員が参画しているテクノセンターを中心として、状況を述べる。テクノセンターは、技術教育

の高専として実用的分野における基礎研究を含めたニーズ対応型の実践的な研究開発を目指して

おり、次の目的を持っている。 

1) 教員の研究は技術の高専の特色をいかし、個性化させることができる、ニーズ対応型研究

とすること。 

2) 地域産業界との連携活動による共同研究、ならびに高専発の事業化例を創出し地域産業の

発展に寄与すること。 

3) 産学連携共同開発の成果を学生の専門教育に、研究への学生の参画やインターンシップな

どにより還元すること。 

テクノセンターは平成 12 年 5 月に 400 ㎡の規模で設置され、常設設備及び各学科の設備は資

料１－①－４のとおりである。 
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資料１－①－４ 

 

                 出典：地域共同テクノセンター報第４号 P8,9 

 

運営組織は、資料１－①－５に示すとおりであり、センター長の下に企画・広報を進める企画

広報部、及び教員の研究と企業との共同研究を支援する研究開発部からなり、副センター長はそ

れぞれの部長を兼任している。 
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資料１－①－５ 

           

出典：地域共同テクノセンター報第４号 P7 

 

部門構成は、学科の枠を超えた 4 部門構成であり、平成 15 年度からは活動が活発あるいは将

来性が期待できるテーマについて特定研究部門を発足させた。 

また、テクノセンターの外部組織として、本校テクノセンターと密接な関係を持ち産学連携を

推進する「宮城高専産業技術振興会」をテクノセンター発足直後の同年 9 月に法人会員 46 社で

発足させた。また、翌春には本校テクノセンターとの相互の連携のあり方について継続的に検討

するための「同会企画部会」を立ち上げた。産業技術振興会の会員数は平成 17 年 7 月 20 日現在

で、法人会員 73 社、個人会員 26 名、賛助会員 23 名となっている。法人会員リストと推移を資

料１－①－６および資料１－①－７に示す。 

産業技術振興会は毎年１回６月に定時総会・講演会を、また総会の前後に１回ずつ、年２回企

画部会を行っている。なお、企画部会の構成員は、資料１－①－８のようになっており、地元企

業を中心としてテクノセンターにおける研究及び教育全般に関して意見を交わし、連携の方策を

検討･審議している。 
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資料 1－①－６ 産業技術振興会会員名簿 

 
                           出典：テクノセンター資料 

 

資料 1－①－７ 会員数の推移 

     

                出典：テクノセンター資料 
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 資料１－①－８ 産業技術振興会企画部会委員名簿 

  

                    出典：テクノセンター資料 

 

テクノセンターの運営のためにテクノセンター運営委員会を置いており、横断的な連携を図る

ために各学科主任、専攻科長なども含めた構成になっている。また、産学連携の研究開発活動は

産業界の要請や動向に対して、即時的に対応するために、テクノセンター部門長および事務担当

者等直接担当者から構成される「部門長会議」を置き、運営委員会の委任を受けて具体策を検討

する体制をとっている。 

次に、支援体制については、事務組織としては、学内を対象として、メールによる各種助成の

応募案内、文部科学省科学研究費補助金の案内と説明会、本校の研究助成制度の案内と実施、研

究に関係する施設･設備の助成制度の案内と実施などを行っている。 

テクノセンターでは、平成 16 年度から庶務課専門職員のほか、テクノセンター関係職員 1 名
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(兼務)を増やし、テクノセンター非常勤職員 1 名と合わせて 3 名体制に強化している。 

学内外に対しては、学外ニーズの把握と企業からの技術相談・共同研究などの学内への案内、

教員のシーズの学外への発信を行うと共に、学内教員ならびに産業技術振興会会員企業に対して、

研究助成（産業技術振興会共同研究開発助成）を行っている。 

東北地区高専や全国高専との連携を図るため、東北地区高専産学連携長会議、東北地域で連携

して活用する広域コーディネータ（文部科学省）、東北地区高専産学連携総合技術相談会、全国

高専テクノフォーラムなどの支援体制を構築している。 

自治体支援機関との連携については宮城県および仙台市などと連携している。また、発明等知

財関係については、TLO 機関である（株）東北テクノアーチと連絡を取っている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 非常に優れている。 

本校の教育内容を学術の進展に即応させるため、必要な研究が行われるように、従来の研究･

支援体制に加えて、地域共同テクノセンターが設置され、連携して活動している。施設･設備の

充実、技術教育の高専としてニーズ対応型の開発研究の重視、本校及びテクノセンターからの各

種支援制度の設置、高専間連携、地域連携などの、研究の実施や支援のための体制が整備され、

機能している。 

 

 

観点１－②： 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。 

（観点に係る状況） 本校の教育内容を学術の進展に即応させるために、外部機関等との研究活動

を行い、次のように成果が上がっている。 

地域を中心としたニーズに対応する研究基盤の構築に努めた成果として、地域共同テクノセン

ターにおける技術相談件数は増加しており平成16年度は147件になっている（資料１－②－１）。

この技術相談は全て直接面談によるものであり、共同研究なども企業からの現実的な開発テーマ

に沿ったものになってきている。 

 

資料１－②－１(年度別技術相談件数) 

   
            出典：テクノセンター資料 
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  教員のシーズの事業化や研究開発については、特定研究部門が中心となっており、助成金の採

択事例を（資料１－②－２）に示す。 

 

資料１－②－２（外部資金を導入して行われた研究等） 

関係省庁 公募名称  

（独）科学技術振興機構 研究成果

活用プラザ宮城 

① 平成 14 年度事業化可能性評価

試験助成 

高純度・高速メカニカルアロイング

装置の実用化開発のための基礎研究

東北経済産業局 ② 平成 14～15 年度地域新規産業

創造技術開発補助金 

プラズマ気相処理によるセラミック

ス部品表面処理とマイクロ波加熱処

理による内部残留脱ガスを同時に行

う装置を用いた次世代ナノプロセス

対応セラミックス部品表面・内部超

クリーン化技術の開発におけるセラ

ミックス部品の技術指導及び表面超

高感度観察 

NEDO ③ 平成 14 年度補正大学発事業創

出研究開発制度（マッチングファン

ド）・平成 15 年度実施 

メカニカルアロイング技術の市場展

開を促進する高速粉体反応装置の事

業化 

環境省・経済産業省 ④ 平成 16 年度石油特別会計、地

球温暖化対策技術開発事業（競争的

資金）省エネ対策技術開発実用化開

発 

建築物における空調・照明等自動コ

ントロールシステム技術開発 

国土交通省 ⑤ 平成 16 年度国際エネルギー機

関、都市とコミュニティの省エネル

ギープログラム第 43 小委員会、

「建物のエネルギーシミュレーショ

ンのためのツールの試験と検証」国

内対応委員会 

建物のエネルギーシミュレーション

のためのツールの試験と検証 

東北経済産業局 ⑥ 平成 16 年度コンソーシアム一

般枠 

省エネ・環境対応エネルギー集中型

高速高純度粉末反応装置の開発  

                            出典：テクノセンター資料 

 

これらの成果の発表も兼ねて、東北地域や全国的な各種の催事等の開催や参加を行っている。

また、みやぎいいモノテクノフェア（みやぎ工業会主催）、第３回産学官連携推進会議(内閣府

主催)などへの出展・参加などを行った（資料１－②－３）。 
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資料１－②－３（産学官連携構築のための各種催事等への参加状況） 

  

出典：テクノセンター資料 

 

広域的な連携を図るために、平成 14 年度に東北地区高専産学連携総合技術相談会を本校主管

で開催、平成 15,16 年度は、年１～２回開催される東北地区高専産学連携長会議を本校が幹事

校で行った。また、平成 16 年 7 月 20～21 日に開催された全国高専テクノフォーラムにおいて

も本校が主管校として取り纏め、高専間産学連携のあり方について意見交換を行った。 

また、東北地域で連携して活用する広域コーディネータ（文部科学省）を平成 16 年度から本

校に設置し、平成 17 年度には東北地区 7 高専共同の出展を初めて実現した。 

自治体支援機関との連携については、平成 16 年には、相馬市の環境セミナーや、石巻市の石

巻インキュベーション組織との連携活動に参加した。仙台市とは産学連携の各種行事に参加す

るとともに、平成 17 年 5 月に仙台地域での協働を目指して、第１回担当者会議を関係高等教育

機関と行った。平成 17 年 6 月に宮城県と地域の１１の高等教育機関の協定を締結した。また、

平成 17 年 6 月には福島産業プラザからの地域共同テクノセンター見学会が行われた。 

特許の取り扱いを行っている知財委員会の開催状況、権利化状況を（資料１－②－４）に示

す。 
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資料１－②－４（知財委員会開催回数と特許取得件数） 

 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 

知財委員会開催回数 ２回 １回 ３回 

特許取得件数 ０ ０ ０ 

                                   出典：庶務課資料 

 

昭和５９年の判断基準に基づき申告されてきているため、特許申請のほとんどが企業に委譲さ

れており取得が０件になっている。しかし、今後は高専機構が定める原則機構帰属の知的財産ポリ

シーに基づいて判断することになり、今後は一層教員の知財関連の活動が活性化すると考えられる。

平成１６年度は、すでに２件の発明が特許申請され、高専機構帰属となっている。 

学会等での論文発表状況については、教育･研究アクティビティレポート No.6（資料１－①－

１）に示されており、全学科において審査論文等が執筆されている。各種受賞等については、教

育･研究アクティビティレポート No.6 にまとめられており、全学科を通じて顕彰･受賞がある。 

本校のここ３年間の民間等との共同研究、受託研究並びに奨学寄付金等の実績を、資料１－②

－５、資料１－②－６に示す。平成 15 年における民間等との共同研究の受入れ額は全国高専で第

1 位である。 

資料１－②－５ 

  

出典：平成 17 年 3 月 高専機構事務部長会議資料 
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資料１－②－６ 

    

出典：平成 17 年 3 月 高専機構事務部長会議資料 

 

研究成果などに関する新聞記事は資料１－②－７のとおりであり、新聞を通じて本校の研究活

動の状況が社会的に公表されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 - 244 -



宮城工業高等専門学校 選択的評価基準 

資料１－②－７ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：地域共同テクノセンター報第４号 P46,47 

  

 

教育への還元については、産学連携に基づく共同研究や技術相談の一部は、卒業研究や特別 

研究の活動として行われており、インターンシップと結び付けられている場合もある。また、そ

の成果は、専攻科生に義務付けられている学外発表、そのほか国際会議や査読論文を含む学会発

表論文などとなっている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 非常に優れている。 

  本校の教育内容を学術の進展に即応させるために、外部機関等との研究活動を行っている。地

域を中心としたニーズに対応して、技術相談件数は平成 16 年度は 147 件となっており、活動が

活発な特定研究部門では各種の大型の助成金が採択されている。これらの成果は各種の催事への

参加などを通じて発表・出展されている。 

  広域的な連携を図るために、東北地区の高専間や全国高専間のシンポジウムなどを毎年主管し

ており、広域コーディネータも設置している。また、自治体支援機関との協定を結んでおり、具

体的な活動成果をあげる枠組みを構築した。 

  また、知財や特許については、独法化を受けて制度整備に取り組んでいる。 

 学会等での論文発表については、全学科において、審査論文、講演などが行われており、顕彰

・受賞も同様である。外部資金の受入れについては、平成 14 年～16 年における外部資金受け入

れ額の平均は全国高専で第 1 位である。また、新聞への掲載を通じて本校の研究活動の状況が社

会に公表されている。 

教育への還元については、共同研究などの一部は、特別研究などとして行われ、学外発表論文

などとなっている。 
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観点１－③：  研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制が整備され，

機能しているか。 

（観点に係る状況） 文科省の科研費などの外部助成による研究については、各々関係機関に報告

書が提出される。本校あるいはテクノセンターから研究助成された研究活動については、報告書

を提出し、テクノセンターの役員会などへの報告、研究紀要への報告書の掲載などが義務付けら

れている。これらを含めて、教員が行う教育・研究活動は、各年度において、「教育研究活動報

告書」としてまとめられる。このほか個別の内容は、別にまとめて「教育･研究アクティビティ

レポート」して出版するとともに、教職員に配布されている。 

また、教育研究技術支援室の職員については、毎年、活動成果の発表を行っており、教職員が

出席して発表･討論が行われている（資料１－③－１）。学生の教育については、卒業研究や特

別研究の発表会が行われ、単位認定のための審議が行われる。インターンシップの成果は学内あ

るいは学外で発表を行っている（資料１－③－２）。 

以上により、研究に関連する活動について、学生・関係教職員による問題点の把握などが行わ

れ、これらの活動は、企画調整会議、運営会議、一水会及びテクノセンターの定期会議などで報

告・検討される。 

活動改善のために、教員全員が「教育研究計画書」を作成して提出しており、各種の助成･補

助への応募へも反映される。 

このように、教員の研究活動等の実施状況や問題点の把握、改善を図っていくための体制が整

備されて機能している。 

 

資料１－③－１ 

    

                出典：第９回 教育研究技術支援室 発表･報告集 
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資料１－③－２ 

 

 

出典：平成 16 年度宮城県長期ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾓﾃﾞﾙ事業報告書 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている 

  教職員・学生、関連外部機関について、学内外の助成等を含む研究活動を踏まえて、報告書を

作成し、関連会議と全体会議において報告している。これにより、問題点の把握等を行うと共に、

翌年の活動計画書を作成するなどの改善を行っている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

本校の教育内容を学術の進展に即応させるため、必要な研究が行われるように、従来の研究･

支援体制に加えて、地域共同テクノセンターが設置され、連携して活動している。 

  地域を中心としたニーズに対応して技術相談件数は平成 16 年度は 147 件と増加しており、活

動が活発な特定研究部門では各種の大型助成金が採択されている。これらの成果は、各種の催事

などを通じて発表・出展されている。外部資金の受入れについては、平成 14 年～16 年における

外部資金受け入れ額の平均は全国高専で第 1 位である。 

  広域的な連携を図るために、東北地区の高専間や全国高専間のシンポジウムなどを毎年主管し

ており、広域コーディネータも設置している。また、自治体支援機関との協定を結ぶなどの成果

がある。  

教育への還元については、共同研究などの一部は、特別研究などとして行われ、学外発表論文

などとなっている。 
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  また、学内外の助成等を含む研究活動について、毎年、各教員は「教育研究活動報告書」を提

出し、それを受けて改善のための計画書も提出している。また、さまざまな研究活動をまとめた

「教育･研究アクティビティレポート」が作成・配布されている。 

 

（改善を要する点）  

知財関連について、独立行政法人化の後の制度整備を行っているが、より一層の取組みが必要

である。また広域的な活動においては、枠組みを作った段階であり、今後、活動の成果をあげて

いく必要がある。 

 

 

（３）選択的評価基準の自己評価の概要 

本校の教育内容を学術の進展に即応させるため、また、外部の機関と研究を行うため、従来の研

究･支援体制に加えて、地域共同テクノセンターを設置して活動している。施設･設備の充実、技術

教育の高専としてニーズ対応型の開発研究の重視、本校及びテクノセンターからの各種支援制度の

設置、東北地区や全国の高専間の連携、地域自治体や教育機関と連携などとの研究の実施や支援の

ための体制が整備されて、機能している。 

地域企業を中心としたニーズに対応して行う技術相談件数は、平成 16 年度は 147 件となってお

り増加している。また、活動が活発な特定研究部門（材料・環境など）では、「大学発事業創出研

究開発制度（マッチングファンド）」などの助成金が採択されており、これらの成果は各種の催事

への参加などを通じて発表されている。 

また、広域的な連携を図るために、東北地区の高専間や全国高専間のシンポジウムなどを毎年主

管しており、広域コーディネータも設置しており、自治体支援機関との協定を結ぶなどの成果があ

る。また特許などの知財関連については、独法化の後の制度整備に取り組んでいる。 

学会等での論文発表については、全学科において、審査論文、講演などが行われており、顕彰・

受賞も同様である。外部資金の受入れについては、平成 14 年～16 年における外部資金受け入れ額

の平均は全国高専で第 1 位である。また、新聞への掲載を通じて本校の研究活動の状況が社会に公

表されている。 

研究活動を教育へ還元するために、共同研究などの一部は、特別研究などとして行われ、学外発

表論文などとなっている。 

これらの活動を改善するために、教職員・学生が行う、学内外の助成等を含む研究活動を踏まえ

て報告書を作成し、関連会議と全体会議において報告している。これにより、問題点の把握等を行

うと共に、翌年の活動計画書を作成するなどの改善を行っている。 

 

 

（４）目的の達成状況の判断 

目的の達成状況が非常に優れている。 
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選択的評価基準 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

（１）観点ごとの分析 

観点１－①： 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程の学生以外

に対する教育サービスが計画的に実施されているか。 

（観点に係る状況）学校教育法第 69 条において、「公開講座の施設を設けることができる」と規

定され、高等専門学校設置基準第 21 条において、高等専門学校の学生以外の者への科目履修と

単位修得の認定を認めている。また独立行政法人化に伴い、高専機構法第 3 条に「職業に必要な

実践的かつ専門的な知識及び技術を有する創造的な人材を育成するとともに我が国の高等教育の

水準の向上と均衡ある発展を図ること」、そして第 12 条には「機構以外のものからの委託を受

け、又はこれと共同して行う研究を実施すること、及びその他機構以外の者との連携による教育

研究活動を行うこと」などが盛り込まれた。 

これに基づき本校では他者との連携を積極的に推進し、施設設備の開放ならびに多様な催しを

発信し地域貢献を進めるとともに学生への教育還元を図ることに資するために、公開講座等の正

規課程の学生以外に対する教育サービスを行っている。 

本校では、科目単位の修得ができる特別聴講生と、研究生の制度が設定されている（資料１－

①－１）。 

 

資料１－①－１ 

 

出典：平成17年度学生便覧 ｐ82～83
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また、教務係やテクノセンターを窓口として、小中学生を対象とした体験教室、卒業生を含む

一般を対象とした公開講座、資格関係講座、各種研修・セミナーなど多様なセミナーを開催して

いる（資料１－①－２、資料１－①－３）。 

 

資料１－①－２ 体験教室ポスター 
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資料１－①－３ 

　1、公開講座 
学　　　科 講　　座　　名 実 施 期 間 実施時間 会　　場 対 象 者 募集人員 担当者　　(○:実施責任者) 受講料

建築学科 二級建築士受験講座
5/7～6/18
毎週土曜日

10:00～
17:00

センター2階
多目的会議室

二級建築士受験
資格を持った者

20名
○渋谷純一 教授　伊藤憲雄 教授
本間敏行 教授　笠松富二夫 助教授
飯藤将之 助教授　小林　仁 助教授
周志云 助教授

11,400円

機械工学科 機械設計基礎講座
7/26(火).27(水)

2日間コース
9:00～
17:00

センター2階
多目的会議室

近隣企業の機械
初級技術者

12名

○丹野　顯 教授　庄司　彰 教授
松谷　保教授　赤澤　真 教授
大久忠義 助教授　伊藤昌彦 助教授
佐藤一志 助教授　石川信幸 助教授

7,400円

電気工学科
アマチュア無線(ハム)

４級講習会
7/30(土)、31(日)

2日間コース
9:00～
17:00

センター2階
多目的会議室

一般市民
（小学生以上）

20名程度
○櫻庭　弘　助教授
志摩茂郎　客員教授

テキスト代
1,400円

総合科学系
理数科

数学の一定理(フェルマーの
最終定理)について

12/3(土)、10(土)
全２回

13：30～
15：30

センター2階
多目的会議室

一般市民 制限なし ○徳能　康　助教授 無料

総合科学系
文科

英語関係
未定(夏休み以降

で全6回程度）
未定 未定

一般市民
(高校生以上)

未定 ○武田　淳　助教授 未定

総合科学系
文科

バレーボール関係 10/4(火) 午後
センター2階

多目的会議室
未定 40名 ○宍戸隆之　助教授 無料

　2、イブニング技術サロン
部　　　門 講　　演　　題　　目 開　　催　　日 実施時間 会　　場 対　象　者 募集人員 講　演　者　(○:実施責任者) 受講料

マテリアル開発
部門

21世紀のクルマ造りと
材料技術

9/9（金）
15:00～
17:00

センター2階
コミュニティーホール

振興会会員(機械・
材料系ｴﾝｼﾞﾆｱ、経
営者層)及び産業振
興に興味のある方

10名程度
(最小実
施人数5

名)

○柴田公博　教授 無料

特定研究部門
住まいとエネルギーを考える
～産学連携の視点から～

未定 未定 未定
仙台市内又は周辺
の中小企業経営

者、従業員
30名 ○内海康雄 教授 無料

　3、基礎技術講座
部　　　門 講　　演　　題　　目 開　　催　　日 実施時間 会　　場 対　象　者 募集人員 講　演　者　(○:実施責任者) 受講料

特定研究部門
（室内空気環境

設計部）

シックハウス防止のための
換気講座

未定
15:00～
17:00

センター
多目的会議室

振興会会員
（工務店、建設・設
備会社など建築設
計・施工・管理に関

わる方）

20名 ○内海康雄 教授 無料

材料工学科 材料工学基礎講座 11月頃
13：15～
17：15

センター
多目的会議室

振興会会員
（工業系の企業に勤
務している高卒以上

の方）

10名

○吉田光彦 教授　　田口　收 教授
　鈴木吉朗　教授　　浅田　格 助教授
　後藤政純 技術専門職員
　高木滋夫（日本電子株式会社）

無料

情報デザイン学
科

カラーコーディネーター関係
（予定）

未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

機械・電子
システム部門

PIC入門講座
7/25(月)、26(火)

、27(水)
3日間コース

9：00～
16：00

センター2階
コミュニティーホール

振興会会員
エンジニアまたは
PICに興味のある

方

10名
○佐藤次男　助教授
熊谷晃一　助教授

後藤政純　技術専門職員
無料

　4、研究会
部　　　門 研　　究　　会　　名 開　　催　　日 実施時間 会　　場 対　象　者 募集人員 講　演　者　(○:実施責任者) 受講料

特定研究部門
（粉体加工学分

野）

粉体とリサイクルに関する
研究会

１２月頃 未定 テクノセンター内 未定 未定 ○佐藤友章　助教授 未定

マテリアル開発
部門

サイエンス＆テクノロジー
研究会

9月頃 未定 テクノセンター内 未定 未定

○鈴木勝彦　教授
武田　淳　助教授「電子辞書、オンライ

ン辞書の有効利用について」
本郷　哲　助教授「言語処理技術につ

いて」

未定

特定研究部門
都市・建築環境デザイン

研究会
不定期 未定 未定 関係者のみ

関係者
のみ

○内海康雄　教授

機械・電子
システム部門

テキストマイニングの
基礎技術講座

不定期 未定 未定 関係者のみ
関係者
のみ

○本郷　哲　　助教授
武田　淳　　助教授

　5、発表･出展等
開　　催　　日 実施時間

７月７日（木）
１3:15～
19:00

10/14(金)、15(土)
10:00～
17:00

  　　　　　　　　　　　　　　出典：テクノセンター資料

福島産学官交流のつどい エルティ（福島市野田町） 内海康雄、小野堯之

コラッセふくしま（福島市）

ビッグパレット福島（郡山）

ふくしま産業交流フェア

平成17年度催事計画

催　　事　　名

みやぎ産学官研究成果発表会・交流会

発表・出展者等会　　場

仙台国際センター

特許流通フェアin東北

みやぎ産業交流センター（夢メッセみやぎ）みやぎいいモノテクノフェア2005
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宮城工業高等専門学校 選択的評価基準 

これらの催事の企画・実施は、教職員が連携して行われ、平成 14 年度、平成 15 年度、平成

16 年度に参画した教職員の数はそれぞれ約４０名である。内容は、小中学生向けの実験体験、

資格関係講座を含む企業の若手技術者の基礎技術教育やベテラン技術者向けの基礎講座、一般市

民を対象にしたスポーツ講座などを含む公開講座、教員が最新の話題を提供するイブニング技術

サロンなどを行っている。 

また、図書館を一般市民に開放するとともに、講義室・会議室等を学会・フォーラムなどの会

場として開放するなど、教育環境を提供している。例として、平成 16 年度は日本鉄鋼協会バイ

オハザード及びバイオコロージョンに関するフォーラム、粉体とリサイクルに関するシンポジウ

ムなどが開催されている。 

本校では、主に専攻科の学生が、より広い知見を得るために学習の一環として、各種の講演会、

シンポジウムなどへ参加している。また教員が、学会や他機関の委員会等への参画を通じて 

、教育支援･協力などの地域貢献を行っている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

高等専門学校の教育サービスの目的に沿って、科目履修などの制度が設置されている。また、

小中学生、卒業生、企業人、一般市民などを対象として、スポーツ講座などの文系の内容も含め

た幅広いメニューを提供している。 

 図書館の開放だけではなく、学会の会場としても、教育環境を提供している。また、学生の外

部でのシンポジウムなどへの参加や、教員の学会や他機関委員会等への参加など、教育に関する

地域貢献を行っている。 

  

 

観点１－②： サービス享受者数やその満足度等から判断して，活動の成果が上がっているか。ま

た，改善のためのシステムがあり，機能しているか。 

（観点に係る状況） 平成 16 年度の体験教室の参加者数は、256 名である。公開講座などの参加

者及び利用実績を資料１－②－１に示す。体験教室及び研究会など企業技術者の参加はほぼ募集

定員を満たしており、テーマによっては申し込みが募集定員を越えており、成果が上がっている。 

一方、公開講座は開始年度には定員を越えたが、最近は定員に至らない場合もある。 
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宮城工業高等専門学校 選択的評価基準 

資料１－②－１ 

　１、公開講座 
学　　　科 講　　座　　名 実 施 期 間 実施時間 会　　場 対 象 者 募集人員 参加人数 担当者　　(○:実施責任者) 受講料

建築学科 二級建築士受験講座
5/8～6/19
毎週土曜日

10:00～
17:00

センター2階多目的会議室
二級建築士
受験資格を
持った者

15名 6名

○渋谷純一 教授　伊藤憲雄 教授
本間敏行 教授　笠松富二夫 助教授
飯藤将之 助教授　小林　仁 助教授

周志云 助手

11,200円

機械工学科 機械設計基礎講座
10月25日（月）

26日（火）
2日間コース

9:00～
17:00

センター2階
多目的会議室及び

機械・材料棟多目的実験
室

近隣企業の
機械初級技

術者
12名 7名

○丹野　顯 教授　庄司　彰 教授
松谷　保教授　赤澤　真 教授

大久忠義 助教授　伊藤昌彦 助教授
佐藤一志 助教授　石川信幸 助教授

7,200円

電気工学科 ものづくりをとりいれた電気工学基礎講座
10/8～12/10
毎週金曜日

全10回

17:00～
20:00

電気棟1階
電気基礎実験室

電気電子の
知識を習得し

たい人
20名 2名

○豊岡忠義 教授　百瀬　丘 教授
舛井和明 教授　唐澤信司 教授

佐々木悊彦 教授　中村富雄 助教授
野角光治 助教授　佐藤　隆 助教授
古瀬則夫 助教授　佐藤喜一 助手

10,200円

　２、本校発信の公開講座
学　　　科 講　　座　　名 実 施 期 間 実施時間 会　　場 対 象 者 募集人員 参加人数 担当者　　(○:実施責任者) 受講料

電気工学科 アマチュア無線(ハム)4級講習会
7月31日(土)
8月1日(日)
2日間コース

9:00～
17:00

7/31第2会議室(総合棟5階)
8/1電気基礎実験室(電気棟

1階)

小学生以上
の一般市民 20名 1名

○百瀬　丘 教授
志摩　茂郎 氏

テキスト代
1,470円

電気工学科 笑いの講座 8月21日(土)
9:00～
12:00

センター2階
コミュニティーホール

中学生以上
の一般市民 20名程度 21名

○百瀬　丘 教授
武田　美江子 さん

斎　静子さん
無料

総合科学系文科 木球ーはじめての仙台大会ー 7月10日(土)
8:30～
13:00

岩沼海浜緑地公園内
多目的広場

一般市民 40名 38名 ○宍戸隆之 助教授 無料

　３、イブニング技術サロン
部　　　門 講　　演　　題　　目 開　　催　　日 実施時間 会　　場 対　象　者 募集人員 参加人数 講　演　者　(○:実施責任者) 受講料

特定研究部門
住まいとエネルギーを考える
～産学連携の視点から～

2/23(水)、3/2(水)
18：30～
21：00

(財)仙台市産業振興事業
団会議室（アエル7階）

仙台市内又は
周辺の中小企

業経営者、従業
員

30名
25名 ○内海康雄 教授 無料

　４、基礎技術講座
部　　　門 講　　演　　題　　目 開　　催　　日 実施時間 会　　場 対　象　者 募集人員 参加人数 講　演　者　(○:実施責任者) 受講料

特定研究部門（室内空
気環境設計部）

シックハウス防止のための換気講座 1月27日（木）
15:00～
17:00

センター多目的会議室

振興会会員（工
務店、建設・設
備会社など建
築設計・施工・
管理に関わる

方）

20名 17名 ○内海康雄 教授 無料

機械・電子システム部
門

Webサーバによる情報発信－Linuxサーバ
の構築と運用・管理－

8月25日(水)
26日(木)

2日間コース

10:00～
16:00

情報デザイン学科棟4階
CG演習室

振興会会員
（主に若手技

術者）
15名 1名 ○北島宏之 助教授　遠藤　昇 教授

テキスト代
2,394円

材料工学科 材料工学基礎講座
11月12日(金)～
12月10日(金)

全6回

13：15～
17：15

センター多目的会議室

振興会会員
（工業系の企
業に勤務して
いる高卒以上

の方）

10名 13名

○吉田光彦 教授　田口　收 教授
丹野浩一 教授　浅田　格 助教授
佐藤友章 助教授　後藤政純 技術
専門職員　高木滋夫（日本電子株

式会社）

無料

マテリアル開発部門 環境工学基礎講座 未定 未定 センター多目的会議室 振興会会員
30名
中止

○丹野浩一 教授　他3名 未定

住環境空間部門 PIC入門講座
11月7日、14日、

21日（日）
全3回

9：00～
16:00

センター
コミュニティーホール

エンジニアま
たはPICに興
味を持ってい

る人

10名
中止

○佐藤次男 助教授　豊岡忠義 教
授　熊谷晃一 助教授　後藤政純 技

術専門職員
8,200円

　５、研究会
部　　　門 研　　究　　会　　名 開　　催　　日 実施時間 会　　場 対　象　者 募集人員 参加人数 講　演　者　(○:実施責任者) 受講料

マテリアル開発部門

抗菌・抗かび・消臭材料開発研究会（(社)日本
鉄鋼協会フォーラム：バイオハザードおよびバ
イオコロージョン対策抗菌化鉄鋼材料の新展

開「第4回研究会」と共催）

5月28日（金）
13：50～
17：15

センター
コミュニティーホール

共催のため、
振興会会員

および研究会
会員

制限なし 27名
○丹野浩一 教授　佐藤友章 助教

授　　武田光博 助手
無料

特定研究部門（粉体加
工学分野）

粉体とリサイクルに関する研究会（第3回粉体
とリサイクルに関するシンポジウムと共催）

7月30日（金）
31（土）
2日間

9：30～
16：45

多目的会議室・コミュニ
ティーホール

共催のため、
振興会会員

および研究会
会員

制限なし 30名
○丹野浩一 教授　佐藤友章 助教

授　　武田光博 助手
2,000円

マテリアル開発部門
サイエンス＆テクノロジー研究会第1回（真
空技術研究会）『マイクロナノテクノロジー

について』
6月3日（木）

17:30～
19:30

専攻科棟2階　MM教室 振興会会員 30名 17名

○鈴木勝彦 教授
庄司　彰 教授「マイクロ・マシン技術-マ

イクロギヤの実例-」
百瀬　丘 教授「真空中で踊る微細ゴミ」

無料

マテリアル開発部門
サイエンス＆テクノロジー研究会第2回（真
空技術研究会）『スポーツサイエンス・テク

ノロジー＆生体工学について』
11月4日（木）

17:30～
19:30

専攻科棟2階　MM教室 振興会会員 30名 20名

○鈴木勝彦 教授
古瀬則夫 助教授「福祉機器開発の現
状と今後の展開」　 　宍戸隆之 助教授
「健康を提供するエンジニアの役割と健

康を作るスポーツ実践」

無料

マテリアル開発部門
サイエンス＆テクノロジー研究会第3回（真
空技術研究会）『バイオテクノロジー＆食

品関係』
12月16日（木）

17:30～
19:30

専攻科棟2階　MM教室 振興会会員
30名

15名

○鈴木勝彦 教授
佐藤　茂 東北大学農学研究科 助教授
「遺伝子組み換え作物は、今どうなって
いるか」　　　鯨井千佐登 教授  「近代

科学について考える」

無料

特定研究部門 都市・建築環境デザイン研究会
6/1～3/31

不特定の金曜
17:30～
19:30

センター多目的会議室 関係者のみ ○内海康雄　教授

機械・電子システム部門 テキストマイニングの基礎技術講座
1/20,27,2/10,17,24,
3/3　木曜日

(1/20,27)
18:30～
(他)19:00～

アエル8階　OAルーム 関係者のみ
○本郷　哲　助教授
武田　淳　助教授

　６、発表･出展等
開　　催　　日 実施時間

6/19,20

11/5(金),6(土)
10:00～
17:00

11/25（木）
,26（金）

10:00～
17:00

12/8（水）
13:00～
17:00

2/25.26
10:00～
16:00

　　　　　　　　　　　　　　出典：テクノセンター資料

コラッセふくしま（福島市）

内海康雄　

丹野浩一、内海康雄、小野堯之、武田光博

小野堯之、鈴木勝彦

内海康雄、武田淳、小野堯之、熊谷進、越智真治、遠藤智明

ビッグパレット福島（郡山）

ふくしま産業交流フェア2005

催　　事　　名

第3回産学連携推進会議：展示の部

みやぎいいモノテクノフェア2004

発表・出展者等会　　場

国立国際会館（京都）

みやぎ産業交流センター（夢メッセみやぎ）

関係者のみ

関係者のみ

平成１６年度催事報告

みやぎ産学官研究成果発表会・交流会 仙台国際センター 熊谷　進、越智真治、遠藤智明

特許流通フェアin東北2004

 

  主な催事については、参加者にアンケート協力を頂いて常時改善に努めている。アンケート結

果をまとめた例を資料１－②－２に示す。 
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宮城工業高等専門学校 選択的評価基準 

資料１－②－２ アンケート集計結果（例） 

宮城高専地域共同テクノセンター開催講座等に関するアンケート（集計用） 
※回答のあったもののみ集計（講座参加者１１名中回答者８名）

参加講座・研究会・見学会等名 公開講座「二級建築士受験講座」              
参加年齢層 10 代  名、20 代  名、30 代  名、40 代  名、50 代  名、60 代  名 

職業 会社員１名、医療事務１名、学生４名、無回答２名                  
宮城高専卒業生？ はい ８名  いいえ    名  性別 男性  ３名・女性  ５名  
 
◆本日の講座（研究会）についてお伺いします。 
１．期待していた内容と比べていかがでしたか？ 

大変良かった（  １名） 良かった（  ５名） 普通（  ２名） 
大変悪かった（   名） 悪かった（   名） 無回答（   名） 
その他（                              ） 

２．内容のレベルはいかがでしたか？ 
大変高かった（   名） 高かった（  ４名） 普通（  ４名） 
大変低かった（   名） 低かった（   名） 無回答（   名） 
その他（                              ） 

３．講義（発表）の解り易さはいかがでしたか？ 
大変解り易い（   名） 解り易い（  ７名） 普通（   名） 
大変解り難い（   名） 解り難い（   名） 無回答（   名） 

   その他（１名：講師による。                     ） 
４．講座の開催日、開催時間の設定はいかがでしたか？ 
   参加しやすい（  ６名） 参加しにくい（  １名） 無回答（   名） 

その他（自分の会社のシフトが特殊な為参加しにくかったが、一般的にはとても参加し

やすいと思います。） 
５．４．で参加しにくいとお答えになった方にお伺いします。 参加しやすい曜日、時間帯は

いつですか？ （休日の午後よりは午前にしてほしかったです。日曜なら 10 時～17 時、

土曜なら 15 時から。      ） 
６．この講座の開催をどこでお知りになりましたか？ 
 産業技術振興会員宛のご案内（   名） 公共の広報等（   名） 
本校教員から直接聞いた（  ７名） 無回答（   名） 
その他（学校からの案内。                      ） 

７．機会があれば、また参加してみたいと思いますか？ 
   はい（   ６名）  いいえ（  １名）  無回答（  １名） 
８．今後、開催して欲しい講座の内容がございましたらお書きください。 

(ア) 個人的にカラーコーディネーターの資格に興味があるので、こういう講座があればう

れしい。 
(イ) TOEIC 
(ウ) 宅建 
 

９．その他、担当講師へのメッセージ等、本日の講座に関してご意見がございましたらお書き

ください。 
(ア) わかりやく教えていただくことが出来ました。ありがとうございました。10 時～18

時はさすがに長く感じました。分けるか短くして頂ければ集中力的にも良いと思いま

す。 
(イ) 受かれるように頑張ります。 
(ウ) 過去問を使用しての講義は大変身についたので良かったと思います。 
(エ) 資料か問題を用意してくれた講師の授業はわかりやすかったです。ありがとうござい

ました。 
(オ) 自分ひとりで勉強するよりは、だいぶ勉強になりました。 
(カ) 久々に先生方の講義を受ける事ができ、とても嬉しかったです。どの先生も進め方は

違っても、私たちの学習を助けてくださる気持ちが伝わってきました。あと、受ける

側の勉強不足を実感し、先生方には申し訳なかったです。ともあれありがとうござい

ました。  

                      出典：テクノセンター資料 

 

活動の成果を検討し、教育サービスの改善を図るために、催事の担当者にアンケート結果を示

すと共に、企画調整会議、運営会議、一水会、テクノセンターの部門長会議などにおいて報告し、

関係者の意見交換の場を設けている。 

それらの結果に基づいて、催事の各担当者は、次の計画についての検討・改善を行っており、

改善システムが機能している。 
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（分析結果とその根拠理由） 優れている。 

小中学生向けの体験教室、卒業生、企業人、一般市民などを対象とした公開講座などにおいて、

ほぼ定員を満たしており、成果が上がっている。主な催事においては、アンケート調査を行い、

活動を検討し、催事担当者に結果を示し、各種の会議･委員会において報告し、教育サービスの

改善に役立てている。それらの結果に基づいて、催事の各担当者は、次の計画についての検討・

改善を行っており、改善システムが機能している。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

小中学生、卒業生、企業人、一般市民などを対象として、スポーツ講座などの文系の内容も含

めた幅広いメニューを提供している。 

また、図書館の開放だけではなく、学会・フォーラムの会場としても、地域に対して教育環境

を提供している。 

 

（改善を要する点） 

公開講座において、テーマによっては定員に満たない場合があるので、実施しているアンケー

ト結果などに基づき、テーマの選定について検討･改善を行う必要がある。 

 

 

（３）選択的評価基準の自己評価の概要 

本校では、科目の修得のための特別聴講生などの制度を設置し、正規課程の学生以外に対する教

育サービスを行っている。 

地域との連携を積極的に推進し、小中学生、卒業生、企業の技術者、一般市民などを対象として、

体験教室や公開講座などの幅広いメニューを提供しており、地域貢献を進めている。また、教職員

・学生が地域で開催されるシンポジウムなどへ参加し、本校教員が行政・学会の各種委員会へ出席

して、地域に対して教育支援・協力を行っている。 

施設については、一般市民への図書館の開放を行うと共に、学会やフォーラムの会場として、

様々な教育環境を提供している。 

実施状況としては、中学生向けの体験教室、卒業生、企業人、一般市民などを対象とした公開講

座などにおいて、ほぼ定員を満たしており、成果が上がっている。主な催事においては、活動を検

討するためにアンケート調査を行っている。催事担当者に結果を示し、各種の会議･委員会におい

て報告して、教育サービスの改善に役立てている。これらに基づいて、催事の各担当者は、次の計

画についての検討・改善を行っており、改善システムが機能している。 

 

 

（４）目的の達成状況の判断 

目的の達成状況が非常に優れている。 
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